








































さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　どこだよ、ここは……。

　足下は石いし畳だたみ。

　目の前には、ギリシャ辺りにありそうな古びた神しん殿でんチックな建物。

　その建物をぐるりと取り囲むように張り巡らされた、木製の柵さくというかバリケード。

　そして、そのバリケードの向こう側からこちらを窺うかがう、日本ではちょっと見かけない人々。具体的には、鮮やかなピンク色やエメラルドグリーンの髪だったり、手に剣や槍やりを持っていたり、女の子は胸と腰だけを覆おおういわゆるビキニアーマーを身に着けていたり。

　その人たちがヒソヒソと話す言葉も、よくは聞き取れないけれど、日本語でも英語でもないように思えた。

　その人々の向こうには、どことなく昔のヨーロッパを思わせるレンガ造りの街並みが見えた。

　そのもっと向こうには、ずっと遠くには、高さが何十メートルあるんだという馬鹿げた大きさの壁が──万ばん里りの長ちよう城じようのような壁が見えた。

　見覚えがどうこう以前に、日本だとすら思えない。

　なんというか、俺おれが住んでいる街とは、空気からして違う気がした。行き交う自動車や電車の音もなければ、排気ガスの臭いもしない。

　降り注ぐ陽ひの光も、青い空も白い雲も、俺おれが知っているものよりクリアで色鮮やかなような気がするのは、空気が澄んでいるせいだろうか。

　いや、それだけじゃなくて、梅つ雨ゆと夏の間の、少し湿しめった感じがない。カラッとしていて、風が鉄と香こう辛しん料りようが混ざり合ったような匂においを運んできた。

　まるで外国のような、異質な空気。

　何がどうなってるんだ？　俺、家でゲームをやってたはずなのに……。

　俺のとなりで、数日前に転校してきたばかりの柚ゆ比び坂さか杏あん奈なもワケがわからないという顔で辺りを見回していた。

　と、何か大きな影が頭上を通過したことに気づき、上を見上げた。

　そこに見えたのは抜けるような青い空と──、

　人間を背中に乗せた、コウモリのような翼を持つ角の生えた赤いトカゲのような生物だった。

　背に乗っている人間との比較で考えれば、優に三メートルはある。厳げん密みつに尻尾しつぽの先まで計はかれば五メートル近いかもしれない。

　俺は、あの生物を知っていた。

　ゲームなどでよく目にする、空想上の生物の代表格。

「……ドラゴン」

　呆あつ気けにとられてしまった俺に、

　神しん殿でんらしき建物の前にいた女の子二人がこちらへ歩み寄ってきて、その一人が戸と惑まどう俺の手に青い宝石がはめ込まれたペンダントを握にぎらせて、言った。

「わたくちの言葉、わかりますか？」

「あ、ああ」

　上ずった声で返事をして、うなずいた。

　彼女は、間違いなく俺に理解できる言語で喋しやべっていた。舌っ足らずではあったが、とても流りゆう暢ちような日本語で。

　というか、どういうわけか、ペンダントを手にした瞬間から、周囲のざわめきさえも日本語に変わっていた。

　何がどうなっているんだ？

　わけがわからず立ちすくんでいる俺に、その女の子はにっこりと微笑ほほえんだ。

「ゲームガルドへようこそ」





第一章▼　日常ブレイクダウン




　遡さかのぼること数日、高校一年生の初夏の朝。

　眠い目をこすって、俺おれは教室内を見回した。ほとんどの生徒が自分の席についていて、何人かのクラスメイトたちが慌あわてて駆け込んできたりしている。

　教きよう壇だんの上、壁に掛けられた丸い時計を見ると、もうすぐホームルームが始まる時間になろうとしていた。

　目を携帯ゲーム機の小さな画面に戻す。

　ヒロインの魔法がネズミのようなモンスターを数匹、焼き払った。燃えさかる炎の効果音が、イヤホン越しに耳の中に響く。

　戦闘結果が表示された画面を確認して、思わず舌打ちしてしまった。

　ドロップ率が六〇％を超えているはずのアイテムがまた一つも出ないとはどういうことだ。それを求めて倒した雑ざ魚このネズミはすでに二〇匹を超えているのに。

　本ほん筋すじには関係ないが、そのアイテムを持っていくと報ほう酬しゆうがもらえるサブクエストがあるのだ。無視して進めることもできるが、それはそれで負けたようで悔しい。

　要するに、俺、志し度ど義よし弥やは運が悪い。

　六〇％の確率で手に入るアイテムを確実に手に入れるべく、ゲームの主人公の運のパラメータを魔法やスキルで底上げして、九〇％台まで入手確率を上げても、俺自身の運リアルラツクはまったく強化されてないわけで、外れの一〇％未満を引いてしまう。

　一度、俺自身のステータス画面でパラメータを確認してみたいぞ、チクショウ。

　軽く落らく胆たんして吐いたため息が、あくびに変わる。昨夜は昨夜で、ひたすら別のゲームのレベル上げをやっていたので、睡すい魔まが活発に俺を狙ねらい始めたらしい。

　そろそろ担任がやってきそうだが、もう少し。次の戦闘では目的の物が手に入るかもしれない。いや、手に入るような気がする！

　俺は携帯ゲーム機のボリュームをゼロにしてイヤホンを外し、机の中に突っ込んだ。ホームルームなんて、たいして重要な話があるわけでもないだろう。授業中となれば、運悪く見つかって没ぼつ収しゆうされる危険性がかなり高い。が、ホームルーム中の一戦闘くらいならなんとかやり過ごせることを祈る。

　そしてまた戦闘をこなし、お目当てのアイテムが出なかったことに落胆した瞬間、

「柚ゆ比び坂さか杏あん奈なです。よろしくお願いします」

　穏おだやかだけれど良く通る澄んだ声に、俺はゲームの世界から現実に引き戻されて顔を上げた。

　て、転校生？　噓うそだろ、ゲームに集中してて全然気がつかなかった……。

　教壇では、その転校生がぺこりと長い黒髪を揺らしてお辞じ儀ぎをしたところだった。

　え──。

　彼女の姿に圧倒されて、思わず息を吞のんだ。眠気など、一瞬でどこかへ吹っ飛んでいってしまった。

　彼女はお辞じ儀ぎをするほんの何秒かで、見る者すべての心を捉とらえてしまっていた。

　癖くせのない長い黒髪が、窓から差し込む陽ひの光を反射してキラキラと輝いていた。

　雪に例えることさえ憚はばかられるほど白い肌が美しかった。

　雑誌で見るグラビアアイドルにも引けを取らないプロポーションであることは、ブレザーなしの夏服では一目瞭りよう然ぜんだった。

　切れ長の目は少々つり気味だったが、過去にプレイしたどんなゲームの３Ｄグラフィックで描かれたヒロインよりも端整な顔立ちをしていた。

　そして、何よりも、立ち姿が、落ち着いた声が、言葉遣いが、そして一礼したあとの笑顔が、気品に満ちていたのだ。

　もし、この世界にヒロインというものが存在するのなら、それは彼女のことだろう。

　その圧倒的な存在感に、クラスの誰しもがため息を漏らした。もちろん、俺おれも。

　なんて綺き麗れいな子だろう。

　彼女から、目を離すことができなかった。

　完かん璧ぺきなまでに、ピッタリだったのだ。その、俺が思い描く理想的なヒロイン像に。

　いや、彼女の存在は俺の中にあったそれまでの理想像なんて簡単に打ち壊して、俺の心の中に新しい理想像として瞬またたく間まに君くん臨りんしてしまった。












　痛いくらいに心臓が鼓こ動どうの速度を上げていく。

　顔がどんどん熱くなっていく。

　息をするのも忘れてしまいそうになるほど彼女に見入りながら、今取り組んでいるゲームのサブクエストより『彼女と仲良くなる』というクエストは遥はるかに難なん易い度どが高いであろうことを思って、俺おれは切ないため息をついた。





　　　　＊






　どうやら教師という人種は、とりあえず転校生は指名してみたくなるものらしい。前の学校での授業の進み具合とか、そんなことを知りたくなったりするのだろう。

　三時限目までで、柚ゆ比び坂さかは見事に各授業一回ずつ教師に指名された。そして、その都つ度ど完かん璧ぺきな解答を披ひ露ろうし続けた。そのたびに、柚比坂の完璧な解答と堂々とした態度、しかしながらどこか柔らかさを感じさせる物腰が、俺も含めたクラスの面々を魅み了りようした。

　授業を聞きながら、柚比坂はときおりその白い指に美しい黒髪をくるくると巻き付けたりしていた。その仕草が可愛かわいらしくて、指の白さと黒髪の艶つややかさを両方際きわ立だたせることになって、俺を含めたクラスの男子の切ないため息を誘うのだった。

　まったく、イヤになる。いったい、何人ライバルがいるのだろう。

　ざっとこのクラスを見渡しただけでも、俺と同じように、授業中にずっと彼女を見ている野郎のなんと多いことか。まあ、俺も他の誰かからそう思われているんだろうけど。

　柚比坂の好みはわからない。重要視するのが顔や外見なのか、頭の良さなのか、スポーツができるかどうかなのか。

　でも。

　身の程というものをわきまえている身としては、どれにも自信が持てない場合はどうしたらいいのだろうか。

　まず、外見に自信がない。目つきが悪いと、ついてない日は二、三回怖いお兄さんたちに因いん縁ねんをつけられて逃げ回る羽は目めになる。半分くらいは、ゲームのしすぎによる慢まん性せい的てきな寝不足のせいだと思いたい。

　勉強ができるわけでもない。せいぜい頑張っても全学年の真ん中くらいが関の山だ。そりゃそうだ、テスト前以外はずっとゲームをやってるんだから。

　スポーツができるわけでもない。部活動もやっていないし、むしろ運動は苦手だ。

　特技、特になし。

　欠点、運が悪い。

　好きなモノはテレビゲーム、ＲＰＧ。ただし、一人用のゲームに限る。他人と関かかわるオンラインゲームはプレイスタイル的に性に合わない。何人かで一緒に冒険して、毎回一人だけ良いアイテムが手に入らない悔しさはもう味わいたくない。

　はあ、と、今日何十回目かのため息をついた。

　もし彼女がゲーム好きなら、ほんのちょっとくらいは可能性があるかもしれない。逆にいうと、そのくらいしか勝ち目がない気がする。ってか、俺おれより見た目が良かったり勉強ができたりスポーツができたりして、ゲームが好きなヤツとか、いくらでもいるよなあ。

　真っ向勝負で無理ならば、何かクリティカルな偶然にでも期待するしかない。だが、そんな幸運が舞い込んでくると思えるほど、俺は自分のリアルラックのパラメータを信用していなかった。

　いずれにしても、情報が要る。

　運の悪さを補うために必要なのは、情報だ。リアルはゲームとは違うけれど、ゲームで培ってきた俺なりのやり方はある程度応用が利くはずだ。そう信じたい。

　しかし、だ。

　問題は、どうやってその情報を集めるか、だよなあ。

　また、ため息が漏れた。

　まだ転校してきたばかりの柚ゆ比び坂さかについて、よく知っている親友のような存在がいるわけがない。間接的に情報を得る手段がないなら、本人に当たるしかないわけだが……。

　──そんな気さくに話しかけることができるなら苦労はねえっつーの。

　休み時間のたびにできる柚比坂を囲む輪にすら入れないでいるのが現状だった。

　だってさ、恥ずかしいだろ。超照れるだろ。そもそも家族以外の女の子と話す機会さえあんまりない人生だったんだよ。それがいきなり超タイプの超美人相手にフランクに話しかけるとか、難なん易い度ど高すぎだろ！

　そんなわけで、俺は彼女を囲むクラスメイトたちの輪を恨うらめしく眺ながめながら、あるかどうかも怪しい逆転の一手を考え続けるのだった。





　　　　＊






　初日でわかるくらいに柚比坂は優等生だったわけだが、俺はといえば、対照的に三時限目にはぐっすりと眠ってしまった。

　一時限目と二時限目は窓から差し込んでくる初夏の日差しを受けて輝く柚比坂の艶つややかな黒髪を眺めたり、耳が幸せになりそうな柚比坂の回答する声を聞いているだけで眠気なんかどこかへ行ってしまっていたのだが、さすがにほぼ徹てつ夜や状態だった昨晩の影響からは逃れられなかった。

　そしてついつい寝たまま迎えてしまった三時限目と四時限目の間の休きゆう憩けい時間。

　誰かに肩を揺すられて、俺は目を覚まし顔を上げた。

　そこには、まるで天使のような柚比坂の笑顔があって、寝ねぼけ眼まなこの俺に、

「次の授業はＬＬ教室に移動だそうよ？」

　と優しく言った。

　え？　え？

　寝起きの頭が大混乱を起こして、完全にバグってしまっていた。思考回路がまともに機能するはずもない。

　血が沸ふつ騰とうしたんじゃないか。

　そう思えるほどに、身体からだ中が熱くなるのを感じていた。

　言葉？　そんなもの、出てくるはずがない。ただ、金魚みたいに口をパクパクさせるだけで精一杯だった。

　間近で見る柚ゆ比び坂さかの微笑ほほえみは想像以上にまぶしすぎて、しかも、何か柑かん橘きつ系けいのフルーツのような香りさえ漂ただよってくるような気さえした。

「今朝のホームルーム中、机の下でゲームをやっていたでしょう？」

　何が起こったのか理解できずにいる俺おれの耳元に、柚比坂はその小さな薄うす紅べに色いろの唇くちびるを寄せて、イタズラっぽく囁ささやいた。それも、吐息が耳にかかりそうな、超至近距離で。

「教きよう壇だんから見ると、ゲームなんかやっているのは案外わかるものよ。気をつけないと、没ぼつ収しゆうされちゃうわよ？」

「お、おう……」

　わけもわからず、ようやくそれだけ言った俺にもう一度微笑んで、柚比坂はくるりと身を翻ひるがえし、他の女の子たちと談だん笑しようしながら教室を出て行ってしまった。

　なんだかぽわーっとした頭のまま、俺はその黒髪がまぶしい後ろ姿を目で追い続けた。

　柚比坂の笑顔の残のこり香がだけで、世界がキラキラ光って見える気がした。





　　　　＊






　昼休み。

「いいですか、志し度ど君。ゲームの作り手は、シナリオ展開上の適正レベルってものを考えた上で難なん易い度ど設定をしているんですよ？　そりゃあ、買ったゲームをどう楽しもうと志度君の勝手ですけど、毎日徹てつ夜やしてまでレベルを上げすぎるのは考えものです。作り手が楽しんでもらいたいバランスを逸いつ脱だつしてしまいます」

　クラスメイトのゲーム好き仲間、古ふる掛かけ光こう一いち郎ろうは、俺を見上げながら、肩をすくめて言った。俺も特別背が高いわけではないのだが、光一郎がクラスで一番小さいので、どうしても少し見上げさせることになってしまう。

「そりゃわかるんだが、俺の場合はボスに四回連続クリティカルを食らわされたりするから、上げすぎるくらいでちょうど良い難易度になるんだよ。キャラ死ぬの嫌いだしさ」

「相変わらず理り不ふ尽じんなリアルラックですねえ。逆に、そこまで運が悪いと多少のレベル上昇でまかなえていることの方が不ふ思し議ぎですよ」

「いや、だから、情報を集めるだけ集めて、どこまで上げれば俺の運と釣り合うのか、ちゃんと見極めはしてるつもりだぜ」

「もはや職人の域ですね……。メーカー的には、そのキャラ育成に使う時間を他のゲームに充あててほしいところですけど」

「御おん曹ぞう司しさんや、庶しよ民みんの高校生はそんなにホイホイ新しいゲームを買えないんだぜ」

　この男、何を隠そう超有名大手ゲームメーカーの社長の息子だったりするのだ。小こ遣づかいが多いとか、人気の新作ゲームを予約も行列も無縁で手に入れられたりとか、ゲーム制作の裏話や業界の裏事情を知っていたりとか、色々羨うらやましい男だったりする。

「世の中には廉れん価か版ばんというものもあるんですよ」

「廉価版であっても、小遣いというリソースからするとバカにならないんだよ」

「ゲームにお小遣いの大半を費やす志し度ど君とも思えない言葉ですね……。あ、もしかして、ゲーム以外にお金を使いたくなったんですか？　まあ、ゲームじゃなく現実世界リアルで女の子を攻略しようとか考えれば、そりゃあオシャレなんかにもお金をかけたくなるのは当然の流れですけど」

　ぎくっ。いや、オシャレがどうこうとか、具体的なことは何一つ考えてなかったけど！

「な、何を言っているんだっ」

「柚ゆ比び坂さかさんですよね？　あれ、もしかして、バレてないとか思ってます？」

「待て待て待て！　俺おれはそんなことは一言も……」

「バレバレですよ。いつも居眠りしっぱなしの授業中、ずっと彼女の方ばっかり見てましたし、教室移動のときには起こしてもらって夢見心地でしたし、黒髪ロングでお嬢じよう様さまっぽくて巨乳って、志度君が気に入るヒロインのタイプにドンピシャですし」

「うぐっ」

「あ、大丈夫ですよ、僕は断然貧乳派なので、志度君の好みとは完全に棲すみ分わけができてます。口外も邪じや魔まもしませんし、むしろ友達として応援しますよ」

　そう言ってもらえるのは嬉うれしいが、あまりにあっさり見み破やぶられたことに動どう揺ようを隠せない。

「しかし、ずいぶん高たか嶺ねの花を攻略対象に定めたものですね。難なん易い度ど、相当高いですよ」

　言われなくてもわかってる。っていうか、どんなに難易度が高くても、正解のルートが設定されているならまだマシだ。現実ってヤツは、何をどうしたって正解なんか用意されてないこともありうるから困る。

「やはり作戦としては、長所を売り込むべきでしょうか。となると、柚比坂さんがゲーム好きだと助かるんですけど……。そういうふうには見えませんし、ゲームを好きになってもらうところから始めるべきかも」

「いやいや、ちょっと待てって」

「一緒にゲームをやる、というところまで持ち込めれば充分に勝ち目はありますよ。今はオンラインで一緒にＲＰＧをやった縁で、初めましてから結婚まで行くカップルだっているんですから」

「だから待てって！　俺はなんにも言ってないだろ！」

「はあ。まあ、そうですね、心の準備とかもあるでしょうし。でも、ライバルは多そうですし、ぼやぼやしてると誰かに攻略を進められて、ますます難易度が上がっちゃいますよ」

　わかってるけど、しょうがないだろ。現実には攻略本も攻略サイトも、セーブもロードもないんだから。

「気持ちはありがたく頂ちよう戴だいしておくけどな」

　それに──、脳がオーバーヒート状態から立ち直ってなくて、しばらくは冷静に情報を集めたり、作戦を立てたりなんてできそうにないっつーの。




　その日の帰り道。

　いつものように犬のフンを踏んだり、誰かが投げ捨てた空き缶がおでこに直撃したりという不運に見舞われつつ、ときおり感じる視線に何度も振り返った。

　見られるということ自体は、そんなに珍しいことじゃない。空き缶がおでこを直撃した瞬間を道行く人に目撃されれば、クスクス笑われたりすることだってよくある。

　でも。

　──なんなんだ？　この視線……。

　首くび筋すじの辺りがチリチリするような、イヤな視線。

　今日感じるこの視線は、不運に見舞われた瞬間とは関係なく感じている気がした。

　気のせいで済ますには、その視線は妙に生々しくて、回数も多すぎる。

　……。

　首を傾かしげながらも、奇妙な薄うす気き味み悪さを感じずにはいられなかった。見られたからといって困るような行動は取っていないし取る気もないが、こそこそ見られているなんてやはり気持ちのいいものではない。

　もしかしたら、転校生の上に美人で注目を集めまくりの柚ゆ比び坂さかは、こんな感覚を感じまくっているのだろうか。

　そんなことを思いながら、俺おれは家へと向かう足を速めた。
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　柚比坂の転校から──クラスで彼女を取り囲む輪が日に日に大きくなるのを端から眺ながめること数日。

「ただいま」

　何ができるわけでもなく様よう子す見みの一手しか打てないまま、俺は今日もいつものように放課後には真まっ直すぐ家に帰った。

「お帰りなさい、お兄ちゃん」

　壁を伝いながら、妹の真ま理り亜あが玄関まで出迎えに出てくれた。

　セミロングの髪を揺らしながら微笑ほほえむその顔は、しかし微妙に俺の顔から照しよう準じゆんを外してしまっていた。

　玄関の壁に立てかけられた白い杖つえをちらりと見やって、

「今日は早かったんだな」

　そう真ま理り亜あに答えながら靴を脱いだ。

「えへへ、続きが気になったから急いで帰って来ちゃった」

「おいおい、気をつけろよ？　また事故にでも遭ったら……」

「大丈夫だってば。もう、お兄ちゃんは心配しすぎ」

　屈くつ託たくのない顔で笑う一二歳の妹の瞳ひとみには、もう光が映ることはない。小学校に上がったばかりの頃に交通事故に遭って、医者からそう宣告されていた。

　それでも真理亜は、「生きてただけ運が良かったよね」と、泣き言も滅めつ多たに口にしない。

　それどころか、「事故のとき、お兄ちゃんが近くにいなくてよかったよ。もし近くにいたら、お兄ちゃん絶対自分の運の悪さのせいだって気にするでしょ？　っていうか、巻き込まれてお兄ちゃんの方がひどい怪け我がしてたかもしれないし。お兄ちゃん、ホントに運が悪いもんね」なんて俺おれを気遣ってくれたりする。

　視覚特別支援学校に一人で通い、学校は楽しいと笑っている。

　みんなが親切にしてくれて嬉うれしい、と微笑ほほえんでいる。

　心の底から、そんな真理亜は、我が妹ながら大したヤツだと思う。

　俺が靴を脱いだ気配を察して、真理亜は手探りで俺の腕を探し当て、ギュッと摑つかんだ。

「ほら、お兄ちゃん、早く早く」

　そして俺の腕を引っ張った。

「慌あわてるなって。っていうか、あんまり俺のそばに来るなよ。俺の運の悪さに巻き込まれるぞ。さっきも校門のところで、野球部の特大ファールが足に直撃……」

　言い終わる前に、また背後からの視線を感じた。気味の悪さに、言葉が止まる。

　反射的に振り返るが、もちろん、玄関の戸は閉まったまま。誰もいるはずはない。

「……した、からな……」

　最近、具体的には柚ゆ比び坂さかが転校してきた日くらいから、視線を感じることが多すぎる気がする。今日もすでに何度目だよ、ってほど感じていた。

　しかも、日に日に視線の気配というか、見られている感じが強くなっている。

　その視線の感じがあまりにも粘ねばっこくて、気味が悪くて、とても気のせいで済ますことはできなくなりつつあった。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

　不ふ思し議ぎそうに、真理亜が訊きいた。

「あ、いや……なんでもない」

　真理亜を怖がらせるわけにはいかない、と、俺は気味の悪さも不安も、何もかもを強引に吞のみ込んだ。




　目が見えた頃から、真理亜はファンタジー系の物語が好きだった。世界的に有名な魔法使い学校のシリーズはもちろん、不思議な指輪を巡る物語や、男の子向けの剣と魔法が飛び交いドラゴンなどのモンスターが闊かつ歩ぽするアニメやマンガをずっと愛好していた。

　だから、そんな世界を舞台にしたゲームに興味を持つのも当然の流れだったのだろう。

　目が、見えなくなるまでは。

　いや──、目が見えなくなったくらいでは、真ま理り亜あの物語に対する欲求は止まらなかった。いつしか俺おれがゲームをやっているとなりにちょこんと座っては、ゲームの音楽や俺の反応から雰ふん囲い気きを楽しむことを覚えた。

　最近ではありがたいことに、ゲームのキャラクターが喋しやべるのも当たり前になっている。俺が簡単な説明をすれば、キャラクター同士のやりとりから物語を感じることができる。

　そして、いつからか、俺の方でも真理亜に解説をしながらゲームを進めるのが当たり前になっていた。

　だから今日も、当然そうする。

　何気ない日常、当たり前のいつもの光景。──の、はずだった。

　俺は自分の部屋へと真理亜に引っ張られて行って、着替える暇ひまさえなしにテレビとゲーム機のスイッチを入れさせられた。

　となりに座った真理亜が、ワクワクを隠しきれないという顔で、

「ちゃらっちゃー」

　とメーカーロゴが表示されるときの効果音を歌うように真ま似ねる。

　物語は佳か境きように入り、いよいよ強敵に、これまでの物語で何度も煮え湯を飲まされた宿命のライバルに最後の決戦を挑もうかというところ。真理亜が急いで帰ってくる気持ちもよくわかる。

　昨日の夜中のうちに、キャラが死ぬのを嫌がる真理亜のために、クリティカルヒットを連発されても対応できるくらいまでレベルは上げてある。必要な回復アイテムも所持数の限界まで買ってある。あとは、撃破に向かうだけだ。

　タイトル画面を経て、コンティニューを選択、セーブデータをロードする。昨夜セーブを取った街の音楽が流れ始める。

「じゃあ、ヤツのいるダンジョンまで魔法で飛ぶぞ」

「うん！　魔法っていいなあ。学校まで魔法で一瞬で行けたら楽なのに」

「だなあ。ギリギリまで寝てられるし、雨の日とか濡ぬれなくて済むし」

　俺の場合そもそも寝てない日もかなり多いけど。

　魔法の効果音の後、街の牧ぼつ歌か的てきなＢＧＭから、緊迫感に満ちたダンジョンのＢＧＭへと切り替わる。

「いよいよだね！　なんかドキドキしてきた！」

「おう。古びたお城みたいなダンジョンだ。暗い廊ろう下かを壁の燭しよく台だいがぼうっと照らしてる感じ。あ、右と左に道が分かれたけど、どっちに行こうか？」

「ええと、じゃあ左！」

「了解」

　実はこのダンジョンのマップはすべて把は握あくしている。今のご時世、ちょっと探せばネット上に攻略情報なんかゴロゴロ転がっているし、レベル上げがてら一回り下見してある。情報はリアルラックの低さをカバーする最大の武器、というのが俺おれの持じ論ろんだ。

　左に行く道は遠回りになることは知っているわけだが、もちろんそんなことはおくびにも出さない。

「曲がり角が見えてきた……おっと、敵だ」

　画面が一度ブラックアウトして戦闘画面に切り替わる。心を高こう揚ようさせる勇ゆう壮そうなＢＧＭが流れ始めた。

「もうボス？」

「まさか。雑ざ魚こだよ。シルバーゴーレムが三匹」

「ゴーレムって、魔法で作られたロボットみたいなヤツだよね？」

「そうそう。ロボットはいい表現かもな。まさに魔法で動くロボットだ。……このくらいの数なら通常攻撃だけでいけるかな」

「えー、『薙なぎ払はらえ！』が聞きたいな」

　真ま理り亜あが言っているのは、クールな魔法使いキャラが強力な召喚魔法を使ったときにカットインするアニメーションのセリフだ。このゲームでは、どうやらその魔法使いの彼が真理亜のお気に入りであるらしい。

　ちょっとＭＰがもったいないかな、と思いつつも、

「よし、じゃあ一気に決めるか」

　と魔法を使うようコマンドを入力した。

　画面上で魔法使いが巨大なドラゴンを召喚し、真理亜が聞きたいと言っていたセリフで攻撃を命じた。ドラゴンの口から、まばゆいばかりの高エネルギーが溢あふれ出す。

　その瞬間。

　──ぞくり。

　背後から、あの視線を感じて身を竦すくませた。

　粘ねばつくような、薄うす気き味みが悪いほどに存在感を感じさせるあの視線を。

　おそるおそる振り返るが、もちろん背後に誰かがいるはずもない。

「お兄ちゃん……？　どうしたの？」

　俺の動きに違和感を感じたのか、真理亜が訊きいた。

　──いや、なんでもない。

　そう言おうとした途と端たん、エレベーターが動き出したときのような浮遊感と、とぷん、と水面にでも落ちたような感覚があって──、

　俺の身体からだはどことも知れぬ空間を落下し始めていた。
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　何度も言った気がするが、俺おれはリアルラックの低さには自信がある。

　だから、今、ガクンと落下する感覚に襲われたのも、また運悪く俺の真下の床ゆか板いたでも抜けたんだろう、なんて思った。

「いてっ」

　したたかに背中と腰を打つ。落下していた時間はほんのわずかだったが、ぶつかった先が思いのほか固かったせいで、打った背中はかなり痛かった。

　何ごとだろう、と目を開けた瞬間に、何かが俺の真上に落ちてきた。まるで覆おおい被かぶさるように。

「ふがっ」

　当然、俺は降ってきた何かの下した敷じきになる。自分が落ちた直後に自分の上に何かが落ちてくるとか、いつものことだが、自分のリアルラックの低さが恨うらめしい。

　不幸中の幸いだったのは、降ってきたモノが、重さはさておき、とても柔らかかった、ということだろうか。むしろ、顔を覆い尽くした謎なぞの物体は、柔らかい上に温かく、微かすかに柑かん橘きつ系けいのようないい香りがして、とても肌触りが良かった。

「なんなの、もう……」

　真上から、女の子の声が聞こえた。

　え。

　聞き覚えのある声だった。忘れられるはずがない、柚ゆ比び坂さかの美声だ。

　それに、この柑橘系を思わせる香り。

　この声の距離感。そして、俺が今触れているモノって。

　ままま、まさか。

　つまり、俺の予感が正しければ、このふわふわでむにょむにょした極上の感触は、合意なしに触ったりしたら大問題になる魅み惑わくのアレなのではないだろうか。

　しかも、柚比坂の、あの見るからに大きな……！

　顔が急速に熱くなる。

　ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待ってくれ！　なんで柚比坂がいるんだ!?　だって、俺の家に柚比坂がいるなんてぶっ飛びすぎだろ！　ま、まさか親同士が知り合いだったとか、その手の安あん易いなラブコメ展開ですか!?　そんなラッキーがこの俺に許されるの!?　ヒャッホウ、神様ありがとう！

　いや、待て、俺。

　自じ慢まんじゃないが、俺は家族以外の女性に触れた経験なんかほとんどない。

　どう扱あつかっていいのかもわからないし、それ以前に照れと混乱で、脳が熱暴走を起こして活動停止の直前くらいまで追い詰められていた。

　まずい。

　これはある意味すごくラッキーなのかもしれないが、偶然とはいえ、こんな状況、いくら事故で不可抗力でも、許してもらえるとは思えない。

　それはつまり、嫌われるということ。

　イコール、俺おれの恋が始まる前に、何かアクションすら起こすことなく、修復不可能なほどに終わってしまうということだ。

　冗じよう談だんじゃない、と無我夢中で手を動かした。

　むにゅ。

　──え。

　感触を確かめるまでもなく、俺の手は一番やってはいけないことをやってしまっていた。

　馬鹿か俺！　顔をふさいでいるものを退のけようとしてそのものズバリを触ったら、何が起こるかなんてわかりそうなもんだろ！

「きゃあっ！」

　案の定、甲かん高だかい悲鳴が鼓こ膜まくを破らんばかりに耳へと飛び込んできた。

　そして、ようやく息苦しさと視界のホワイトアウトと柔らかい感触から解放される。

　クリアになった視界の中では、顔を真っ赤に染めた制服姿の柚ゆ比び坂さかが、自分の胸を両手で隠すようにして俺を睨にらんでいた。

　長い睫まつ毛げが震えているのは、怒りのせいか羞しゆう恥ちのせいか怯おびえのせいか、あるいはその全部か。ああ、嫌われたかもしれないというのに、顔を赤く染めた柚比坂の顔は、いつもの白い顔とはまた違った魅力がある。

　いや、見とれてる場合じゃなくて、今、俺がすべきことはただ一つ。












「その…………ごめんっ！　わ、わざとじゃないんだ！」

　慌あわてて仰あお向むけの状態から上体を起こしつつ、ほとんど叫ぶように謝罪を口にしていた。

　無言のまま、真っ赤な顔のまま、柚ゆ比び坂さかは恨うらめしそうに俺おれを睨にらんでいる。

「ええと、ほら、不可抗力っていうか……」

　言い訳しながら、痛む腰をさすった。

　まだ顔が熱い。俺の心臓、破は裂れつするかも……！

　まともに彼女の顔を見ることができず、俺はそっぽを向くように顔を逸そらした。

「だ、だって、柚比坂がいきなり俺の上に落ちてきたワケで、避ける暇ひまなんてなかったし、避けたとしても柚比坂が地面に激突してしまうし……」

「……」

「いや、でも、マジで悪いと思ってるから！　この通り謝るし、どんなお詫わびでもさせてもらうからさ！」

　俺は地面に座ったまま正座するように足を組み直して、頭を下げた。悪いと思っているのだから、俺にできることはひたすら謝ることだけだ。

　それに、さすがにこれで柚比坂との関係が終わるのは納得がいかない。ほんの少しでも許してもらえる可能性があるなら、藁わらにでも蜘く蛛もの糸にでもすがりつくしかない。

　彼女は「こほん」と可愛かわいく小さな咳せき払ばらいを一つして、真っ赤な顔のまま、

「ふ、不可抗力だったのはわかっているわ。な、なんだか私の下した敷じきになったせいで痛い思いをさせちゃったみたいだけど、あ、あ、あんなところを触ったりしたんだから、お礼は言わないわよ」

　と、上ずった声で言った。

　も、もしかして、わかってもらえた!?

　嫌われて今後口もきいてもらえないかも、という最悪の事態を想定していただけに、俺はホッとして胸をなで下ろした。

　少なくとも、まだ挽ばん回かいのチャンスはあるはず。

　っていうか、ついさっきまで彼女に──特に、あの胸に──触れていたんだと思うと、またもや心臓がバクバク言い出してレッドゾーンに突入しそうだった。

　ああ、それにしても、変へん態たい扱あつかいでも刺すような冷たい視線でもなく、ちゃんと不可抗力だった状況を理解してくれるなんて、聖せい母ぼもかくやという慈じ悲ひ深ぶかさだ。

　そうなると完全に役やく得とくというか、少し痛い思いをしたくらいは全然気にならないほどの超ちよう弩ど級きゆう幸運という気がしてきて、俺もう死ぬのかもしれない。

「ええと、それでチャラにしてもらえると助かる……」

「貸し一つよ」

　彼女は冗じよう談だんめかして言った。そして、赤い顔のままくすりと笑って、

「ええと、確か志し度ど君よね？　志度義よし弥や君、でしょ？」

　と訊きいた。

「え、俺おれの名前、覚えてたのか」

「それはそうよ。クラスメイトだもの」

「いやでも、ほとんど話もしてないし」

「それでも顔と名前くらいは覚えるわ」

「いやいやいや。転校してきて一週間も経たってないだろ。覚えきれねえよ、普通は」

「そうかしら？」

　ああ──、好感度は下がってしまったのかもしれないが、信じられないことに、俺は今、柚ゆ比び坂さかとごく自然に会話している！　神様、きっかけをくれてありがとう！

　今までの運の悪さは、きっと今日のこの幸運のためにあったに違いない。この人生最良の幸運に恵まれた今日という日を、俺はきっと生しよう涯がい忘れない！

「それより、どうして志し度ど君が……？　というより、ここはどこなのかしら？」

「え？」

　そういえば、すっかり舞い上がってしまっていたが、俺は家で真ま理り亜あとゲームをやっていたはず。

　それが、どうして柚比坂と？

　っていうか、真理亜は？

　目が見えない妹の姿を探して周囲を見回して、目に入ってきたのは神しん殿でんのような建物や見慣れぬ街並みと人々、遠くにそびえる壁、そして──空を舞うドラゴンの影。

　そんな光景の中、女の子にペンダントを手渡されて言われた言葉が、

「ゲームガルドへようこそ」

　だったわけだ。

　混乱する頭で、俺は必死にその言葉の意味を考えた。

　ようこそ？

　ゲームガルド？

「どういうことだ……？」

　呟つぶやいて、俺はとなりの柚比坂を見やった。

「私に訊きかれても困るわ」

　本当に困った顔で、柚比坂は言った。転校生がやってきたあとに不可思議な出来事が起こったとなれば、転校生が一枚嚙かんでいると相そう場ばが決まっているものだが……柚比坂の反応を見る限り、どうもそんなことはないらしい。

「だよな。っていうか、俺、妹と一緒にいたんだけど、見なかったか？　一二歳の、セミロングの子なんだが」

　柚比坂が困こん惑わく気味に首を横に振った。

　俺の問いには、柚比坂ではなく「ようこそ」と言った見知らぬ女の子の一人が、

「ご光こう臨りんなされたのは、あなた方お二人だけのようですわ」

　と答えた。

「ご光こう臨りんって……。俺おれ、ついにゲームのやり過ぎでおかしくなっちまったのかなあ」

　ぼやくように呟つぶやいて、握にぎらされたペンダントを見つめて、次に俺たちにようこそと話しかけてきた女の子二人を見やった。

　俺にペンダントを手渡して「ようこそ」と言った方の子は、鮮やかなピンク色の髪をふわふわなツインテールにし、ゴスロリチックなフリフリの服を着ていた。小柄……というか、背せ丈たけ的にも体型的にも、かなり幼く見える。真ま理り亜あと同じくらいの歳としだろうか。

　どういうわけか服の随ずい所しよに鎧よろいのような鉄片が縫ぬい付けてあり、特に膝ひざから下は服には似合わない無ぶ骨こつな鎧──まさに脚甲グリーブそのものだった。そして、服どころか可愛かわいらしい外見には似合わないほど凶悪なトゲトゲ付きの大きな鉄球に鎖くさりがつながった代しろ物ものを、愛らしい小さな手に持っていた。

　もう一人、柚ゆ比び坂さかにペンダントを手渡した子は、美しい銀髪をポニーテールにしており、胸と腰だけを隠したほぼ水着状態の格好の上に、ローブのような上着を羽は織おっていた。手にはゲームやアニメに出てくる魔法使いが持つような不ふ思し議ぎな形状の大きな杖つえを、もう一方の手にはパンのような食べ物を持ち、無表情にもぐもぐと口を動かしていた。こちらの子はすらりとした長身で、俺たちと同い年くらいに見える。

「ええと、そのペンダントは『言こと霊だまの首くび飾かざり』という名前のマジックアイテムですの。それに触れていると、ゲームガルドの──この世界の言葉を喋しやべったり読み書きできるようになるんですわ」












　ピンクのツインテールの子が言った。舌っ足らずであるにもかかわらず、口調は少し大人びていた。しかし、それが精一杯背伸びをしているように思えて、かえって幼く可愛かわいらしい印象だった。

「ちょっと待ってくれ。マジックアイテムって……。それに、『この世界』ってなんだよ。まるで俺おれたちが違う世界から来たみたいな──」

「（もぐもぐ）」

　銀髪の女の子が、口の中いっぱいに詰め込んだものを嚙かみながら、何か言いたそうに俺と柚ゆ比び坂さかを見つめた。

「え、ええと、何かしら？」

　柚比坂は困ったように首を傾かしげる。

「ティーナ、話ちかけようとする前に、まず口の中の物を吞のみ込むべきですわ。っていうか、喋しやべるのか食べるのかどっちかにするべきですわ」

　ティーナと呼ばれた銀髪の子は喋るより食べることを選んだらしく、無言で手に持ったパンをぱくりと囓かじった。ピンク髪の子は「まったくもー」と苦笑して、

「わたくちたちも異世界の方とお会いするのは初めてですけど、この世界の学生は全員がその首くび飾かざりを学院から持たされていて、出会った際にはお渡しして『ようこそ』と言うように教えられてまちたの」

「……」

　まるで、今までやっていたＲＰＧのような光景と人物たち。

　ゲームの中に入り込んでしまったような感覚だが、俺が今までやっていたゲームにはこんな女の子たちは登場していないし、ゲームガルドなんて名めい称しようも出てはこなかった。

　俺はぽんと手を打って、

「あ、なるほど、これは夢か。あはは、そりゃそうだよなー。でなきゃ、こんな可愛い女の子たちに囲まれる展開とか、あるわけねえし！」

　そう言った途と端たん、ピンクツインテールの子の頰ほおが「かあっ」と音が聞こえてきそうな勢いで真っ赤に染まった。

「そ、そ、そ、そんなっ、か、かかか可愛いなんてっ」

　おしゃまな照れを全身で体たい現げんしながら、ピンクツインテールの子はじゃらりと音を立ててトゲトゲ鉄球を持ち上げ、頭の上でぐるんぐるんと回転させ始めた。

「え」

　猛もう烈れつにイヤな予感がする。

「いやですわ──っ！」

　ぶん、と猛烈に勢いが付けられたトゲトゲ鉄球が、ピンクツインテールの子の小さな手から放たれた。

「ぎゃーっ！　やっぱりか──っ！」

　悲鳴を上げながら、俺は鉄球から逃れようと必死に真横へと跳んだ。

　が。

　運悪く鉄球には強烈な回転でもかかっていたらしい。まるで意思でも持っているかのように、鉄球は俺おれが避けた方へぐいっと曲がってきた。

　驚く暇ひまさえなく、全身を激しい衝しよう撃げきと痛みが駆け抜けていく。

　体中の骨が砕くだけるような嫌な音が聞こえた。

　──ああ、やっぱりか。そりゃあ、あの柚ゆ比び坂さかの胸に顔を埋うずめるなんてラッキーが起こってしまったら、そしてそれが許されたりしたら、死にでもしなきゃ釣り合い取れないよな、俺のリアルラック的に。

　吹っ飛ばされながらそんなことを思いつつ、薄れていく意識の中、俺は幼稚園の頃に死に別れた曾ひいお祖ば母あちゃんに再会した気がした。




　がばっと上体を起こして、俺は、

「ぷはあっ！　痛えっ！」

　と悲鳴に近い声を上げた。

　まず、血の気が引いた顔でホッとした様子の柚比坂が目に入った。

「志し度ど君、だ、大丈夫なの？」

「ごめんなさいごめんなさい、大丈夫ですかっ!?」

　次いで、心配そうな顔で、目に涙を浮かべて、ピンク髪の女の子が覗のぞき込んできた。

「いや、まあたぶん」

　可愛かわいい女の子たちのそんな顔を見れば、怒る気は急速にしぼんでしまった。特に柚比坂にこんなに心配してもらえるなんて、何度でも怪け我がをしたくなる。

「ええと、多少ならツッコミが激しいのもいいと思うんだが、鉄球は勘かん弁べんしてくれ……。危うく死ぬところだった」

「……死んでたわよ」

　柚比坂が青い顔のままで言った。

「は？」

「死んでいたわ、間違いなく。その、なんていうか……それはもう、どんなだったかを説明するのもちょっと許してほしいくらい無残に」

「でも、俺、こうして……」

　起こした自分の上半身を確認すると、制服はところどころ破れ、大量の血が白いワイシャツを真っ赤に染めていた。

「うわ、血が!?　……あれ、でもどこも痛くないぜ？」

　鉄球で砕かれたはずの骨も、鉄球のトゲで刺し貫かれたはずの皮ひ膚ふにも異常は見つからなかった。それどころか、地面にぶつかって痛んでいたはずの腰や背中からもすっかり痛みは消えている。

「魔法で生き返らせた」

　まるで落としたハンカチを拾いましたくらいの気軽さで、顔色一つ変えずに銀髪のティーナが言った。言って、またパン（二個目）を頰ほお張ばり始めた。

「ちょっと信じられないんだが……」

「本当よ。あれをこの目で見てしまったら、信じないわけにはいかないわ。ここが私たちの住んでいた世界ではない、って」

　確かに、自分の頭より大きい鉄の塊かたまり（トゲトゲ付き）をあの勢いでぶつけられて、ピンピンしていられるとは思えない。

　生き返ったとか言われても全然ピンとこない。だが、それでも今現在怪け我がもなく、それ以前に負っていた痛みまでが消えているという事実は揺るぎなく目の前にあるわけで。

　ってか、ティーナって子はさっきからずっと食べ続けてるけど、あの細い身体からだのどこに入ってるんだ。その胃袋も異世界仕様なのか？

　そう思ってちらりと見やったところ、恥ずかしげもなく露ろ出しゆつした可愛かわいらしいおへそが目に入ってしまい、その上に行けば柚ゆ比び坂さかほどではないにせよ、おそらく平均値を超えているであろうふくらみが造り出す谷間が目に入って、その、色々と困ってしまった。

「……帰れるのかしら」

　ぽつり、と柚比坂が呟つぶやいた。

「ま、なんとかなるんじゃないか？　根こん拠きよはないけど、来ちまったってことは、どういう形でか俺おれたちの世界とつながってるんだろうし」

　俺自身、不安はかなりあった。そして自分の運のなさを考えれば色々ヤバい気はしたが、なるべく明るい口調でそう言った。

「そうね……。まずは帰る方法を探さないと」

「だな」

「ええと、その、とにかく、お二人のお名前を伺うかがってもよろちいですか？　わたくちはシェリス・ラフローリアと申しますの」

　ピンク髪の子──シェリスに言われて、俺たちは名乗ってすらいなかったことにようやく気がついた。

「え？　あ、そうね、ごめんなさい。私は柚比坂杏あん奈なよ。貴女あなたたち風に言えば、アンナ・ユビサカかしら。杏奈が名前で、柚比坂が姓ね」

「俺は志し度ど義よし弥や。義弥が名前で志度が名字だ」

　シェリスは満面の笑みを浮かべて、

「はい！　アンナ様とヨシュア様ですわね！」

　と元気よく言った。

「いや、待ってくれ。ヨシュアじゃなくて、ヨシヤだ。ヨ・シ・ヤ」

「ヨ・シュ・ア」

「ちーがーうーっ！」

「ふええっ、ごめんなさいごめんなさい！」

　何度頑張って説明しても、シェリスだけでなくティーナまで正しく発音できなかった。

「なんで都合良く言葉が翻ほん訳やくされるのに、名前だけ伝わらないんだ、この首くび飾かざり」

「名前はその音自体が意味だもの、翻訳できるものではないのよ、きっと」

「なんか納得いかねえな」

「仕方ないわ。どの語ご圏けんにも発音しにくい音の組み合わせはあるものよ。日本人だってＬとＲの発音が苦手でしょう？　ニックネームだと思ったらどうかしら？　聖人やナザレのイエスご本人の名前だもの、素す敵てきな名前だと思うわ」

「完全に名前負けしてると思うけどな」

　照れて鼻の頭を搔かきながら、俺おれは言った。柚ゆ比び坂さかに素敵な名前とか言われれば、そりゃあ悪い気がするはずないわけで。

　そんな話をしているうちに、ティーナは二個目のパンを平らげて、

「私はティーナ・ディアボラ」

　と、素そっ気けなく自己紹介を終えて、パン（三個目）を取り出して食べ始めた。

「では、ヨシュア様とアンナ様、わたくちのお姉様が異世界からいらっしゃった方々に事情を説明したりする担当ですので、一緒に来て頂きたいんですの」

　柚比坂と顔を見合わせる。

　どうやら選択の余地はなさそうだ、ということで、すでに意見は一致していた。何しろ、俺たちは右も左もどころか、置かれている状況さえわかっていないのだから。





第二章▼　冒険の世界と救世主




　シェリスとティーナに案内されたのは、石造りの、西洋のお城や教会を思わせる様式の建物だった。広いだけでなく、天井が驚くほど高い。壁や柱には装そう飾しよく的な彫ちよう刻こくが施ほどこされ、大きな絵画がいくつも並んでいた。

　どの彫刻も絵画も、モンスターとの戦いや冒険をモチーフにしたものばかりだった。

「ここは、わたくちたちが通う学院ですの」

「これが学校なの……？　すごいわね」

「だな」

　豪ごう華かすぎる。その一言に尽きる気がした。

　学院という名の通り、俺たちと同じ年くらいの少年少女たちが行き交っていたが、その誰もがシェリスやティーナの様に杖つえや武器を腰から提さげたり背負ったり手に持ったりしているため、日本の高校とはずいぶん雰ふん囲い気きも違っていた。

「それにしても……、目の遣やり場ばに困る学校だな。夏のビーチか、ここは」

　思わず頭を搔きながら、宙に視線を彷徨さまよわせてぼやいた。

　学生と思おぼしき女の子たちは、みんなティーナが着ているような、申し訳程度に胸や腰を覆おおっただけの肌色率が高い服装だったのだ。しかも、剣やら斧おのやら盾やらを持った、いわゆる戦士系と思おぼしき面々まで。

　男子は普通の服の上に鎧よろいを着けているというのになあ。

　ただ、男子にしても、いわゆる騎き士し的な全身を覆おおう重じゆう装そう鎧よろいはまったく見かけなかった。布製の服の上から、胸や額、手足などを部分的に金属や革で補強している、といった趣おもむきだ。

　よくよく見れば、壁や天井を飾る戦いを描いた絵画や彫ちよう刻こくの女性たちも、揃そろいも揃って胸と腰だけのビキニ的な格好をしていた。

「何をしてますの？　こっちですわ」

　疑問に思ったことを訊きく間もないほど、シェリスは早足でスタスタと先を行く。

　ぴかぴかの大だい理り石せき（らしき建材）の床を早足で追いかけながらも、俺おれはあちこちに視線を向けることをやめられなかった。

「しかし、学校とは思えないよな。生徒の格好だけじゃなく……ってか、ドラゴンまでいるのか、この学校！」

　廊ろう下かの向こうから、牛のような角とトカゲのような顔、長い首と尻尾しつぽ、真っ赤な鱗うろこ、厳いかつい四本脚に鋭い爪つめ、コウモリのような翼を持った西洋風の体長五メートルはあろうかというドラゴンがのっしのっしと歩いてくる。

　それを見て、俺のテンションは急上昇していった。

　だってドラゴンだぜドラゴン！　いや、さっきも飛んでるの見たけど！

　そのドラゴンに、生徒たちは「教頭先生、こんにちは！」とかあいさつをしているのが聞こえてきた。

　すげえ！　ドラゴンが喋しやべってる！　しかも教頭先生って！　さすが異世界！

　生徒たちに野太い声で「こんにちは」と返したり談だん笑しようしたりして立ち止まったドラゴン先生を近くで見たい欲求が抑えきれずに、俺はフラフラと近づいていった。

　すげえ、ドラゴンすげえ、と夢中になってあと数歩で触れそうなところまできたとき、

「ん？」

　とドラゴン先生が振り返った。

　その拍ひよう子しにぶっとい尻尾も風を切って大きく揺れて、俺の胴どう体たいを直撃した。

「ぶごはあっ!?」

　クリーンヒットを食らって、俺の身体からだはいとも簡単に吹っ飛ばされ、ゴロゴロと転がって、壁際に置いてあった大きな壺つぼに頭をガン！　とぶつけてようやく止まった。

　痛え。っていうか、あまりの威い力りよくに息ができない。

「きゃーっ！　ヨシュア様、大丈夫ですの!?」

　血けつ相そうを変えて、シェリスが駆け寄ってきた。その後ろから、柚ゆ比び坂さかとティーナが、さらにその後ろからドラゴン先生や野や次じ馬うまの生徒たちがやってくる。

「すまんすまん。ドラゴンに後ろから近づくものではないぞ。誰か、彼に回復魔法を」

　ティーナが「（もぐもぐ）」とやりながら俺に歩み寄り、口の中のパン（四個目）を吞のみ込んで、杖つえを俺に向けて、

「水よ」

　と一言、簡かん潔けつに唱となえた。杖つえの先せん端たんが光を放ち、その光が周囲一帯を照らす。その光を浴びた俺おれの身体からだから、痛みが一瞬で消えてしまった。

「魔法すげえな……」

　生き返った、という事実だけを聞かされていた俺としては、今回の方が魔法というモノの存在を実感できた気がした。

「もう、志し度ど君、あんまり心配させないで」

「いやあ、悪い。先生も、すみません。どうにも俺、運が悪くて……」

「今のは運の善よし悪あしより、志度君の不注意だと思うわ」

　腰に両手を当てて、「めっ」とでも言い出しそうな柚ゆ比び坂さかの超可愛かわいい怒り方が、Ｍッ気はないはずなのにご褒ほう美びに感じるのはなぜだろうか。

　とはいえ、デレデレしてばかりもいられない。柚比坂の言う通りだ。

「……確かに。今後気をつけるよ」

「大だい惨さん事じにならなくて何よりだった。さあ、異世界より来られた方々、早く中庭に。学院長がお待ちだ。さ、諸しよ君くんらも、彼らと学院長のお話を邪じや魔ませんようにな」

　すでにあちこちに連絡が回っているのだろうか。ドラゴンの教頭先生はそう言い残して、他の生徒たちも連れて去って行った。

　立ち上がって、とにかく、

「すまん。ティーナ、ありがとう」

　お詫わびやらお礼を述べた。

「それにしても、なんでこんなところに壺つぼが？　見たところ美術品ってわけでもなさそうだが、もしかして実用品？」

　たった今、頭をぶつけた壺を見て首を傾かしげる。

「そんなわけはありませんわ。今は魔法技術の発達で施し設せつにも家庭にも水道が引かれていますもの。もう使われなくなってしまった古い道具ですわ」

「水道まであるのか。ライフライン的な部分ってどんな世界でも発想は一緒なのかなあ」

　そんなこんなあって、案内されて中庭へ。

　きちんと手入れされた西洋風庭園の中央には東あずま屋やのような建物があり、その屋根の下には石せき碑ひというか、大きな石板が地面に突き刺さっていた。

　そして、その石板には見たこともない文字が彫り込まれていた。

　だが、首くび飾かざりのおかげなのか、言葉同様に初めて見る文字も読むことができた。

『クエスト：聖なる短剣ダガーを見つけ出し入手せよ』

「なんだありゃ？」

　俺がシェリスに訊きくと、シェリスではなくその石板の陰から、

「これは『啓けい示じ板ばん』ですわ」

　と大人の女性の声が返ってきた。

　声の主は、長く癖くせのない髪の女性だった。その髪はシェリスと同じくピンク色をしている。髪の色だけでなく、顔立ちもどことなくシェリスと似ているように思えた。上品な微笑ほほえみを浮かべ、優しい雰ふん囲い気きに包まれている。

　歳としは二十代前半くらいだろうか。美少女のシェリスとはまた違った、大人びた魅力を持った美女だった。ただ唯一似ていない点は、柚ゆ比び坂さかと良い勝負であろう胸の大きさだった。今はぺったんこのシェリスも、将来的にはあのくらいまで育つのだろうか。

　そしてシェリスのようなゴスロリ調ドレスでもなく、ティーナのようなビキニ系でもなく、丈が長くゆったりしたワンピースのような衣服を着て、立派な槍やりを背負っていた。

「お姉様、こちらのお二人、異世界からいらっしゃったそうなんですの」

　パッと表情を明るくして、シェリスがその女性に言った。

「あらあら。シェリスさん、ここでは学院長と呼びなさいと言っているでしょう？」

　やんわりと諭さとして、学院長らしき女性は俺おれたちの側へ歩み寄ってきた。

「確かに、見たことのない服を着ていらっしゃいますのね。ようこそ、ゲームガルドへ」

　にっこりと笑って、学院長は優ゆう雅がに一礼した。

「わたくしは、この『イルダーマナ冒険者学院』の学院長を務めております、レオナ・ラフローリアと申します。あなた方をご案内いたしましたシェリスの姉ですわ」

「あ、ええと、どうも。志し度ど義よし弥や……じゃなくて、ヨシヤ・シドです。言いにくいっぽいので、ヨシュアでいいです」

「はじめまして、アンナ・ユビサカと申します」

　自己紹介を返した俺たちに、学院長は微笑んだままうなずいた。

「ええと、お若いんですね。学院長とか聞くと、年配の人を思い浮かべるんですけど」

「ええ、まあ、家柄もあって今は学院長を務めていますけど……でも、本当はこの職に就ける立場ではないのですよ。わたくしたちの世代は、誰も冒険でちゃんとした功こう績せきを残せませんでしたから」

　と自じ嘲ちよう気味に微笑んだ。

「そんなことはありませんわ！　お姉様たちは強い大型のモンスターをたくさん仕留めてきましたもの！　お姉様は間違いなく一流の竜騎き士しでしたわ！」

　声を荒らげたシェリスを、学院長は目で制した。

「そんなものは功績と呼ぶに値しないわ」

　学院長は自嘲気味に微笑んだ。

「とにかく、この世界について簡単にご説明いたしましょう」

　落ち着いた口調で、学院長は語り始めた。

「このゲームガルドという世界は、ここからも見える『檻おりの壁』という名の壁にぐるりと囲まれた大きな一つの街がすべてです。その壁の外には、壁を壊そうがよじ登ろうがドラゴンに乗って空を飛ぼうが、見えざる障しよう壁へきのようなものに阻はばまれて出ることはできません。

　そして、この不ふ思し議ぎな『啓けい示じ板ばん』が示す『クエスト』をクリアすることによって、壁が一定距離外側に向かって移動し、街に新たな未開の土地が加えられます。その土地を開かい拓たくしながら、新たな土地から新たな動植物や、鉱物、果ては凶暴なモンスターの爪つめや牙きば、皮や骨までも活用し、新たな魔法や技術を開発して、更新された『クエスト』のクリアを目指す、というサイクルを、この世界ではずっと繰り返して歴史を紡つむいできたのです。

　例外的に壁の外に存在しているのはたった一つの『塔』だけ。そして、その塔に最初にたどり着いた一団は、一人一つずつ願いを叶かなえてもらえる、と言い伝えられています」

「ちょっと待ってください」

　柚ゆ比び坂さかが少し焦あせった表情で、学院長の話を止めた。

「その塔に行くことができれば、願いを叶えてもらえる──つまり、私たちが元の世界に帰れるのだろう、ということはわかりました。でも、言い伝えだなんて、方法としては不確かすぎます。他に、私たちが帰る方法はないのでしょうか？」

　学院長は申し訳なさそうに首を横に振った。

「最後に異世界から人が来たという記録は何百年か前ですが、歴史上、異世界の方々が元の世界へ帰ったという記録は残っていません。異世界からいらっしゃった方々の末まつ裔えいを名乗る家柄もこの街にはたくさんありますから、この世界で一生を終えたのでしょう」

「そんな……」

　顔色が目に見えて悪くなった柚比坂に代わって、俺おれは、

「つまり、俺たちが帰るにはその塔に行くしかなくて、そのためには『クエスト』を解いて少しずつ街を広げていって、その塔を壁の内側に持ってくるしかない、ということか」

「はい、その通りです」

　帰れる確率が限りなく低い異世界に来てしまうなんて、どんだけ低いんだ俺のリアルラック。もはや世界の壁を越えるほどか。

　だが、弱音を吐いてもいられない。この不運に巻き込まれてしまったのは、俺だけではないのだから。

「柚比坂は、帰りたいんだよな」

「それはそうよ」

　不安げな顔で、黒髪を指でくるくるやりながら、柚比坂は答えた。

　だよな、俺だって帰りたいし。

　でも、自分のことはこの際、どっかに置いておく。目指す方向が一緒なんだから、ついででいい。幸い真ま理り亜あは巻き込まれなかったわけだし。

　俺がいなきゃ真理亜はゲームの続きが楽しめないし、心配させちゃってるだろうけど。もちろん、それも帰りたい理由だけど──、

　でも、それより何より、目の前で女の子が困っているなら、男としては奮ふん起きする以外にないだろ！

「じゃあ、やるしかないな。目指すべき場所と手段が見えているだけマシってもんだ。とにかく、そのクエストをなんとしても解いてやる。聖なるダガーを探せ、だっけ？」

「そうしてもらえると助かります。実は、お恥ずかしい話なのですが、あのクエストはもう一〇〇年も解かれていないのです」

「「一〇〇年!?」」

　驚いた俺おれと柚ゆ比び坂さかの声が重なった。

「ええ。異世界からあなたたちのような人がやってくるのは、クエストが行き詰まって停滞の時代に入ったときなのです。歴史上、以前に異世界からやって来た方々は、みんないくつもの難問を解いて街に発展をもたらす救世主となったと伝えられています」

　救世主、か──。

　なんて皮肉めいた称しよう号ごうだろう。この街にとっては新たな土地や発展をもたらした英えい雄ゆうかもしれないが、当人の「帰りたい」という希望は叶かなえられなかったはずなのだから。

　それにしても、なんなんだ、この世界。クエストとか、願いが叶う塔とか、異世界からやってくる救世主とか、ドラゴンとか、まるでゲームの世界じゃないか。そもそも、ゲームガルドという名前からして──。

「本当にごめんなさい。あなたたちがこの世界に来ることになったのも、わたくしたちがクエストを解くことができなかったからです。ですから、この街ではできる限りの便べん宜ぎを図らせてもらうつもりでいます」

「……でも、一〇〇年も見つからなかったものが、そんな簡単に見つけられるの……？」

　不安そうに柚比坂が言った。伏せた目を飾る長い睫まつ毛げが俺の視線を引きつけるし、憂うれいを帯びた声すら耳に心地良いけど、そんな顔しないで。

「簡単じゃなくてもやるしかない。絶対に二人で帰ろうぜ」

「……志し度ど君」

「まあ、根こん拠きよはないけど、こういうゲームっぽい展開ならなんとかなるかも。ええと、問題はどこをどう探すか、だ。それだけ長いこと見つかってないとなると……」

　考え始めた俺に、学院長は、

「では、クエストに挑むのであれば、これを」

　そう言いながら一冊の本を差し出した。革装そう丁ていの、教科書や文芸書サイズの書物だった。

「これ、なんです？」

　表紙には『冒険の書』と書いてある。セーブでも取れるっていうのか。

「冒険をする一団、パーティに一冊貸与される本です。要は活動記録帳であり、報告書も兼用しているものだと思ってください。もし他のパーティと合流するのであれば、そのときに返へん却きやくしてもらえれば構いませんので」

「はあ」

　書物を受け取りつつも、俺はクエストについて考え続けていた。

　ふと、シェリスの鉄球や装そう甲こう付きゴスロリドレスが目に入る。

　こんな武器だの防具だのを身に着けて、たくさんの人間が必死で探し回ったんだろうなあ、とその様子を想像してみたりしつつ、頭を捻ひねった。

「ふむ。……んー、こんな状況、ゲームじゃたまにあるよな……」

　くまなく探して見つからないということは、何かを見落としているか、あるいは──。

　しばし記憶をたどり、これまで見てきた色々なモノが結びついて。

　もしかしたら──。

「なあ、わかったかもしれない。聖なるダガーの在処ありか」

　一同の半はん信しん半はん疑ぎなまなざしが、俺おれに一斉に注がれた。

「まあ、ダメで元々さ。ちょっとついて来てくれ」




　学院長まで引き連れて俺がやってきたのは、学院の入り口にほど近い廊ろう下かだった。

「ずいぶん前にやったゲームで、ボスが封じられている何個かの柱を探すってのがあったんだ。ほとんどは飛べるようにならなきゃ行けないフィールド上だったり、ダンジョンの奥にあったりしたんだけど、一個だけどうしても見つからなくてさ」

「ええと、なんの話をしているのかしら。志し度ど君と同じ世界から来た私でさえも、ちょっとよくわからないわ」

　ぽかんとする一同を代表して、柚ゆ比び坂さかが戸と惑まどいながら言った。

「まあ、ゲームをやってるとそんな状況がちょくちょくあるって話だよ。何かを一定数倒すとか集めるってのはＲＰＧじゃお決まりのシナリオだからな。で、その最後の柱がどこにあったかっていうと、ある街の隅すみっこにひっそりあったわけさ！　まさかそんなとこにあるとは思わないだろ？」

「だから、全然話が見えないわ」

「まあまあ。なあ、シェリス。ゲームガルドには、モンスターがウヨウヨしてるダンジョンみたいなところ、あるんだよな？　みんな武器とか持ってるんだしさ」

「はい、もちろんですわ。街の中にそういうところはたくさんありますの」

「で、そういう場所は一〇〇年かけてしらみつぶしに探されてるわけだ。でも、啓けい示じ板ばんの文章には、ダガーを危険なモンスターの巣窟で見つけろとは書いてなかったよな？　なあ、ティーナ、そうだろ？」

　ティーナは口をもぐもぐと動かしたまま、こくりとうなずいた。

「クエストなんて銘めい打うたれると、きっと探し物は困難の先にあるだろう、と思うのは自然な流れだ。まして、新しく行けるようになったエリアがあるなら、普通はそこにあるもんだと思うよな。でも、一〇〇年も探して見つからないってことは、探し物はそこにはないって考えるべきだ。きっとまだ探してないところにある。この世界に関して言えば、危険な場所にないなら安全な場所を探すしかない」

「その理屈はわかる気がするけれど、どうしてここなの？」

「最初からずっと、すげえゲームみたいな世界だって思ってたんだよ。だとしたら、ゲーム的な考え方をしてみるべきかな、って思ったんだ」

「……つまり？」

「ゲームをやらないなら柚ゆ比び坂さかは知らないかもしれないけど、ＲＰＧには街のタンスや壺つぼの中からアイテムが出てくるっていうお約束があるんだよ。でも、タンスなんて日常生活で開け閉めするものなんだから、一〇〇年も見つからないとは思えない。でも」

　俺おれは中庭に向かうときに見た古い壺を指さした。

「すでに生活では使われなくなったものなら、人が触ることも滅めつ多たにない。過去の遺い物ぶつなら、街中にそうたくさんあるものでもないだろ。だとしたら、この壺はゲーマー的にはかなり怪しい。なあ、こういう壺って、街中にたくさんあるのか？」

「絶対かと訊きかれると困りますけれど、他で見た覚えはありませんわ」

「そっか、じゃあ、俺の運の悪さで外れるリスクも少なそうだな」

　シェリスが壺の中を覗のぞき込んだ。

「でも、ヨシュア様、壺の中には何もありませんわよ？」

「違うんだな。壺の中身を探すときには流りゆう儀ぎがある。こうするんだよ」

　言うなり、俺は壺を持ち上げ、迷いなく床に叩たたきつけた。

「ちょ……ッ!?　何を──」

　柚比坂が言い終わるよりも止めようとするよりも先に、壺が派手な音を立てて砕くだけ散る。

　と、壺の破片に紛れて、銀色に光る小さなダガーがカランと床に転がった。

「えっ!?」

　シェリスが口に手を当てて驚きの声を上げた。

「……！」

　これまでほとんど表情を変えなかったティーナさえも、口の中に物を詰め込んだまま、あまりのできごとに目を見開いていた。学院長はというと、俺の行動があまりに突とつ拍ぴよう子しもなかったせいか、完全に虚きよを突かれて言葉を失っていた。

　そんな中、俺は悠ゆう然ぜんと破片の中から銀色のダガーを拾い上げた。

「あの壺、二重底になってたみたいだな」

　それは鞘さやもない抜き身の状態の、刃の部分が波打つような独特の形状のダガーだった。

「ふうん。なんだろ、フランベルジュみたいなダガーだな」

　ダガーを眺ながめながらそう呟つぶやいた瞬間、窓から日差しよりも強い光が差し込んできた。

「な、何!?　この光……」

　柚比坂が驚きの声を上げた。

「クエストが解かれたら壁が動く」

「あっ！　そうですわ！」

　シェリスが窓に駆け寄り、ティーナもゆっくりとそれに続いた。

　窓の外へと目をやれば、遠くに見える壁全体が光を放っていた。

「本当に、クエストが解かれたのですね……！」

　感極まったように震えた声で言いながら、学院長も窓越しの光る壁に目を奪われていた。

　壁は光を放ったまま上の方から徐じよ々じよに分解していき、光る破片は規則正しく街の外側へと飛び去っていく。

「綺き麗れいですわ……」

　壁が織おりなす幻げん想そう的な光のショーにうっとりしながら、シェリスが呟つぶやいた。

　シェリスの言葉にティーナはうなずいて、窓の外の光景から俺おれへ顔を向けた。

「ヨシュア殿どのは、本当に救世主だった」

「ただのまぐれだよ」

　ティーナの真まっ直すぐな尊敬のまなざしが照れ臭くて、俺は顔を背そむけるように窓の外へと目を向ける。

　やがて完全に形を崩した光の壁は、遠くで再び同じように壁を形作り、そして徐じよ々じよに輝きを失ってただの石造りの壁へと変わっていった。

　学院の窓から見る限り、遠すぎるせいか、移動前とその光景は変わらない。

　しかし、確かに壁は動いたのだ。

「異世界だなあ……」

　柚ゆ比び坂さかにちょっとは良いところを見せるところができたかな、なんて思いつつ、俺はそう呟いた。
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　一〇〇年ぶりにクエスト解かれる、の報は瞬またたく間まに街中を駆け巡った。

　あれだけ派手に壁が光って動いたのだから、それは一目瞭りよう然ぜんだっただろう。

　もちろん、その吉きつ報ぽうの発生源である学院でもすぐに知れ渡り、学院長室に通されてからも、浮かれた学生たちの騒がしい声がひっきりなしに聞こえてきた。

　学院長は、『冒険の書』を俺の手から持っていって、まだ興こう奮ふん冷めやらぬのか、少し震える手で最初のページを俺に示した。そこには、

『火の月四六日／聖なるダガーを発見、入手してクエストをクリア』

　という文字が、啓けい示じ板ばんの文字と同じような書体で浮かび上がっていた。

「あれ、そんな文字、書いてなかったはず……」

「はい。この冒険の書は、基本的にはパーティのリーダーが日々の活動を記入するものですが、クエストをクリアした場合にだけ自動的にその旨むねが浮かび上がるのです。これを見て、どのパーティがクエストを解いたのか判別するのですわ。わたくしも実際に見るのは初めてですけれど。……ああ、まだドキドキが止まりませんわ」

「はあ」

　学院長は俺に冒険の書を返すと、何やら水晶玉をはめ込んだ木片を取り出して、その木片を耳元に持って行き、俺たちの世界の携帯電話を使うように話し始めた。

　そして会話を終えると木片をしまい、

「今、評ひよう議ぎ会かいへ報ほう奨しよう金きんの支払いを要よう請せいしておきました。ああ、この申請を実際にできる日が来るなんて！　今日はなんて良い日でしょう！　異世界からやって来たその日に一〇〇年を停滞させたクエストを解くなんて、ヨシュアさんはまさに救世主ですね！」

　学院長は、最初の落ち着いた物腰はどこへやら、テンション上がりっぱなしで言った。

「やめてください、大おお袈げ裟さですよ。それに、俺おれたち自身のためですから、別にお礼とかはいいです。あ、それと、このダガーはどうします？　お渡しした方がいいですか？」

「そんな、とんでもない！　ヨシュアさんの大手柄の証あかしですから、貴方あなたが持っているべきです！　それに、冒険中に手に入れた物は冒険者に所有権があります。この街でそれを売買するとなれば税金もかかりますが、持っているだけなら特に手続きも必要ありません」

「いいんですか？」

「もちろんです！　それがクエストを解いたヨシュアさんの権利です。報ほう奨しよう金きんとはまた別の、冒険の副産物だとでも思ってください」

「いや、たいしたことやってないし、報奨金とか逆に申し訳ないんですが」

「たいちたことなくはありませんわ！　一〇〇年ぶりの偉い業ぎようですのよ？」

「実感ねえなあ」

　思わず苦笑する。

「でも、本当にシェリスさんの言う通りなのですよ？　今頃、新種の動植物やモンスター、鉱物を欲しがっている研究機関や商会は大喜びで大忙しでしょうね。実は、ヨシュアさんが手にする報奨金は、税金と彼らが出した供きよう託たく金きんで成り立っているんですよ」

　ええと、つまり政府と企業が手を組んでクエストクリアを奨しよう励れいしている、みたいな感じなのか。俺たちの世界に置き換えると。

「平凡な住人としても、新しい技術や製品が開発されて暮らしが豊かになるのであれば大歓迎ですわ！」

「なるほど」

　いずれにしても、どのくらい街が広くなるのかはわからないが、一回でその塔まで到達できるということはないだろう。

　であるならば、俺たちは帰るための一歩をようやく踏み出したに過ぎない。たぶん、小さな小さな一歩を。

　学院長は「とにかく」と微笑ほほえんで、

「お二人は不慣れでしょうから、今夜は外に出ない方が良いでしょう。きっとお祭り騒ぎになりますし、異世界から来ていきなりクエストを解いた救世主がお出ましとなれば混乱も起きそうですから。ああ、きっと取材したがる記者もいるでしょうから、慣れるまでは遠えん慮りよするように各メディアには頼んでおきますね。そんなわけで、何人かメイドを付けて食事や寝具を用意させますから、不自由でしょうけれど今夜は学院に泊まってください」

「はあ」

　ふと返事をして、「お二人は」というところにビビッと心が反応した。

　泊まる!?　二人で!?　柚ゆ比び坂さかと!?

　さすがに同室ということはないにしても、こ、ここ、これは緊きん張ちようせざるを得ない……！

「それから、この街では少年少女は例外なくこの学院に通うことになっています。お二人の入学手続きもこちらで進めておきますね」

　話題を切り替えた学院長の声で、現実に引き戻された。

「全員？　冒険者の学院に、街の子ども全員が通ってるんですか？」

「そうです。この街では、子どもは全員この学院に通い、冒険者になります。まあ、必ずしも全員が危険な冒険の最前線に出るわけではないですけれど。そして、例外もありますが、二五歳くらいで引退して街で仕事に就くのです。年ねん齢れいにかかわらず、結婚を機に引退する人も多いようですが。引退後は、冒険者としての実績に応じて就しゆう職しよく先を探すのです」

「私たちの世界の学歴に相当するのが冒険の実績なのね」

「学歴社会ならぬ冒険歴社会、冒険者主義か。すると、評ひよう議ぎ会かいに入るような人たちは冒険者として大成功した人たちってことなのかな」

「優秀な人たちは、他にお姉様のように学院の教師になったり、街の治安を守る竜騎き士し団やダンジョンから魔物が出てこないように監視する警けい備び隊などに就職するのですわ」

「なんか、俺おれたちんとこの学歴社会以上にシビアかもな」

「でも、ヨシュア様はクエストを解いた実績ができましたから、もう安あん泰たいですわ。冒険者としての最大の実績はクエストを解くことですもの」

「そりゃ助かるが、ここで就職する歳としを迎える前に元いた世界に帰りたいと思ってるよ」

「そうね。私も、すぐにでも帰りたいわ」

「塔を目指すなら、冒険者としての知識と技術は身につけるべき」

　気ばかり急せいている柚ゆ比び坂さかをたしなめるように、ティーナが口いっぱいに頰ほお張ばっていたパン（すでに何個目か数えるのを放ほう棄きした）を吞のみ込んで言った。

「かもしれないわね。いつになるのかしら、帰れるのは」

　柚比坂は深いため息をついた。

　果たして、何日、何週間先になるのだろうか。下手をしたら、何ヶ月どころか何年、何十年先になってしまうかもしれない。

　そもそも、本当に帰れるのか。

　そういう不安はあったが、口にするべきではないと思った。今、そんな不安を口に出してしまったら、本当に帰れなくなってしまう気がしたから。

「とにかく、教室では落ち着かないかもしれませんけど、慣れない世界に来て疲れているでしょうから、今夜はゆっくり休んでくださいね」

　早く帰りたい。

　俺もそう思っているし、何より、柚比坂が帰りたがっているのなら力になりたい。

　気ばかり焦あせるが、しかし、しっかりと身体からだを休めることも必要なことだ、と学院長は言いたいのだろう。




　異世界にも夜は来るものらしい。

　地球と同じように日が沈み、月と星々が闇やみの中で光り己の存在感を誇こ示じしている。

　闇に包まれ、学生たちの気配が消えた学院は、日本の夜の学校とそう変わらない不気味さがあった。廊ろう下かにも教室にも壁に魔法で光るのだというランプが設置されていて明るさは充分なのだが、不気味じゃなくなるかというとそんなことはない。

　俺おれと柚ゆ比び坂さかにはそれぞれに教室──とはいっても、学院のエントランスや廊下と同様にとても豪ごう奢しやな造りだった──があてがわれ、その教室には何枚もの毛布やマット、着替えが用意された。

　食事は用意してくれると言っていたのだが、それを待つ間に暇ひまを持てあましてしまった。

　この時間で、真ま理り亜あの好きな魔法使いのレベルが一つくらい上げられるのに。

　学院長が用意してくれた簡素な服に着替えながら、思った。

　そう思うと、急に「帰りたい」という気持ちが、理屈抜きで急激に大きくなってきた。

　いきなりいなくなったりしたんだから、やっぱり心配してるだろうな……。

　それどころか、不可解な事態に怯おびえているかもしれない。

　……真理亜。

　早く帰って、真理亜を安心させてあげたい。両親だって、心配しているだろう。

　そして、また一緒にゲームをやりたい。

　いつものように。今まで通りに。

　──せめて、連絡だけでもできればいいのにな。

　ふと、愛用のスマートフォンはポケットに入っていたことを思い出した。

　幸い、帰宅して着替える暇もなくゲームを始める流れだったので、スマートフォンもポケットに入ったままだった。

　異世界にまで電波が来ているとは思えない。でも、もしかしたら。

　限りなくゼロに近い可能性を信じて、脱いだばかりの制服のズボンからスマートフォンを取り出して──俺は愕がく然ぜんとした。

　ちっとも幸いじゃねえ。

　液えき晶しよう画面全体に亀き裂れつが入っている。ボタンを押しても、ウンともスンとも言わない。

「あー、シェリスの鉄球を食らったときか……。ついてねえなあ」

　がっくりとうなだれる。

　まあ、どのみち日本の電波が入ったりする奇跡はなかっただろう。こんなもんだろ、俺の運は、と自分に言い聞かせた。

　その瞬間、コンコン、と教室のドアがノックされた。

　食事の用意をしてくれるというメイドさんが来たのだろうか。あるいは、柚比坂が不安を紛らわそうと話でもしにきたのだろうか。

　落ち込みかけていたテンションが一気に上向き始める。

　ゴクリ、と唾つばを飲み込んで、なるべく平へい静せいを装いつつ、

「どうぞ」

　と返事をした。

　ドアを開けて、柚ゆ比び坂さかが入ってくる。

　うわあ、期待した方の展開！　いきなり何か進展があるなんて虫のいい話はなかったとしても、好感度を稼かせぐくらいならできそうな気がする！

「ええと、何か──」

　しかし、言い終わる前に、胸ぐらを摑つかまれていた。

　え？

　ぐいっと顔が引っ張られる。お互いの吐息が触れそうな距離感に思わずドキッとした。至近距離で見る柚比坂の宝石のような瞳ひとみや、桜色の唇くちびるが鼓こ動どうを加速させる。

　が、いつ奪われたのか、首くび筋すじには聖なるダガーが突き付けられて、いつまでも見とれていられる状況ではなくなってしまっていた。

「騒がない、暴れない、質問されたこと以外喋しやべらない。おわかり？」

　その言葉は命令だった。もしくは強制。

　教室中の人気を一身に集め始めていた優等生とは思えないセリフだ。言葉から、優しさや朗ほがらかさが微み塵じんも感じられない。言葉遣いはさほど変わっていないというのに、口調は高圧的な女王様のそれだった。

　大きな猫のような目が、獲え物ものを睨にらむような視線を俺おれに向けている。












　え？　え──？

　誰？

　一瞬、本気でそう思った。

「あんたさあ、本当は日本に帰る気、ないわよね？」

「な、何を──」

「質問してるのはこっち。訊きかれたことにだけ答えなさい」

　ぴしゃりと言われてしまった。情けないことに、突きつけられたダガーの切っ先でちくりとつつかれただけで反射的に「すみません」と言ってしまっていた。

「どうせ帰ったって、退屈で眠たい日常が待っているだけだものね。現実逃避してゲームに逃げ込むだけの日々よりは、こっちの世界の方が刺激的でしょう？」

　突然のことすぎて、脳がついていかない。現実感がない。なんで俺おれは優しく朗ほがらかでみんなに大人気の、恋こい焦こがれる憧あこがれの人から刃物を突き付けられているんだ？

　それでも、間近で光る短剣の存在感に気け圧おされて、震える声で、

「そ、そんなことねえよ。帰りたいと思ってる」

　と答えた。

　が、柚ゆ比び坂さかは切れ長の目を細め、俺の言葉を鼻で笑った。

「ふん、どうだかわかったもんじゃないわね。ゲームが大好きってことは、こういう世界が大好きなんじゃないの？　ドラゴンを見ては大興こう奮ふんして、得意げにダガーの隠し場所を語って、そんな様子を見ていればわかるわよ。しかも、そんな世界で英えい雄ゆうサマ扱あつかいが約束されてるとなれば、さぞかし居心地が良いわよねえ」

「そりゃ、正直面白そうだとは思うけど……」

　ようやく、脳が少しはぶっ飛び気味の現実に追いつき始めた。

　つまり、何？　これが柚比坂の真の姿？　優しい優等生の姿は、猫を被かぶっていただけだとでも……？

　やめてくれ。超信じたくない。誰か、これは悪い夢だと言ってくれ。

　しかし、ときおりチクリと首くび筋すじに触れるダガーの切っ先が、俺の願いを嘲あざ笑わらうようにギラリとリアリティを誇こ示じしていた。

「ほら、やっぱり」

「いや待てって！　それでも、俺は帰りたい。帰る気でいる。帰らなくちゃならない」

「本当に？」

「当たり前だろ。ってか、なんでそんなことを気にするんだよ。最悪、俺なんか放ほうっておいて帰ればいいだろ……」

「それができるようならそうするわよ。でも、私たちがこの世界に連れてこられたのには、何者かの意い図とがある。そうは思わない？」

「何者かの意図……？」

「わかんないって、馬鹿なの？　世界が停滞したときに都合良く救世主が他の世界から喚よばれてくるなんて、誰かがコントロールしているとしか思えないじゃない。しかも、ここへ連れてこられる前に気味の悪い視線を感じたわ。あれは明らかに、私を観かん察さつしている感じだった。きっと、なんらかの基き準じゆんで選ばれてここへ連れてこられたのよ。私がそうなんだから、きっとあんたもね」

「な、なるほど……」

　あの視線、俺おれだけじゃなく柚ゆ比び坂さかも感じていたのか。

「なら、人選にも意味があると考えるべきよ。きっと今後もあんたの力が必要になるわ。ブレイクスルーを期待されているのなら、今日クエストとやらを解いたようにね」

「だから俺に真剣に取り組んでもらえないと困る、ってわけか」

「そうよ。あんたみたいなゲームオタクに頼らなきゃなんないなんて、不本意甚はなはだしいにもかかわらず、ね！」

　ゲームオタクで何が悪い。

「ってか、それはともかく、キャラ変わりすぎじゃねえか……？」

「黙んなさい。私はね、馬鹿みたいにゲームばっかやっているクズは大嫌いなのよ」

「……嫌いだったら豹ひよう変へんするのか」

「帰る気がない人のやる気に期待するほど馬鹿に見えて？　走る気がない馬には鞭むちが必要でしょう」

　うわあ、酷ひどい。支配しにかかってる！　絶対服従を強いられてる！

　っていうか、神様、さすがにこれはあんまりだ。運が悪いにもほどがある。こんなよくわからない世界に来る羽は目めになっても、柚比坂が一緒だってことにせめてもの希望を見み出いだしていたのに、肝心の相手が普段と一八〇度も違う本性を隠していて、しかも俺の純真な心を踏みにじりながら牙きばを剝むくなんて！

　ああ、光こう一いち郎ろう、せっかく応援するなんて言ってくれたのに、手伝ってもらうまでもなく俺の恋は終わってしまった。いや、始まりすらしなかった。

　俺は、深い深いため息をついた。

「……だったら、お前は俺に本性を見せるべきじゃなかったな」

「は？」

「一番のやる気を、お前自身が潰つぶしたって言ってるんだよ」

「どういう意味よ」

「言葉通りの意味だよ。さっきまでの俺なら、お前に一言『頑張って』と言われたら火の中だろうが水の中だろうが飛び込んだだろうさ。そのダガーを見つけたのだって、お前に良いところを見せようとない知恵を絞ったんだから」

「あら。もしかして、私のことが好きだったの？」

　くそ、この顔に言われると、それでもまだ少しドキドキしてしまう自分に無性に腹が立ってくる。

「認めたくないことにな」

「じゃあ、頑張ってもらえないかしら」

　冗じよう談だんのつもりなのか、柚ゆ比び坂さかは目一杯可愛かわいらしい口調で、それこそ一〇分前の俺おれなら萌もえ死んでしまうような声で言った。

「百年の恋も冷める、って言葉、知ってるか？　俺の純情を返せよチクショウ」

「勝手に幻げん想そうを押しつけて、勝手に幻げん滅めつして、返せなんて酷ひどい言いぐさね」

「いやいや、勝手にじゃないだろ！　本性を隠して愛あい想そを振りまいてたんだから！」

「勉強になってよかったじゃない。次は注意深く内面も見定めることね。上っ面だけ見て妄もう想そうを膨ふくらませるなんて愚ぐの骨こつ頂ちようよ」

「第一印象の影響力をなめんな！　世の中には一ひと目め惚ぼれって言葉もあるんだよ！」

「まあ、どっちにしても、ゲームしか取とり柄えのない人を私が好きになる可能性なんてゼロよ。ムダな努力をする前にわかってよかったでしょう？」

　どこまで追い打ちかける気だよ、この女は！　俺の純情のライフはもうとっくにゼロでズタボロだよ！

「悔しくて何か言い返したいけど、言葉が出ないって顔ね。悔しいなら、ゲームなんてくだらないものに逃げ込んでないで、もう少し努力をしたら？　あんなものは時間の無駄よ」

「うるせー。ってか、なんでそんなにゲームが嫌いなんだよ」

「……別に。好き嫌いに理由なんてないわ」

「と言うわりには、少し言い淀よどんだな」

「黙りなさい」

　首元のダガーがちくりと皮ひ膚ふを刺激する。

「待て！　ストップ！　それ以上はマジで刺さるって！」

「黙れ、と言ったの」

「……」

「よろしい。じゃあ、次の命令よ」

　柚比坂はダガーを手にしたまま、にっこりと笑った。

「あんたはこの世界でも、帰ってからも、このことを口外しない。──いいわね？」

　ぞくり、と背筋を寒気が走り抜けた。

　たぶん、刃物よりこの女本人の方が怖い。逆らわない方がいい、と本能的に感じるくらいには。

「わかったよ。お互い帰りたいなら、こっちの世界でケンカしたっていいことないし。帰れた後に誰かに喋しやべったって、どうせ信じてもらえないだろうしな」

　降参、という意思表示にホールドアップして、俺は言った。諦あきらめの境地に近い。

「馬鹿だと思っていたけれど、馬鹿なりに賢明なのね」

　罵ば倒とうしながら褒めるとか器用なことでいらっしゃる。

「じゃあ、携帯電話を貸しなさい」

「は？」

　柚ゆ比び坂さかはさっさと寄よ越こせ、と言いたげに手を差し出してきた。

「私のはカバンにしまってあったから、日本にあるの。もしかしたら、万が一、通話は無理でもメールくらいなら送れる可能性もあるでしょう？　こんな不ふ思し議ぎな世界では何が起こったって不思議はないんだから、一応試したいの。だから携帯を貸しなさい」

「考えることは同じか。でも、残念だったな。どうやらシェリスの鉄球を食らったときに壊れちまったよ」

　俺おれは液えき晶しように無残な亀き裂れつの入った携帯を出して見せた。

「本当に使えないクズね」

　柚比坂は大きなため息をついた。

「悪いが、運の悪さには自信がある」

　俺的に最大の不運は、一ひと目め惚ぼれした天使の裏の顔を知ってしまったことだけどな！

　と、そこへ、

「あ、こちらにいらっしゃいましたのね」

　と、手に大きなバスケットを抱えたメイドたちをゾロゾロと引き連れて、シェリスとティーナが開けっ放しになっていたドアから顔を出した。メイドさんたちは俺たちの世界でもお馴な染じみのエプロンドレスなのだが、全員が武器を腰に吊つったり背負ったりしていた。

「お食事を持って参りましたわ」

「ありがとう、ちょうどお腹なかがペコペコだって話していたのよ」

　瞬間的に、柚比坂は朗ほがらかに微笑ほほえんでそう言った。

　マジか、この女、コンマ何秒で綺き麗れいな方に切り替わりやがった。

　そして「ね？」と俺を見る。一瞬だけ、鋭い眼がん光こうで。「言ったら殺す」という意い図とを帯びた目をして。

「あ、ああ」

　俺は額に脂あぶら汗あせを浮かべながら、上ずった声で返事をした。

「そうそう、これ、見せてくれてありがとう」

　柚比坂は手の中でくるりとダガーを回し、刃を持って俺に柄つかを差し出した。

　おそるおそるダガーを受け取りながら、俺は──女って怖え、と心底思った。





　　　　＊






　夜風が気持ちいいし、街はお祭り騒ぎでみんな外に出て浮かれているから雰ふん囲い気きだけでも、と夕食は二階のテラスで取ることになった。メイドさんたちがどこからともなくテーブルや椅い子すを持ってきて、あっという間に食卓をスタンバイさせてしまう。

　かくして、真っ白いテーブルクロスの上には、シェリスの家が用意してくれた豪ごう華かな肉料理や魚料理と、ティーナがお祭り騒ぎの街にたくさん出ている露店から買い集めてきたというＢ級フードが所狭しと並べられた。

　肉や魚は、豪ごう快かいに串くし焼やきにするのがこの世界では主流であるらしい。また、クルミやナッツが入ったパンの他に、ピラフのようなご飯料理もあった。

　食べてみれば、どれもこれも美お味いしい。この世界では、どうやら香こう辛しん料りようを利かせたピリ辛の味付けが主流であるようだった。

「お姉様もご一緒にって誘いましたのに、忙しいからって断られてしまいましたわ」

「（もぐもぐ）」

「本当にティーナはなんでも美味しそうに食べるよな」

「というか、ティーナさんは一口が大きすぎじゃないかしら……？」

　そんな会話が飛び交いつつの食事がある程度進んだ頃、

「ところで、お二人にお訊ききちたいのですけれど」

　と、少し言いにくそうにモジモジしながら、シェリスは切り出した。

「もしかして、お二人は……その、夫婦とか婚約者とか恋人とか、そういう関係でいらっしゃいますの？」

「違う」

「違うわ」

　言い終わるのを待たずに、俺おれも柚ゆ比び坂さかも即座に否定した。

　綺き麗れいな方しか知らなかった頃なら、そんなことを言われただけで大照れだっただろう。だが、今は許してください、としか思えない。

「勘かん弁べんしてくれ。何をどう勘違いしたらそんなふうに見えるんだよ」

　と言った途と端たんに何か怖い視線を感じた気がしたので、

「か、彼女みたいな美人と俺が釣り合うわけないだろ」

　と慌あわてて言い添えた。

　それを聞いて、シェリスは、幼い顔を真っ赤にして、

「じゃ、じゃあっ！　ヨシュア様が、だ、誰とどうなっても、けけ、結婚ちてもっ、アンナ様的には問題ないんですのね!?」

　と詰め寄りそうな勢いで訊いた。

「え？　ええ。お友達として祝福するわ」

　友達だなんて毛ほども思っていないくせに、こういう模も範はん解答がノータイムで出てくるところが怖い。

「じゃ、じゃあ！」

　と、シェリスはさらに顔を赤くして、俺の方を向いた。

「よ、ヨシュア様、わ、わわ、わたくちと結婚してくださいませっ！」

「──は？」

　ぽかん、と口を開けて硬直。

　一瞬、マジで何を言っているのか理解できなかった。

「いやいや。いやいやいや！　なんでいきなりそんな話が飛び出してくるんだよ！」

「わたくちは真剣ですわ！」

「っつーかシェリス何歳だよ!?　俺おれを犯罪者にする気か！」

「一六歳ですわ！　もう立派にレディですわっ！」

「「え？」」

　俺と柚ゆ比び坂さかの声がきれいにハモった。

　同い年!?　マジで!?

「なんでそんなに驚くんですの？」

　キョトンとした顔で、シェリスが首を傾かしげた。

　正直、真ま理り亜あと同じくらいの歳としかと思ってた。一二歳くらいだと。

「それはその……おほほ」

　さすがの柚比坂も、咄とつ嗟さのフォローが出てこなかったらしい。

「幼女に見えるから」

　無表情のまま、身もフタもないド直球な言い方でティーナが言った。

「ちょ、ティーナ！　人が気にちてることをズケズケ言うんじゃありませんのっ！　わ、わたくちだって、将来はお姉様みたいにボン、キュ、ボン！　って、それはもうもの凄すごいことになる予定なのですわ！」

　ええと、確かに姉である学院長は柚比坂並みに凄いアレではあったけれども。

「ま、まあ、シェリスの年ねん齢れいはともかく、俺たちの世界じゃ、男は一八歳にならないと結婚はできない決まりだから、俺の年齢的に無理だ」

　シェリスはぷーっと頰ほおを膨ふくらませて、

「でも、ここはゲームガルドですの！　男女とも、一四歳になったら結婚が認められてますのよ！」

「いや、だから、俺たちは元の世界に帰るつもりでいるんだってば」

「この世界では、結婚ってこんなに気軽に申し込むものなの？」

　落ち着いた調子で、柚比坂がティーナに訊きいた。

　ティーナは食べていた串くし焼やきの肉を「（もぐもぐ）」と急いで飲み込んで、

「そんなわけはない。一生を左右する大きな決断だし、普通はきちんと冒険で結果を出して、就しゆう職しよくの目め処どがついてから結婚を決める人の方が多い。ほとんどの人は二〇を過ぎてから結婚する」

　淡たん々たんとそう答えた。

「そりゃそうだよなあ。さすがにその辺は俺たちの世界と大差ないか。シェリス、なんかよくわからんが、早まるな」

「わたくちは真剣ですわ！」

「いや、普通は会ったその日に言わないだろ、付き合ってくれとかならともかく」

　しかも、個人的には振られる以前のレアケースな失恋をしたばかりなので、できればそっとしておいて頂きたい。

「まあまあ」

　と、苦笑しながら柚ゆ比び坂さかはヒートアップしていたシェリスをなだめて、

「シェリスさんはどうして急に結婚なんて言い出したの？」

　と優しく訊きいた。

「それは……今の世の中は間違っていて、この手で変えなくてはいけないからですわ！」

「「はあ？」」

　綺き麗れいにハモって、俺おれと柚比坂は首を傾かしげた。

「冒険者主義なんて嫌いですのっ！　こんな世の中だから、お姉様は学院を卒業して以来、ずっと忙ちくてあんまり遊んでくれなかったんですわ！」

「ええと……すまん、シェリスが学院長を大好きなのはわかったが、なんでそれが結婚なんて話になるのかさっぱりわからん」

　柚比坂も「ええと……？」と困ったように首を捻ひねっている。

　すると、ティーナが俺を指さして、

「優良物件。クエストを解くのは、冒険で最大の功こう績せき」

「つまり、クエストを解いた志し度ど君の実績があれば、評ひよう議ぎ会かいとかの偉い人になれるから、社会の仕組みも変えられるかもしれない──ということかしら？」

　柚比坂の推すい論ろんに、シェリスは「その通りですわ！」と大きくうなずいた。

「おい。動どう機きと手段がバランス悪すぎるだろ」

　俺の言葉にティーナもうんうんとうなずいて、

「だいたい、ろくに育ってもいないくせに、私を差し置いて抜け駆けなんてサイズが三段階ほど足りていない」

　などと、谷間が露あらわな胸を張って、爆弾発言をかましてくださった。

　三段階……ごくり。

　柚比坂や学院長が比較基き準じゆんだと控えめだが、実はティーナの胸も標準を上回るかなり立派なものなのだと再確認して、そして柚比坂の凍りつきそうな冷たい視線に気がついて、俺は激しく動どう揺ようしながら色々誤ご魔ま化かすように「こほん」と一つ咳せきをした。

「いや、あのな、何ティーナまで俺を狙ねらってるみたいなことを言ってるんだ」

「優良物件だと言ったはず」

「つまり、志度君がモテているというより、クエストを解いた救世主様という立場がモテているのね」

　いちいちそんな確認すんなよ、わかってるんだから。

　おかしいと思ったよ。ああ、わかってたさ！　いくらゲームみたいな世界に来たからって、いきなりゲームみたいなモテモテ主人公になれるはずがないって！

　ああ──、なんだかちょっぴり切なくなってきた。

　しょんぼりとうなだれて、俺は料理をちびちびと口に運ぶのだった。
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　食事会もお開きになって、シェリスもティーナも帰って行った。

　俺おれも、宿泊場所としてあてがわれた教室に戻る。

　と、教室に入るなり、床でキラリと光っている何かが目に入った。

　屈かがみ込こんで確認すると、それは指先に乗るくらいの、小さな黒い板だった。

　拾い上げてみる。

　それは、俺にとっても馴な染じみ深い物だった。かつては俺も大いにお世話になり、そして今では使わなくなってしまった物。

　こっちの世界にはあるはずのない、俺たちの世界の──。

「なんでこんな物が……？」

　俺の物ではない。とすると──柚ゆ比び坂さかの？

　首を傾かしげる。確認するべきか、とも思ったが、こんな夜よ更ふけに訪ねていったりしたら何を言われるかわかったものじゃない。それに、色々ありすぎて疲れたのか、眠くてたまらない。

　まあ、明日でいいだろ。

　俺はそれをなくさないようハンカチに包んで枕まくら元もとに置き、あくびをしながら毛布にくるまって激動の一日を終えた。





第三章▼　パーティを組もうぜ




　朝。

　目が覚めて視界に飛び込んできた豪ごう奢しやな天井に、俺は本日最初のため息を漏らした。

　何もかも全部が夢だった、という一番穏おん便びんな展開は、どうやらないらしい。

　せめて、柚比坂の本性カミングアウトだけでも夢だったらよかったのに。

　とにもかくにも、顔を洗おうとして、どうやら老ろう朽きゆう化かしていた豪奢な蛇じや口ぐちが破は裂れつしてずぶ濡ぬれになる、という不運から一日は始まった。




　イルダーマナ冒険者学院も、学院というくらいなのだから、当然授業がある。

　俺と柚比坂は訳もわからないままにだだっ広い大教室的な講堂に連れてこられ、何百人という少年少女の前で、転校生ですらなく『異世界から来た救世主』だと紹介された。

　そしてペンとノートを与えられ、他の生徒たちからの好奇の注目にさらされながら、その講堂の最前列、教きよう壇だんの真ん前の席で授業を受けさせられることになった。

「さて、本来は、異世界から来たばかりでゲームガルドのことを何も知らないお二人のための基き礎そ的な講義のつもりだったのですが、受講希望者が凄すごい人数になってしまったので、急きゆう遽きよこんな大きな教室で講義をやることになってしまいました」

　俺おれたちの紹介を終えて、そのまま教きよう鞭べんを執った学院長が講堂中を見渡して言った。

　それにしても、右も左もわからない俺たちのために一般常識を教える授業ってことは、小学生レベルかそれ以下の内容だろうに、なんだってこんなに人が集まっているのだろうか。希望者がどうとか言っているからには、それぞれが自由意志で受講しているっぽいが、だとしたらなおさら理解できない。そんな授業、退屈じゃねえのかな……。

「始し祖そと呼ばれるわたくしたちの祖先がこの地に降り立ったとき、ゲームガルドはたったの数すう戸こしかない狭い世界だったと言われています。たぶん、この学院の中庭くらいだったのでしょう。そこで啓けい示じ板ばんの指示に従ってクエストを解いていき、気が遠くなるほどの時間と世代を重ねて街を広げ続けて現代に至っています。そして、クエストを一つ解くごとに、檻おりの壁の中に加えられた土地で、新しい動植物や鉱物、知識などを手に入れてわたくしたちは発展してきたのです」

　街が一つだけのこの世界は、技術や文化は俺たちの世界と色々違ってはいるものの、生活の水準はさほど変わらないらしい。原理はわからないが携帯電話のような物もあったし、上下水道も完備、学院の教室には空調も完備しているっぽい。学院長の言うこの世界の成り立ちが本当なら、たった数人からよくここまで発展させたものだと思う。

「さて、ではアンナさん」

　突然指名されて、俺のとなりで柚ゆ比び坂さかは、返事をしつつもビクッと身を強こわばらせた。

「始祖たちは、最初のいくつかのクエストを解くことで魔法の知識を手に入れたと言われています。その魔法における六つの元素、いわゆる属性は何か、わかりますか？　当てずっぽうでもなんでもいいですよ」

　一瞬、本当に一瞬、柚比坂の口元が面白くなさそうに歪ゆがんだ。わかるわけないだろう、とでも、心の中で悪態をついたのかもしれない。

「私たちの世界には魔法自体がないので……。元素と言われれば、私たちの世界では酸素とか水素とか百以上の種類がありますし、たぶん完全に別物なので見当もつきません」

「元素がそんなにある世界というのもすごいですね。逆にわたくしたちには想像がつきませんけど……では、ヨシュアさんは？」

　俺は少し考え込んで、

「四つでも五つでもなく、六つなんですね？」

　と聞き返した。そして学院長がうなずくのを確認して、

「だとしたら、地、水、火、風、光、闇やみかな」

　四つなら地水火風の四大元素。五つなら木火土金水の陰いん陽よう五ご行ぎよう。

　この辺は色々なゲームに登場するお約束の属性区分だ。

「正解です！　ええと、よくわかりましたね」

　学院長が困こん惑わく気味に言った。講堂全体にどよめきが満ちる。

「ええっ、昨日異世界から来たばっかりなのに、もうこっちのことを把は握あくしてんの？」「もしかして、救世主ってそういうのがピキーンってわかるんじゃね？　ほら、だから聖なるダガーもあっさり見つけちゃったんだろ」「さすが救世主だな……」「やっぱウチのパーティに来てほしいな」「いやいや、お前のところはすでに大おお所じよ帯たいだろ。俺おれんとこにこそ必要な人材だよ」

　近くの席の生徒たちの声が結構ハッキリと聞こえてくる。もうすっかり救世主かよ。悪い気はしないけど、くすぐったいというか、正直やりづらい。

　と、となりの柚ゆ比び坂さかにつつかれた。笑顔の彼女が示したノートには、不ふ機き嫌げんそうな字で『どうしてわかるのよ』と書いてあった。

　ああ──、女の子と授業中、こんなふうにこっそりやりとりするとか、本来なら夢のようなシチュエーションなはずなのに。

　無言で、自分のノートに『ゲームで良くある設定を言ってみただけ』と書いて示した。

　俺のノートをチラリと見た柚比坂は、これまでは髪の毛を巻き付けるだけだった手で、講義の内容を猛もう烈れつな勢いでノートに記録し始めた。

　どうやら、優等生のプライドに火が点ついてしまったらしい。

「さて、魔法の属性には地なら防ぼう御ぎよ力、水なら回復、というように副次的に司つかさどるものがいくつもあります。それらの力を引き出し、また『射程』や『時間延長』、『威い力りよく強化』、『範囲拡大』といった要素を魔力で補うことで魔法を組み立てて発現させるわけです。もちろん、要素の数が増えれば増えるほど構築の難なん易い度どは上がり、消しよう耗もうも激しくなります」

　講義は続いていく。

「次は戦士系の十八番、剣技や体術などのいわゆるスキルですが、これは魔法より歴史が浅いとはいえ多彩な発展を見せています。その細分化は各武器の種類の数のみならず、流派や時代によっても──」

　背後からの異様な注目に加えて、となりからの負けん気オーラまでもが俺に妙なプレッシャーを与えてくださって、たったの一時間だというのに疲れ切ってしまった。
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　ようやく講義が終わったと思ったら、深呼吸をする暇ひまもなしに俺と柚比坂は大勢の生徒たちに完全に包ほう囲いされてしまった。

　何ごとかと身構えると、

「救世主様、俺たちとパーティを組まないか？」

「いや、私たちと」

「うちのパーティ、鍛か冶じ屋やの卵のドワーフが二人いるんだよ。武器とか防具とか、結構まめにメンテしてもらえるぜ」

「それなら、こっちにはマジックアイテム作りが趣しゆ味みのエルフがいる。何かと便利だぜ」

「こっちにはドラゴンが三人いるわ！　ブレス攻撃の三連発とか、超頼もしいわよ！」

　などなど、要するにほとんどの生徒たちは、俺と柚比坂を冒険の仲間に誘うためにこの講義に出ていたらしい、とようやく理解した。勧かん誘ゆう目的じゃない場合は、異世界から来た人間を一目見ておこうくらいの気持ちか。

「ええと……」

　彼らのガツガツした勢いもさることながら、

「っていうか、みんな近い！　胸の谷間見せつけすぎ！　なんでこの世界はこんなに女子の肌色率が高いんだ!?　嬉うれしいけど、目の遣やり場ばに困るんだよ！」

　そっちの方が気になって勧誘どころではなかった。

　俺おれたちを取り囲む女の子たちがきゃあきゃあと胸元を隠したり、逆に面白がって挑発的な姿勢を取ってみたりし始めた。

　となりの柚ゆ比び坂さかが鉄壁の笑顔の裏側で軽けい蔑べつした顔をしているであろうことは容易に想像できた。でも、気にするなって方が無理だ。

「それは、鎧よろいの材料である魔法素材と、魔法を永続化するために必要な触しよく媒ばいがとても希少で高価だからだ」

　生徒たちの人ひと垣がきが自然と割れて、ドリルのようにくるくると巻いたプラチナブロンドの髪を揺らしながら、身体からだ全体を隠してしまえそうなほど大きい盾を持ち、腰から鉄製の殴おう打だ用武器であるメイスを提さげた女の子が威い風ふう堂どう々どうと歩いてきた。

　着ている鎧はやはり胸と腰だけを覆おおったビキニアーマーで、腰から脚にかけてのラインや胸のふくらみはとてつもなく女の子らしかったが、きりっとした顔つきや伸びた背筋、そして何より口調や態度がとても男らしくて凛り々りしかった。

「委員長だ……」

「うわ、『聖騎き士し』のリムル……」

　ヒソヒソと、彼女に対して畏い敬けいの視線が向けられる。この場にいる全員から、彼女が一目置かれているのは間違いなかった。少なくとも、彼女の登場で女の子たちのきゃあきゃあ騒ぐ声はピタリと止やんでしまった。

「高価すぎるゆえ、ふんだんに使うのが難しい、だからコストダウンのためにこのような形になってしまうというわけだ」

「でも、冒険に出るなら露ろ出しゆつした部分とか危ないんじゃねえのか？　危ないだろ」

「大昔ならいざ知らず、現代では防具はすべて永続化された障しよう壁へき防ぼう御ぎよの魔法が施ほどこされている。防御力という意味では鉄で全身を覆っているのと大差ない。まあ、全身をカバーするほどの魔法を永続化しようとするから高価になるんだがな」

「なるほど……」

「だったら、防具の下なり上に普通の服を着ればいいでしょう？」

　ずっと黙って聞いていた柚比坂が言った。

　柚比坂の提案は、実に理に適かなっているように思えた。目の保養的には少々残念だが。

　しかし、リムルと呼ばれていた大盾の彼女を始め、ビキニアーマーを着込んだ女の子たちは一様に微妙な顔をした。

「それはちょっと……」「超野や暮ぼったい」「ダサすぎるわよね」「ねー。ありえないわよ」

　あちこちから、そんな声が上がる。

「……異世界の感覚について行けないわ」

　予想外の反応に、柚ゆ比び坂さかが頭を抱えた。

「でも、男子は普通に服の上に鎧よろいを着けているじゃない」

　ビシッと適当な男子を指さして柚比坂が指摘すると、

「そりゃあ、男の露ろ出しゆつ度上げたって見苦しいだけだし」

「なんで女子だけそんな格好を……！」

　リムルはこほんと咳せき払ばらいを一つして、

「まあ、男女の差はともかく、魔法がかかっていない衣服は冒険ですぐダメになってしまう、というのがある。防具の障しよう壁へきだって万能じゃない。女の子としては、オシャレは常に心がけたいもの。なのに、気に入った服がすぐ破けてしまったら悲しいだろう？」

「わかるような、わからないような話ね……」

　なおも柚比坂は困こん惑わくしている。

「じゃあ、冒険に行くときに着替えるというのは？　何も授業を受けるのに鎧を着ている必要はないでしょう？」

「常在冒険、がこの学院で最初に叩たたき込まれる理念なのだ。冒険者たるもの、常に冒険のときと同じ緊きん張ちよう感を持て、と。それに、ダンジョンや危険なモンスターの生息域は厳げん重じゆうに警けい備びされているが、ごく稀まれに迷い出てくるモンスターもいる。街中が完全に安全というわけでもないのだ」

　常に冒険の心構えでいなくてはならないから常時武ぶ装そうで、武装中でもおしゃれに気を遣いたいから野暮ったいのはイヤ。うーん、筋が通っているようないないような。

「でも、シェリスは服着てるよな」

　何気なく言った俺おれの言葉に、女子たちの空気が凍りついた。そして、羨せん望ぼうのまなざしが、俺たちを囲む人ひと垣がきからかなり離れて、ティーナと大人しくしていたシェリスに向けられる。

「彼女のあの服は、全部高価な魔法素材だ。あれ一着でいったいいくらするのやら」

　リムルが言ったのを皮切りに、

「いいわよね、名家のお嬢じよう様さまって」「筋力ばっかりで、ご大層な鉄球も当たりゃしないくせにね」「ホント、着てるものだけは一人前以上なんだから」

　そんな声が、あちこちから聞こえてくる。

　輪の外で、シェリスがしゅんとなってうつむいたのが見えた。

　なんというか、事情はよくわからないが、面白くない。

　そんな俺の表情を見てか、リムルがまた咳払いをして、

「どうでもいい話が長くなった。本題に入ろう。私はリムル・アシュリーナ。救世主殿どのたちを冒険に誘いに来た」

「つまるところ、あんたの目的も他のみんなと同じってことか」

「いかにも。しかし、実力は違うつもりでいる。私が率いるパーティ『聖なる盾隊』は、現げん役えきの冒険者の中では最強であると自負している」

　自信に満ちたその言葉に、反論はどこからも出なかった。つまり、誰しもがその言葉を認めざるをえないほど、彼女のパーティの実力は確かなのだろう。

　でも。

　なんだろう、この、最強から差し伸べられた手を取るのに躊ちゆう躇ちよしてしまう感覚は。

「願ったりのお話じゃない？」

　柚ゆ比び坂さかが言った。

　確かに、一番実力が高いパーティと組むのがベストの選択に思える。思えるんだが。

　ちらり、と俺おれはシェリスとティーナを見やった。

　なぜ、結婚などとまで言い出した彼女たちは、この輪に加わらないのだろう。

「すでに知ち己きのようだが、あの二人と組むのはあまりお薦すすめしない」

　俺の視線を追うようにシェリスとティーナを見やって、リムルは言った。リムルが説明するまでもなく、周囲からヒソヒソとその理由が聞こえてくる。

「あの二人はなあ」「落ちこぼれっていうか、それを通り越して迷惑だから誰とも一緒に組んでもらえないのよね」「シェリスは力こそ桁けた外はずれにすごいけど、全然当たらないしな」「っていうか、なまじ力強い分タチが悪いわよ。あの背せ丈たけであんな物騒なトゲトゲ鉄球をブンブン振り回すんだから、こっちに当たりそうで怖いわ」「当たりそう、で済んでるだけいいんじゃないの？　ティーナなんか、敵も味方も巻き込んでしか魔法を撃てないのよ？」「なんか、体質的に手加減できないんだろ？　常時『威い力りよく強化』と『範囲拡大』の要素がてんこ盛りになった魔法しか使えないとか」「体質じゃ仕方ないけど、そのくせ攻撃魔法ばっか使いたがるしな」「いったいいくつの要素を組み込んだらあんな威力と範囲になるのかしらね。それを発現させられる魔力は凄すごい才能だけど」

「ってか、ティーナの親ってさ──」

「やめろ」

　親のことを言おうとした男子生徒の喉のど元もとに、いつ抜いたのか、リムルはメイスを突き付けていた。

「本人の実力はともかく、親は関係ない。つまらないことは言うな」

　すごまれた男子生徒が、無言でカクカクとうなずいた。

　リムルはメイスを腰に戻しつつ、

「とにかく、そういうわけだ。あの二人とでは、まともに冒険ができない」

　なるほど。俺はバン！　と叩たたくように机に両手をついて立ち上がり、人ひと垣がきを搔かき分けるようにしてシェリスとティーナに歩み寄った。

　この二人は、自分でわかっていたから、俺たちと「パーティを組もう」と言わなかったのだろう。帰りたい、という俺たちの足を引っ張らないように。

　それでも、この講義を受けに来たのは、果たしてなぜなのか。

　……考えるまでもない。

　理屈じゃない。ごく自然に、この心が思ったままに。

　俺おれはキョトンとする二人に手を差し出して、

「俺とパーティを組もうぜ」

　そう言っていた。

　講堂にまたしてもどよめきが満ちる。

　柚ゆ比び坂さかも、シェリスもティーナも驚きを隠せずにいる中、しかし、俺は何一つ後こう悔かいをしていなかった。

　だって、次の瞬間には、シェリスはもちろん、あまり感情を表に出さないティーナまでもが、涙まで浮かべて嬉うれしそうな顔をしてくれたのだから。





　　　　＊






　この学院では、学級クラスは職業クラスなのだという。戦士組とか魔法使い組とか。

　しかし、それが大きく影響するのは初等部までで、中等部や高等部ともなるとクラス単位の授業はほとんどなくなり、出欠席自由の授業ばかりになるのだそうだ。

　今朝の講義の出席率があんなに高かったこと自体が異例中の異例らしい。

　しかし、だからといって暇ひまになるというわけではなく、要するに「座学に出る出ないは生徒に一任するから、空いた時間でしっかり冒険してきなさい」ということなのだ。












　クエストは解けなくても、強大なモンスターの骨やら爪つめやら、栽さい培ばいが難しくて自生しているものを採取するしかない木の実などは魔法的な素材として重ちよう宝ほうされているのだという。そういうものを集めてくる冒険もまた、冒険者主義のこの世界では評価の対象になるのだそうだ。

　だが、俺おれと柚ゆ比び坂さかのために今日から新設された「救世主組」は──、

　この世界の一般教養、冒険の基き礎そ知識、モンスターや動植物についての知識、この世界の歴史、武器の扱あつかい方、魔法の理論と実践。

　などなど、初等部レベルの常識からスタートする必要があるとのことで、しばらくの間、午前中は学院長自ら行ってくれるという授業に出ることが義ぎ務むづけられてしまった。

　なんのことはない、俺と柚比坂だけ居残りをさせられるようなものである。

「で、どういうつもりなのかしら」

　講堂での授業を終えて、救世主組の教室で二人きりになった瞬間に、綺き麗れいな方の柚比坂は完全に姿を消してしまわれた。

　目が笑っていない笑顔が怖い。刺すような口調が怖い。発せられる黒いオーラが怖い。

　美人なのに。一目で恋に落ちるくらい美人なのに、全部台無しだ。

　しかし、まあ、ごもっともなお怒りだとは思う。

　何しろ、最強を捨てて最弱の札を取ったのだ。普通に考えれば、リムル率いる『聖なる盾隊』と一緒に冒険をするのが塔に到達する最短ルートに見える。

「んー、まあ、勘かん……かな」

　柚比坂から目を逸そらしつつ、鼻の頭を搔かいたりしながら、俺は言った。

「勘、ですって？」

　ああ、怒りゲージがぐんぐん上昇してるのが目に見えるようだ。

「いやその、一瞬シェリスが妹とダブって見えたっていうか……。なんていうか、うちの妹、一二歳でさ。シェリスってそのくらいの歳としに見えるだろ？」

「……。そういえば、この世界に来たとき、妹を知らないかって言ってたわね……」

　あれ？　若じやつ干かん、柚比坂の怒りオーラが揺らいだというか、弱まった気がした。

「まあ、確かにシェリスさんは可愛かわいらしいものね。でも、気持ちはわかるけれど、情にほだされて本物の妹さんに会えないのでは本ほん末まつ転てん倒とうでしょう？」

「そりゃそうだけど、俺、自分の判断が間違ってるとは思ってないぜ」

「あら、開き直るの？　そうよね、勘だってきっと経験に裏打ちされたものだものね。じゃあ、その根こん拠きよをきちんとわかるように説明してもらおうかしら？」

　にっこり。ああ、今となっては、この女には睨にらまれるより微笑ほほえまれる方が怖いかも。

「フラグがな、全部そっちに向かって立ってる気がするんだよ」

「フラグ？」

「おう。なんていうのかな、条件スイッチというか、仲間になる手順っていうか。確かに委員長は最強なのかもしれないけど、いきなり初対面で仲間になるって流れはゲーム的にはちょっと不自然なんだよ。まして最強キャラとなればなおさら」

「呆あきれた。本当になんでもゲームに当てはめて考えるのね」

「それで一回上う手まくいってるしな。それに、お前も言ってただろ。俺おれたちが選ばれたことには理由があるはずだ、って。その理屈で行くなら、俺が選ばれた理由なんてゲーム思考以外にないと思うんだ。あと、ついでに言えば、俺たちが選ばれたのに何か意い図とがあるんだとすれば、この世界に来て最初に出会ったのがあの二人ってことにも意図がある気がしないか？　ゲームに限らず、最初の出会いってのは意味があるもんだ」

「どれもこれも、最強を袖そでにするには根こん拠きよが弱いわね」

「基本的には勘かんだからな。でもさ、あの二人、聞いてる限りただの落ちこぼれじゃないだろ。バランスは悪いが、シェリスは力が、ティーナは魔力が、桁けた違ちがいっぽい」

「総合的に役に立たなければゴミと一緒よ」

「一点特化型はきちんと運用できれば大化けするぜ」

「できるの？　その運用」

「できるといいな」

　柚ゆ比び坂さかは俺の言葉に大きなため息をついたが、それでも、オーラが立ち上るほどの怒りだけは鞘さやに納めてくれたようだった。





第四章▼　日常ファンタジア




　組み立てほやほやのパーティ四人で、学食で昼食を食べ終えた昼下がり。

　生徒たちの多くはすでに冒険に出るなり帰るなりしてしまっている。朝一番の、大講堂での授業の盛況ぶりが噓うそのようだった。

　シェリスによれば、おそらくみんな冒険に出ているのだろう、とのことだった。昨日壁が移動し、新しい冒険のフィールドがお目見えしているのだ。未知のモンスターを狩ったり、役に立つ新種の植物や鉱物などを発見したりすれば一いち躍やく名を上げられるのだという。そのことで冒険者魂みたいなものが燃え上がっているのかもしれない。

　学食を出て歩きながら、そんな説明を聞いて、なるほどなあ、と思った。

「まあ、パーティを組んだとはいえ、俺たちが冒険に出られるのはもう少し先だろうなあ。俺も柚比坂も、超初心者だし、学院の授業で基き礎そを固めるのが先って感じだし」

　自分で選んでおきながらなんだが、仲間もそのままではクセが強すぎる尖った性能らしいし、ここは慎重にならざるを得ない。

「それでも、冒険の相談をパーティでできるようになっただけで大進歩ですわ！」

　パーティ、というところに力を込めて、目をキラキラさせながら、シェリスが言った。

「確かに。これで、ポンコツ二人で無む謀ぼうな冒険に出る必要もなくなった」

　杖つえを小脇にはさみ、学食で大量に買い込んだパンを詰め込んだ紙袋を右手に持って、ティーナが大きくうなずいた。

　っていうか、そんなことを考えてたのかよ。

「まあ、アレだ。俺おれはシェリスとティーナの実力をきっちり把は握あくしてるわけじゃないけど、無む茶ちやはやめような。そりゃあ俺たちは早く帰りたいが、そのために犠ぎ牲せいなんか出したくない。せっかくパーティを組んだんだし、いきなりメンバーか欠けるなんて事態はイヤすぎるしさ。そりゃあ、頼ってもらうには俺たちゃ初心者すぎて心こころ許もとないが」

　キャラが死ぬのを嫌っていたのは主に真ま理り亜あが嫌がるからだったが、こうして生身で知り合い、仲間になった以上、ますますパーティメンバーが死ぬなどあってはならないことだ。まあ、実際に死んだ俺が言うのもどうなんだ、って話だが。

　俺の言葉に、シェリスとティーナは顔を見合わせた。シェリスはもちろん、普段はあまり表情を顔に出さないティーナまで、嬉うれしそうに口元を綻ほころばせていた。

「……ヨシュア殿どの、やっぱり結婚して」

　ティーナが左腕を俺の腕に絡めてきた。不意打ち的に。

　プロポーズ的な発言のわりには、ティーナらしく抑よく揚ように欠けている。が、それでも、そんな言葉とスキンシップのコンボは、俺を動どう揺ようさせるには充分すぎる破壊力があった。

「は!?」

　いきなりで脈みやく絡らくがなさ過ぎる上に、腕に感じる女の子の体温にドキドキが加速して顔が熱くなっていって何がなんだかもう！

　あとそのビキニアーマーの素材なんなの？　魔法使いだから装そう甲こう薄いの？　やややや柔らかさとかがダイレクトにアレでふにょって！

「あっ！　ずるいですわ！」

　何を思ったのか、シェリスまでがガシッと俺の胴に抱きついてきた。

「ヨシュア様、結婚なら、ぜ、ぜ、ぜひわたくちと……！」

　そして、真っ赤になった顔で上目遣いに俺の反応を窺うかがっている。

　うわ、小っちゃくて超可愛かわいい。何この超絶強大な守ってあげたい感。いや、腕力は絶対シェリスの方が上だけど！

「あーもう！　お前らいい加減に俺を優良物件扱あつかいするのやめろっ！」

　そう叫んで、心を鬼にして二人を振りほどいた。

「本当にそれだけかしらね。とっくに状況は変わっていると思うけれど」

　醒さめた目で俺を一いち瞥べつして、柚ゆ比び坂さかが呟つぶやいた。

「は？　どういう意味だよ？」

「いいえ、別に。わからないのならいいわ」

　わかるかよ。まったく、女の子の考えることはさっぱりわからない。

　そして、しばしの沈黙が訪れた。

　あんなプロポーズまがい騒ぎのあとで、どんな顔をして何を言えばいいというのか。

　ただ、事態の発ほつ端たんであるティーナが、すでにいつものようにパンをパクついているのは納得がいかないというか、なんだったのさっきのアレは。

「と、とと、とにかくっ！　ヨシュア様に選んで頂けたからには、お役に立てるよう猛特訓して頑張りますからっ！」

　そんな空気を変えようとしたのか、すでに何度も聞いた決意の言葉を、飽きもせずにシェリスはまた口にした。

「その心意気はありがたいが、何度目だよ」

　苦笑が漏れる。そんなに嬉うれしかったのだろうか。

「気をつけた方がいいわ、シェリスさん。彼は貴女あなたが目当てでパーティに誘ったのかもしれないわよ？　妹みたいで可愛かわいいって言ってたから」

　含み笑いをしながら、柚ゆ比び坂さかが冗じよう談だんめかして言う。

「か、か、可愛いだなんてそんな……！」

「案外、さっきのプロポーズもまんざらじゃなかったかもしれないわね」

　シェリスがぼんっ、と顔を真っ赤に染めた。

　そして。

「いやちょっと待て言ったのは俺おれじゃな──」

　言い終わる前に、

「もー、いやですわ────っ！」












　案の定、トゲトゲ鉄球が飛んできた。

　避けようとした俺おれの足は何か果物の皮を踏んづけてズルッと滑り、つんのめって、またも運悪く鉄球の前にこの身をさらすこととなった。

　当たるじゃん。

　てか、俺の運のパラメータは落ちこぼれ以下なんだな、きっと。しかも、散々プロポーズみたいなこと言っておいてこれって酷ひどくねえ？

　そんなことを思いながら、薄れていく意識の中、俺はまた曾ひいお祖ば母あちゃんと再会した。




　生き返らせてもらって、俺は立ち上がって苦笑しながら頭を搔かいた。

「ごめんなさいごめんなさいっ」

　外見一二歳の女の子に泣きながら謝られたら、「いや、別にいいから」としか言えない。

「なぜ何度も当たる。シェリスの鉄球は動かない的まとにも滅めつ多たに当たらないのに」

　学食から出てからも、一人だけパンを手に昼食継けい続ぞく中のティーナが不ふ思し議ぎそうに言った。というか、ティーナのことだから、継続しているのは朝ご飯なのかもしれないけど。

「運が悪いからだろうなあ」

　諦あきらめ気味に言って、俺を死に至らしめた果物の皮を拾い、近くのゴミ箱に放ほうり込んだ。

「ティーナさんが居てくれてよかったわね」

　まったくだ。心底、柚ゆ比び坂さかの言葉には同意する。

「でも、私の魔法は燃ねん費ぴが悪い。一日に四回くらいしか使えないし、他の用事で使うこともある。それに、死んでから時間が経たちすぎていたり、頭とか内臓とか重要な部分が失われていても蘇そ生せいは失敗する。だから、いつでも生き返れると思われても困る」

「四回って、蘇生の魔法が？」

　ティーナは首を横に振った。

「どの魔法も全部込みで、一日四回くらい」

「ちなみに、平均的な同い年の魔法使いは何回くらい魔法を使えるんだ？」

「たぶん、一五回とか二〇回くらい」

　少なっ！　魔法が一日四回って、使える回数少なっ！

「でもでもっ、ティーナの魔法はその辺の魔法使いとは威い力りよくも範囲も桁けた違ちがいですわ！　それに、たった一言で素早く高度な蘇生魔法を使える人なんて、そうはいませんの！」

　うん、それが凄すごいのはわかるんだが、その、すこぶる尖ったでいらっしゃる。

「よかったわね、四回までなら死ねるわよ」

「他の用事がある日だったらどうすんだよ！　……っていうか、他の用事って？」

「アルバイト。医療機関で蘇生や回復の魔法を使うとお金をくれるから」

　ああ、その旺おう盛せいな食欲はそういう収入源によって支えられているのか。

「ってか、思ったんだけどさ、回数の少なさはともかく、高度な蘇生とか回復とかができるのに落ちこぼれっておかしくねえか？　メンバーに加えれば充分役に立つだろ」

　俺おれの言葉に、ティーナは、

「敵も巻き込んで回復させたり生き返らせたりしてしまうから」

　と、やはり表情を変えずに言った。

　あ。なるほど、それは確かに使いどころが難しいかもしれない……。せっかく倒した敵まで生き返ってしまうとか、追い込んだ敵ごと回復とか、かなり困る。

「そもそも、ティーナが回復や蘇そ生せいの魔法を覚えたのは、自分が攻撃魔法に巻き込んでボロボロにしてちまった味方を治すためですの」

　うわあ、それはなんていうか……。

「運用、できそう？」

　少し意地悪い目で、柚ゆ比び坂さかが訊きいてきた。

「……………………たぶん」

　ごめん、シェリス、ティーナ。俺、即答できなかった。




　俺たちはシェリスとティーナに学院の中を案内してもらいながら、中庭へとやってきた。

　中庭の中央に鎮ちん座ざましましている啓けい示じ板ばんは、

『クエスト：斧おのの広間にいる守護者を討とう伐ばつせよ』

　という文面に昨日の時点ですでに書き換わっていた。

　これは無理だよなあ。昨日、見た瞬間的にそう思った。今も、やっぱりそう思う。

　わかりやすいほど直球の、ボスを倒すクエストだ。

　個性の活いかし方を確立していないシェリスとティーナに、戦った経験なんか皆かい無むの俺と柚比坂というこのメンバーでは荷が重すぎる。

「バトル前提となると、こりゃ無理かもな」

　ゲーマーとしては、自分の手でやれないのはちょっと悔しいけど。

「……そうね」

　啓示板を見て呟つぶやいた俺に、柚比坂は同意した。しかし、うなずくまでに妙な間があった。もしかしたら、綺き麗れいな方の笑顔の下では全然納得していないのかもしれない。

「ごめんなさいごめんなさいっ。わたくちたちとパーティを組んだばっかりに……」

　シェリスが目に涙を浮かべてペコペコと謝り始め、ティーナも、

「確かに、申し訳ないと思う。ヨシュア殿どのとアンナ殿はリムルと組んでいれば、今頃はクエストを解く冒険に出られていた。初心者でも、リムルが一緒なら全然問題ない」

　と言い出した。

「あの委員長、そんなに強いのか」

「強い。というより、堅い。高等部では唯一、本来卒業後にしか就くことができない上級職の『聖騎き士し』にクラスチェンジしていて、あの大盾による鉄壁の防ぼう御ぎよスキルだけでなく高位の回復魔法まで使いこなす秀才」

「防御のエキスパートか……」

　確かに、それは惜しいことをしたかもしれない。こういう世界で、不慣れな俺おれたちを守ってくれる仲間は貴重だ。まあ、それでも選択を間違ったとは思ってないけど。

「詳しいのね」

「ティーナとリムルさんは、幼なじみなのですわ」

「幼なじみ、だった」

　ティーナは少し寂しそうに目を伏せて、またパンを食べ始めた。

　言われかけていた親の話といい、何やら色々ありそうだが、それについては話す気はないということだろうか。

「まあ、もう委員長のことはいいだろ。こっちも冒険に関してはど素人しろうとの初心者だからな。別に誰のせいってわけでもないさ」

「そうね。この手のクエストなら、きっと委員長さんたちがささっとクリアしてくれるわ。私たちはその次のことを考えましょ」

「ああ。別に、全部のクエストを俺たちの手でクリアする必要はないからな」

　そうは答えつつも、やはり柚ゆ比び坂さかの言葉が皮肉めいて聞こえてしまう。あとで相当強烈な嫌いや味みとか罵ば倒とうが待っているかもしれない。

「と、とにかく、他のところも案内しますわっ！　こっちですの！」

　微妙に沈みかけた雰ふん囲い気きを察して、努めて明るくシェリスが言った。

　ぐいぐいとシェリスに手を引っ張られて、中庭を後にする。

「向こうがエルフ科で、奥にドラゴン科がありますの。ドワーフ科は地下にありますわ」

「へえ、種族ごとに科が分かれてるのか」

　普通科とか農業科とか、そんなノリでエルフ科だのドラゴン科だの言っているらしい。まあ、戦士組だの魔法使い組だのと言われた時点でもう驚かないけどな。

　と、そんな話をしているところに、学院長がやってきた。

「ああ、よかった、まだ学院にいたのね」

「あ、お姉様……じゃなくて、学院長。何かご用ですの？」

「ええ。ヨシュアさんとアンナさんをこの住所まで案内してさしあげて。そろそろ報ほう酬しゆうの引き渡し準備が整うはずなの」

「いや、ですから、別に報酬なんて……」

「あら、でも、いつまでも学院で寝泊まりするわけにもいかないでしょう？」

「……は？」

　首を傾かしげた俺に、学院長はイタズラっぽく微笑ほほえんだ。

「そ、そ、そういうことでちたら、お姉様も息抜きをかねて一緒に……」

　ギュッと学院長の服を摑つかんで、シェリスが言った。

「シェリスさん、ここでは学院長だと言っているでしょう？」

「あ……はい、ごめんなさいですの……」

「わたくしは仕事があるから、案内をよろしく頼むわね？」

　学院長に頭を撫なでられつつやんわりと言われ、シェリスはしょんぼりとうつむいて、

「……はい、ですの」

　と返事をした。

　学院長も、もう少しシェリスに構ってあげられればいいのにな。





　　　　＊






「なあ、ドラゴンに乗ってみることってできないのかな」

　どうせ移動するなら、と俺おれは一つリクエストを出した。せっかく異世界に来たのだから、そのくらいの体験はしてみたい。

「では、タクシーを呼びますわ」

　こともなげにそう言って、シェリスは水晶玉がはめ込まれた木片──たぶん、こちらの世界の携帯電話──を取り出して、どこかに連絡を取り始めた。

「タクシーって……」

「有料の交通手段、という意味で翻ほん訳やくされたのね、きっと」

　そして待つことしばし、大きなカゴをぶら下げた真っ黒いドラゴンが俺たちの前に降り立って「ご用命、感謝する」と野太い声で言った。

　カゴは太い籐とうのような素材で編まれた見るからに頑がん丈じようそうな代しろ物もので、気球の下にくっついているゴンドラを連想させた。定員は五人か六人くらいだろうか。

「背中に直接乗れるのは、お姉様のような、きちんと訓くん練れんを積んだ『竜騎き士し』という上位クラスだけですの。でも、カゴに乗ってなら飛ぶことは可能ですわ」

　早速乗り込むと、ドラゴンが翼を羽ばたかせ始めた。翼によって巻き起こされる風が、カゴの中にまで入り込んでくる。俺たちが乗ったカゴを軽々と持って飛び立ったドラゴンは、あっという間に数十メートルの上空まで舞い上がった。

　あまりの風と揺れに、俺も柚ゆ比び坂さかもシェリスもカゴの縁ふちに摑つかまってようやく立っていられるほどだった。ティーナはと言えば、マントのように羽は織おったローブや銀髪のポニーテールが裏返るほどなびく風の中でも、表情一つ変えずにクルミ入りのクッキーの袋を開けて食べ始めていた。

「すげえな……！」

　いや、ティーナの食欲がじゃなくて、ドラゴンの舞い上がるスピードや迫力、そして眼下に広がる街の眺ながめが。

「ええ。まるで街がバウムクーヘンみたいね」

　なるほど、見下ろせば、街の全景は真円で、おそらくはクエストが解かれるたびに建築されていったのであろう街並みがいくつもの層になって見えた。

　その円の八分の一ほどは青い水をたたえた湖に、そのとなりの八分の一は整然と農地や牧場として整備されており、両方を合わせた四分の一の扇おうぎ形が切り取られているように見えて、それがますます街をケーキのように見せていた。

　そびえ立つ檻おりの壁の外側は、白い靄もやとも霧きりともつかないぼんやりした何かで覆おおわれていて、その中から唯一、遠くに見える塔だけが突き出ていた。

「ばうむくーへんってなんですの？」

　シェリスが首を傾かしげた。

「私たちの世界のケーキ──お菓子の名前よ。芯しんになる棒に生き地じをつけて焼いて、その上からまた生地をかけて焼いて、という工程を何度も繰り返すことで生地が年ねん輪りんのように何層にもなった独特の形状になるの」

「そんな食べ物があるんですの？　すごく美お味いしそうですわ！」

「ええ。しっとりしていて、甘くて美味しいのよ」

　なんとなくお菓子トーク的な流れに向かっている会話を聞いていて、ふと、

「詳しいな。まさか作れたり？」

　と訊きいてみる。

「そんな無む茶ちやを言われても困るわ」

　苦笑と一緒に、そんな答えが返ってきた。

「そっか。お菓子作りとか、お前なら余裕でできると思ったのに」

「ええとね？　そうじゃなくて、普通のショートケーキやブッシュ・ド・ノエルくらいなら作れるわ。自じ慢まんではないけれど、生クリームのデコレーションだってかなり綺き麗れいにできるわよ。でも、バウムクーヘンは普通のオーブンでは焼けないの。専用のオーブンが要るのよ。だから普通の家庭で簡単に作れるものではないの」

「あ、そうなんだ」

　やっぱり『特技：お菓子作り』とかなのか。それすらも猫かぶりの手段だとすれば、柚ゆ比び坂さか恐るべし、としか言いようがない。本性を知る前にそんな一面を見せられたら、そりゃもうますます深みにはまったに違いない。

「……（もぐもぐ）」

「ティーナ！　ですから、会話に混ざりたいなら、ものを食べる手を止めるべきですわ」

　ティーナは口の中のクッキーをごくりと吞のみ込んで、

「残念。違う世界の、この街そっくりなお菓子。是非食べてみたかった。作るのが難しいと言われたらなおさら」

　と、あまり残念さを感じさせないポーカーフェイスで呟つぶやいた。

「ティーナは食いしん坊ですものね」

　くすくすと笑いながらシェリスが言う。

「仕方ない。魔法を使うとお腹なかが空すく」

　言い終わると、またもやティーナはクッキーを凄すさまじい勢いで食べ始めた。

「バウムクーヘンは無理でも、材料と道具があれば何か作ってあげるわよ」

「本当ですの!?　すごく楽しみですわ！」

　食べながら、ティーナもうんうんとうなずいた。

「そんなに喜んでもらえるなら、作りがいもありそうね」

　柚ゆ比び坂さかがそう言った瞬間、強く吹いた風に煽あおられてカゴが揺れた。

「きゃっ」

　柚比坂が可愛かわいい悲鳴を上げてよろけ、俺おれの腕にすがりついた。

　女の子に手を摑つかまれる感触に、そして女の子らしい弱さが現れた表情に、思わずドキッとしてしまった。

　内面的なところでアレな柚比坂だが、外見的には俺の理想そのものなわけで。人間、外見より内面とわかっていても、やはり男としては、瞬間的にグッときたり守ってあげたくなったりしてしまう。

　さすがに今のはわざとでも狙ねらったのでもなかったのだろう、柚比坂はちょっと照れたような顔で、

「ご、ごめんなさいっ」

　と俺から手を放した。しかしまあ、ちょっと慌あわてた感じまでが驚くほど自然で、柚比坂の綺き麗れいな方の顔は上空数十メートルでの揺れにもびくともしない。

　そして、そんな様子をジッと見ていたティーナは急いで手にしていたクッキーの袋をローブの内ポケットかどこかにしまって、俺の方へとつつーっと寄ってきて、

「実は、高いところが怖い」

　と淡たん々たんと言いながら俺の腕にギュッとしがみついた。

「いや、それダウトだろ。平然とクッキー食ってたじゃねえか」

　というか、毎回毎回腕におっぱいを押しつけて煩ぼん悩のうをダイレクトに刺激するのは、大歓迎ではあるのだがやめて頂きたい。

「あっ、ティーナ、抜け駆けですわ！」

　シェリスまでが俺に近づこうとする。

　ふと、イヤな予感がした。柚比坂は少し離れたとはいえ俺の側にいるし、ティーナはしがみついてるし、シェリスまで来ようとしている。

　それって、カゴの重心が超偏ってねえ？

　さらにいえば、ドラゴンで空を飛ぶという響きにテンションが上がって失念していたのだが、俺は上空とかにはあんまり来ない方がよかったのではないだろうか。

　ほら、リアルラック低いし、何かあったら──。

　案の定、カゴが大きく揺れた。

「やばいっ、みんな、俺から離れろ……！」

　腕にしがみついていたティーナを、ほとんど突き飛ばすように振り払った。

　運悪く、その反動とカゴの揺れが一番大きくなった瞬間とが、驚くほどのコンビネーションで俺の体勢を崩しにかかってきた。よろめいた俺の腰はカゴの縁ふちにぶつかって、身体からだが縁を支点にぐるん、と一回転した。

　つまり、俺おれの身体からだは、カゴの外へと投げ出された。

「やっぱりこうなるのかよ──────────っ！」

　地表が近づくほどに、ドラゴンタクシーが遠ざかっていく。

　カゴの中から女の子たちが俺の名前を呼んだりしているのだろうが、風の音が大きすぎてよく聞こえなかった。ああ、これは死んだ。曾ひいお祖ば母あちゃんにまた会えるのかなあ。

　観念して目を閉じた途と端たん、力強すぎる何かに両腕をガッチリと摑つかまれた。

　痛い痛い！

　目を開けると、カゴを持っているのとは別の白いドラゴンが、しっかりと俺の両方の二の腕を前まえ肢あしで摑んでいた。

「こういう事態に備えて、タクシーは常にツーマンセルなのだ」

　ご丁てい寧ねいに、俺をキャッチしてくれたドラゴンが教えてくれた。

　さて、しかし──落ちて死んで魔法で生き返らせてもらうのと、目的地まで万力のようなドラゴンの前肢に摑まれて運ばれるのと、どちらがマシなのだろうか。

　いてて、爪つめ！　ナイフみたいな爪が食い込んでるってば！




　安全対策バッチリのドラゴンタクシーによって案内されたところは、昨日まで壁があった辺りなのだという。

　壁はすでに遠くへ移動してしまっているわけで、そのあまりの大きさから、ここからどのくらい離れているのか今ひとつ距離感が摑めない。

　この場所からも見える新たに街の版図に加えられた森では、魔法を駆く使しするエルフや魔法使い、屈強な人間やドワーフ、ドラゴンたちによって開かい墾こん作業が進められていた。

　斧おのを手にした戦士たちが力を溜ためた一撃で大木を切り倒し、倒れた巨木を剣士が目にも止まらぬ剣さばきで角材に変え、それらを縛ってまとめた束をドラゴンがぶら下げて飛行し運うん搬ぱんする。エルフや魔法使いたちが生い茂る雑草を炎の魔法で焼き払い、地面そのものを地の魔法でうねらせるように操って、岩や切り株を取り除き、平ならしていく。

　開墾されている広大な土地の遙はるか向こう側には砦とりでのような建物がすでにいくつも建っていて、パトロールに飛ぶドラゴンに跨またがった騎き士しの姿がいくつも見えた。

「……超人の群れか」

　その作業現場を目の当たりにして、俺も柚ゆ比び坂さかも開いた口が塞ふさがらなかった。

　たった一日で、しかも人力だけで、これほど開墾が進むものだろうか。

「現げん役えき時代に冒険で培ったスキルを駆使すれば、こんなものですわ。ベテランさんたち数人の手にかかれば、お屋敷の一軒くらいは半日で建ちますわよ。ほら」

　シェリスが指さした先には、大きな真新しい洋館があった。外から見ただけで、二〇や三〇の部屋があることは確実な大きさだ。

「重機も自動車も必要ない世界というワケね」

「住人の能力の方が圧倒的に上なら、そりゃ要らないわな」

　と、そんな話をしている俺おれたちの元に、その屋敷の前にいた白髪の交じったドワーフが歩み寄ってきた。背が低く樽たるのようにがっしりした体たい軀くと長い髭ひげは、ゲームに登場するドワーフそのものだった。

「おぬしらが異世界から来た救世主かね？」

「そうらしいです」

「ふむ。では、これを受け取りたまえ」

　ドワーフは俺に向かって、掌てのひらに載るくらいの水晶玉を差し出した。

「なんです？　これ」

　受け取りながら訊きく。

「何って、この屋敷の鍵かぎじゃよ。他にも、報ほう奨しよう金きんも屋敷の中に置いてある。目録もあるから、一応確認せい」

「え？　……え？」

「この屋敷が、学院長の言っていた報ほう酬しゆうの一部」

　ティーナが、すぐそこのお店で買ってくるなり食べはじめたドライフルーツを吞のみ込んで、そう説明した。

「そ、それはまた太っ腹な……」

「別に、ヨシュア様を特別扱あつかいしているわけではありませんわよ？　クエストを解いた報酬として、大通り沿いの一等地にこのくらいのお屋敷というのは普通だと思いますわ」

　その一言で、この街において『クエストを解く』ということがどれだけ重要視されているのか、ようやく理解できた気がした。

「そりゃ、住むところが確保できたと思えば助かるけど……。でも、これが鍵って……？」

「ヨシュア様たちの世界には鍵がありませんの？」

「いや、さすがにあるけど、全然違うものだな」

「なんだ、そんなことから説明せにゃならんのか。ほれ、屋敷のドアを見てみるがいい」

　ドアに歩み寄ると、ドアノブの下に小さな水晶玉がはめ込まれていた。

「ドアの方についておる水晶玉が錠じようじゃ。その錠に鍵の水晶玉をかざして少し集中すれば鍵をかけたり開けたりできる。水晶玉はとりあえずの鍵じゃから、あとでエルフの魔法商店街に行って好きなものを鍵に変えてもらえ」

「好きなものを鍵に変える？」

「鍵と言っても基本的には魔法じゃからな。ただ、鍵と錠は対になっておる。錠の方は絵でも彫ちよう刻こくでも構わんが、鍵と同じ形のものを用意しなければならん」

「へえ」

「普通は常に持ち歩くものを鍵に選ぶものですわ。戦士なら剣や盾とか。いつも身につける装そう飾しよく品を鍵にしている人も多いですわね。複数の人が合鍵を持つのでしたら、装飾品の方が無難かもですわ」

「なるほどなあ……」

「とりあえず入ればいい」

　ティーナに言われて、俺おれはうなずきながら水晶玉をかざして『開け』と念じてみた。すると、確かにドアを閉ざしていた何かがフッと消えた気がした。

「うわ、ホントだ！　何か開いたような感覚がある！　魔法すげえな！」

「大おお袈げ裟さね。私たちの世界でも、電子キーやスマートキーっていう似たようなものがあるじゃない」

「確かにそうだけどさ、スイッチとかじゃなくて集中ってのが魔法っぽいだろ？」

　ドアを開けて一歩足を踏み入れると、中は外観に引けを取らない豪ごう奢しやな内装が施ほどこされていた。床にはふかふかの絨じゆう毯たんが敷き詰められ、魔法の光が点ともったシャンデリアは言うに及ばず、階段の手すりにまで細かい彫ちよう刻こくが施されている。

　入ってすぐの、エントランスとでも言うべきスペースの壁際には武器や盾を保管する立派な棚が設置されていた。しかし、どちらかといえば長物や大型の武器の収納に主眼を置いているようで、俺のダガーがちょうど収まりそうなスペースは見当たらない。まあ、ダガーはサイズ的に邪じや魔まになる物でもないから、持ち歩いても問題はないけど。

　その棚の脇にはやはり立派な下げ駄た箱ばこがあり、その上には大きな麻あさ袋ぶくろに詰め込まれた金貨と、目録と思われる紙の束が無造作に置かれていた。

「最低限必要と思われる家具や典化製品、日用品は用意してあるからな」

「電化製品？　やっぱ電気で動くのか？　魔法で動くと思ってたんだけど」

「電気？　風の元素に属する電撃の魔法と何か関係がありますの？」

「へ？　違うのか？　俺たちの世界では、電気で色んな機械を動かしてるんだよ」

「はあ。よくわかりませんけど、さすが異世界ですわね」

　全然ピンと来ていない顔で、シェリスはうなずきつつ、

「ええと、典化製品の『典』は儀ぎ式しきという意味ですわ。冷蔵庫とか洗濯機とか、魔法の儀式を回路化して組み込んだ生活の必需品ですの」

「そういうこった。他のことも、詳しくは一緒にいる嬢ちゃんたちに聞いてくれ。ワシは他の建築にも取りかからなきゃいけないんでな」

　それだけ言って、ドワーフは忙しそうに去って行った。

「つまり、動力や原理が違うだけで電化製品そのものなのね。あるいは、この首くび飾かざりの翻ほん訳やく機能が無む理り矢や理り同じ音になるような変換をしている……ということかしら」

「かもな。親切なこった。……で、鍵かぎ、何にする？」

　俺に問われて、柚ゆ比び坂さかは不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「どうして私に訊きくの？」

「お前は今晩以降も学院で寝泊まりさせてもらうのか？」

「私に、ここに住めと言っているのかしら？」

「他にどういう解かい釈しやくが成り立つんだよ」

「まるでプロポーズみたいね」

「なんでそうなるんだよ！」

　笑顔で怖いこと言うんじゃねえ！

　それでも顔が赤くなっちまうのはそもそも恋愛沙ざ汰たに慣れてないからであって、まだ気持ちが残ってるとかじゃねえからなチクショウ！

「俺おれは別に手柄を独り占めする気はねえし、お互い住むところがないんだからこの際部屋数が多いここを使ったらいいだろ、って常識の範囲内で提案してるだけだっ」

「いくらこの世界の法では結婚できる年ねん齢れいだからって、いきなりプロポーズされても、私、困るわ」

「してねえっつってんだろ！　ってか聞けよ！」

「冗じよう談だんよ？」

「当たり前だ！」

「でも、一つ問題を感じるわね」

　柚ゆ比び坂さかは細く白い顎あごに人指し指を当てて、イタズラっぽく笑った。

「なんだよ、問題って」

　俺はお前の性格に大いに問題を感じる。

「ここに住むとなると、私の貞てい操そうが危ないということよ」

「……そりゃ俺がお前に襲いかかるかも、って意味か」

「他にどういう解かい釈しやくが成り立つのかしら？」

「ついさっき俺が投げかけた言葉をこんな局面でそのまま返すんじゃねえ！」

「あら、でも、これは冗談ではないわ。間違いが起こらないとは言い切れないもの」

「怖くてそんなことできるか！」

「あくまで一般論として、間違いが起こってはいけないと言っているだけよ」

　理屈の上ではわかる話なのだが、なんだか酷ひどく理り不ふ尽じんなことを言われている気がするのは誰のせいだろうな？

「ヨシュア殿どの」

　二人が言い争う中、ティーナが食べかけのドライフルーツを持った手を挙げた。

「二人きりが問題なら私も住む」

「あ、ティーナ、ずるいですわ！　そういうことなら、わたくちも！」

　唐突な提案に、俺も柚比坂も数秒フリーズした。

「でも、さすがにそれは親や家族が反対するんじゃないかしら？」

　俺たちの世界では当たり前なはずの柚比坂の指摘に、しかしティーナはふるふると首を横に振った。

「むしろ、こうした住居を冒険で手に入れたパーティが、そこを拠きよ点てんとして寝しん食しよくをともにすることは珍しくはない。……確か、リムルたちの聖なる盾隊もそういう拠点を借りていたはず。あのパーティは女の子だけだけど」

　ティーナの説明に、柚比坂は半ば呆あきれ顔で苦笑した。

「この世界は、本当に冒険が第一なのね」

「逆に、救世主であるヨシュア様やアンナ様とパーティを組むから、と言って反対する親がいるとは思えませんわ」

「まあ、この世界に不慣れな俺おれたちとしては、二人にいてもらった方が助かるけど」

「なんだか被害者候補が増えるだけな気がしなくもないわ」

「少しは信用しろよ。っていうか、じゃあ他にどうしろって言うんだ」

「志し度ど君が学院で寝泊まりするっていうのはどうかしら？」

「鬼か、お前は」

「もちろん冗じよう談だんよ。まあ、二人きりよりはだいぶマシでしょうね。でも、それぞれの寝室に鍵かぎを付けるくらいはした方がいいわね」

「では、さっそく引っ越しの準備を始めますわ！」

　こうして、ひょんなことから手に入ったこの世界での住み家は、いきなり賑にぎやかで華やかになることが決定したのだった。
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　シェリスとティーナが荷物を取りに帰っている間に、俺と柚ゆ比び坂さかは引っ越しを終えた。荷物などないので、単にどの部屋を使うのか決めただけなのだから、そりゃすぐ終わる。

　好みに合わせて模も様よう替えでもすればいいのかもしれないが、どうにもこの世界は装そう飾しよく過多というか、色々凝り過ぎの感があるので、気分で模様替えをできる感じでもない。

　そんなわけで、すぐに暇ひまを持てあまして、俺は自分の部屋を出た。何か手伝うことでもないだろうか、と柚比坂の部屋へ向かう。

　すると、半開きのドアの向こうから、

「え、ない……!?　そんな、どうして……!?」

　という、かなり切羽詰まったような声が聞こえてきた。

　何ごとか、とドアをノックしながら「どうかしたのか？」と覗のぞき込むと、柚比坂は制服のポケットというポケットを裏返す勢いで何かを探していた。

　そして、

「何よ」

　と、そんな柚比坂にキッと睨にらまれてしまった。

「いきなり黒い方全開かよ」

「うるさいわね。今忙しいのよ」

　いつになく、言葉も目つきも厳しい。

　と、そういえば、昨夜に拾ったモノがポケットに入ったままであることを思い出した。

「もしかして、お前が探してるのってこれか？」

　ポケットからハンカチを取り出し、そこに包まれていた小さな黒い板を見せた。

「それ……！　どうして……っ！」

「昨日の夜、寝る前に教室で拾ったんだよ。俺おれにダガーを突き付けたときにでも落としたんだろうな。すまん、すっかり忘れてたわ」

「か、返しなさいっ！」

　血けつ相そうを変えて、柚ゆ比び坂さかが俺に詰め寄ってくる。

「おう」

　その柚比坂の手に、俺は素直にそれを手渡した。

　一転、柚比坂が変な顔をする。

「なんでこんなにあっさり返してくれるのよ？」

「なんでって、疑う余地なくお前の物だからだろ。俺に心当たりがなかったら、そんなもん、お前以外に持ち主なんかいるはずないじゃねえか。この世界の物じゃないんだから」

「でも、これがなんなのか、あんたならわかるはずでしょ」

「ああ。メモリーカードだよな。一世代前の携帯ゲーム機専用のヤツだろ」

　昨夜、灯あかりを反射していたのは、差し込みの端たん子し部分だ。ここだけは、金属が剝むき出しになっている。

「それがわかっていながら、何も聞かずにあっさり返すってどういうこと!?」

「なんで拾ったモノを持ち主に返して文句言われるんだよ。優等生だろうが猫っかぶりの達人だろうが、ゲーマー嫌いだろうが、そりゃゲームくらいするだろ」

「皮肉にしか聞こえないわよ」

「皮肉だからな」

　また睨にらまれる。

　怖い怖い、と俺は肩をすくめた。

「昨日も言ったが、俺は別にお前とケンカする気なんかねえんだよ。色々思うところはあるけど、この際、帰ることが最優先だし、そのためには協力した方がいいに決まってるし。だから、お前の主義主張にケチを付ける気も、やり込めてやろうとかって気もないの」

　まあ、騙だまされてたことは若じやつ干かん根に持ってるけどな！

「それに、その中に入ってるゲームのセーブデータは費やした時間と労力の結晶じゃねえか。なくしたら困るのは当たり前だ。ゲーマーとしてそれを知ってる以上、取引材料に使おうなんてこれっぽっちも思わねえよ」

「……」

「手伝うこともなさそうだから戻るわ。じゃあ、ちゃんと返したからな？　あと、そんな小さくてデリケートなモノを裸で持ってるのは感心しないぜ。こっちの世界で言っても仕方ないが、専用のケースくらい買えよ。そんなに高いもんじゃないんだからさ」

　それだけ言って戻ろうと背中を向けたその瞬間、服の裾すそを摑つかまれた。

「ま……待ちなさいよ」

「何」

　振り返ると、柚ゆ比び坂さかは少し紅こう潮ちようしながらもふくれっ面で目を逸そらした。

「入りなさい」

「は？」

「お礼くらい言わせろって言ってるのよ！」

　なんでお礼を言うのに上から命令なんだ。

「早く！」

「はいはい」

　部屋に連れ込まれて、ソファに座らされる。女の子の部屋に招かれたというのに、この居心地の悪さはなんだろう。

　柚比坂は俺おれの真向かいに座って、髪を指でくるくるやりながら、長い沈黙の後、

「………………ありがとう」

　と小さい声で言った。

「お、おう」

　なんだ、そのしおらしい態度。黒柚比坂とのあまりの落差に妙に照れてしまって、俺は耐えきれずに目を逸らした。

　また、沈黙が訪れる。

　素直にお礼なんかを言われてしまったものだから、困こん惑わくしてしまっていた。

　くそ、なんで俺は柚比坂の拗すねたような顔にドキドキしてるんだ。

　柚比坂は照れのせいか桜色に染まった顔のまま、うつむきながら、

「このメモリーカードは、私の両親の形見なの」

　と、ためらいがちに言った。

「形見……？」

「ええ。もっとも、本当の形見はゲーム機本体なんだけれど、一台は──妹の本体は壊れてしまったから」

「ええと、話が見えないんだが。っていうか、なんでそんな話を俺にするんだ」

「あいつゲーム嫌いとか言っておいて実は隠れてゲームやってる、なんて思われるのが癪しやくだから仕方なく話してあげるのよ！」

「別にそんなふうに思わねえって言ってるだろ」

「いいから黙って聞きなさい！」

「はい」

　切れるなよ、と思いつつも、反射的に返事をしてしまっていた。またダガーを奪われて突き付けられても困る。

「私には妹がいるの。ちょっと歳としが離れていて、まだ小学三年生だけれど。そして、今私たちを育ててくれている養父母は遠とお縁えんの親しん戚せきよ」

　言われた通り、俺は黙ってうなずき、話の先を促した。

「まあ、だからって別に悲劇のヒロインぶる気はないわ。養父母は裕ゆう福ふくだし、とてもいい人たちで真剣に私たち姉妹のことを考えてくれているもの。少し厳格すぎるところはあるけれど、ね。今どきゲームは週三回三〇分だけ、なんて厳しすぎると思わない？」

「そりゃ厳しいな」

　ＲＰＧどころか、アクションとかでも最後まで行けないだろ、それじゃあ。某狩りゲーも、場合によってはひと狩りが終わらないかもしれない。

「でしょ。そこにね、少し不安を感じてしまうのよ。期待に応こたえられなかったら見放されてしまうんじゃないか、って。もちろん、そんなことはないとわかっているけれど、それでも……ね。だから、予習復習も日々のトレーニングも欠かさずに非の打ち所のない優等生もやってる。万が一、見放されたら妹も困るもの。だから、自じ慢まんの娘にならなければいけないの。でも、幼い妹はまだそこまで割り切れないわよね。いい人たちだとわかっていても、少し気の弱い妹は、まだ厳しい養父母にあまり馴な染じめていないのよ」

「それがお前が優等生を演じてる理由で、帰りたい理由か」

「ええ、そうよ。妹が心配なの。そんな私たち姉妹にとって、一緒に両親の形見のゲーム機で遊ぶ時間は何より楽しみな時間なのよ」

　なるほど──。

　メモリーカードだけを持っていたのは、本体やソフトを妹とシェアしていたからか。厳しい養父母は、壊れたからといって新しいゲーム機を買うことを許さなかったのだろう。

「ん？　じゃあ、もしかしてお前のゲーマー嫌いって、単に時間とか環境を気にせず長々とプレイしてるヤツらが羨うらやましい許せない、ってことか？」

「ちっ、違うわよ！　本来やるべきこともやらないで遊びにうつつを抜かす生き方が気に入らないだけよっ！」

　途と端たんに声を荒らげて、柚ゆ比び坂さかは必死な感じで言った。なんというか、照れ隠し的にムキになった感じが柚比坂っぽくなくて妙に微笑ほほえましい。

　こりゃ図星だったか。

「なんていうか、お前、本性は思った以上に残念なのな……」

「うるさい黙りなさい」

　優等生を演じている反動か、だいぶ本性が黒い感じにはなっているが、もっと根っこの部分では悪い奴やつではないのかもしれない。

「しかし、メモリーカードを肌身離さず持ってるとか、可愛いところあるじゃねえか」

「うっ、うるさいわね！」

　つーんと柚比坂はそっぽを向いた。

「とにかく、だから私は何がなんでも帰らなきゃいけないのよ！」

「今だって、瑠る加かは……妹は、私のことを心配してるかもしれないもの！　寂しがって泣いてるかもしれないもの！　だから！」

　柚比坂の切れ長の目の端で、浮かんだ涙が宝石のように光っていた。

　ガシッと、心を鷲わしづかみにされたような気がした。

　内面がアレだと知っていてもなお、女の涙ってヤツは、男に対して絶大な破壊力を発揮するものらしい。

　それに、これは──妹を案じる柚ゆ比び坂さかの態度は、さすがに演技ではないだろう。

「だから、帰るための手段を他人任せにしようなんて、そんなことじゃ困るのよ……！」

　涙を浮かべた目で、柚比坂が俺おれを睨にらむ。

　複雑な気分だ。正直、裏切られたという思いはあるし、この女の裏表がありすぎるところとか、俺を見下してるところとかには大いに腹が立つ。

　でも、だからって困り果てて涙目になっている女の子を突き放すなんて、ちょっとできそうにない。

「なあ、柚比坂。前にも言ったけどな、俺だって真剣に帰りたいと思ってるんだぜ。ずっと楽しみにしてたゲームがもうすぐ発売だからな」

「はあ？　この期に及んで、まだゲームって……！」

　柚比坂が心底呆あきれ果てた顔をする。

「俺だけじゃないんだ。そのゲームを楽しみにしてるのは」

「え？」

「真ま理り亜あが──妹がな、すげえ好きなシリーズで、もうずいぶん前から、新作の発売が決まった頃からずっと楽しみにしてたんだよ」

「だったら、きっとあんたが買わなくてもその妹が買うわよ」

「買っただけじゃダメなんだ。妹は、目が見えないから」

「え──」

　一瞬、柚比坂がたじろいだ。

「小さい頃に交通事故に遭ったんだ。怪け我がはほとんどなかったが、頭を強く打ったらしくてな。それ以来、目が見えなくなった」

「……」

「もともとファンタジックなお話が好きだったけど、目が見えなくなってからも熱は冷めなくてなあ。当然その手のゲームにも興味を持った。でも、自分じゃできないから、俺が一緒にやりながら解説してるんだ」

「そ、そう。──そうなの」

「ああ。やるべきことがある、だから、帰りたい。それが俺の本気の理由だ。だから、俺は俺で真剣にやるつもり満々なんだよ。それだけは信じてくれ」

「……そうね。まあ少しは信じてあげるわ」

　柚比坂はうつむいて、目元の涙を指で拭ぬぐった。

「だったら、今回のクエストは他のパーティに任せる、なんて態度はなんとかしなさい」

　それまでの激情をしまい込んで、柚比坂はクールな綺き麗れいじゃない方の顔で言った。

「簡単に言うなよ。精神論だけじゃどうにもならないことの方が多いんだぜ」

「ゲームは得意なんでしょう？　なんとかして見せなさい。特化型は運用次第で大化けする、なんて大おお見み得えを切ったのはどこの誰だったかしら？」

「確かにな、その運用については善ぜん処しよするよ。でも、俺おれたちの目的は塔にたどり着くことだ。クエストを解くことは手段でしかない。そこは履き違えるべきじゃないぜ」

「わかってるわよ。でも、自分の運命を他人の手にゆだねるようなやり方は好みじゃないわ。今後、その手段を迅じん速そくにこなすためにも、挑戦して経験は積んでおくべきよ。無理かどうかは努力をした上で判断するべきだわ」

「同意できる部分はかなりあるが、物事には順序ってもんがある。急ぐことと焦あせることは違うぜ。ティーナだって言ってただろ、いつでも生き返れるわけじゃない、って。焦って突っ走って、挙げ句、死体の回収ができないような場所で死んだら帰るどころじゃなくなるんだ。まずは倒すべきボスに勝てるだけの地力をつける。その間に委員長たちが倒してくれるなら、それはそれでよしとする。これが今の最善の一手だよ。レベル上げレベリングだって、効率を読み違えたら全滅することもありうるんだぜ」

　と、部屋の外から物音が聞こえた気がして、俺は何かを言いかけた柚ゆ比び坂さかを手で制した。

「おっと、誰か戻ってきたみたいだ。この話はまたあとで改めてしようぜ。あの二人に聞かれたい話でもないし、お前も本音で喋しやべれないだろ」

「…………そうね」

　うわー、こっちの言い分に大いに異論ありって顔してやがる。お互いの主張が激突必至ってのは、結構しんどいものがあるな……。
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　シェリスとティーナの荷物を運び入れる手伝いをしているうちに日は暮れ、一度休きゆう憩けいを入れて簡単な食事を取って、再開後すべてを終えた頃にはかなり夜も更けてしまっていた。

　どうにも、シェリスはいいとこのお嬢じよう様さまだということなので覚悟はしていたが、各種武器をコレクションしていて、それらを全部持ち込むとは思わなかった。なんでも、色々な武器を試しているうちに集めるのが楽しくなってしまったのだという。

　ティーナも研究用の魔ま導どう書やら長期保存の利くドライフルーツや缶詰瓶詰などの食料品で、凄すさまじい量の荷物になっていた。

　そして働いた後は当然汗を流したくなるわけだが、

「風呂なら、俺は最後でいい」

　と宣言した。この世界にもお湯を張って浸つかる習慣はあるようだった。入浴のスタイルは日本のそれに近いらしい。が、屋敷には広い浴室が一つしかなく、当然男湯女湯を分けるには大がかりなリフォームが必要だった。

「志し度ど君、まさか女の子が入った後のお湯がどうこう、なんて変へん態たい的なことを考えてはいないわよね？」

　天使の笑顔で何を言っているんだお前は。

「あのなあ……」

「私は別に気にしない」

　至極冷静に、ティーナが言った。

「でも、ヨシュア殿どのが入った後のお湯に浸つかるというのも、その逆も、ドキドキする」

「ふええ、ティーナが変へん態たいさんみたいになってますわ！」

　あわあわととり乱すシェリスも顔が真っ赤になっていた。

「むしろ、一緒に入るという選択肢も」

「ティーナ、暴走しすぎですわーっ！」

「いや、だから、とにかくそういうエロい思考を一旦捨ててくれよ。俺おれの運の悪さのせいで、変なアクシデントで風呂が壊れるようなことになったら困るだろ。俺が最初に入って壊しちまったら、みんなが風呂に入れなくなるかもしれないし」

「そういう心配をしなければならないくらい、お風呂の破壊経験があるの？」

「……まあ、月に一回とか……」

「そんなにですの!?」

「……すまん、温度調整が利かなくなるとか、そういう細かいのは一〇日に一回……」

　さすがに、俺が最後という順番に、もう異論は出なかった。




　俺を待たせては悪いから、とシェリスとティーナが主張してくれて、女の子たちは三人で一緒にお風呂に入ることになった。俺はまだ風呂場を見ていないのだが、三人で入ってもまだまだ余裕があるくらいには浴室も浴よく槽そうも広いのだという。日本の住宅事情に比べて、なんて豪勢な住処すみかだろう。

　それはさておき、当然その間、俺は話し相手さえいないことになる。

　ゲームとかなら女の子たちの入浴を覗のぞくようなイベントが発生しそうなシチュエーションだが、もちろんそんな愚かな暴挙に出る気はない。

　だって、あの柚ゆ比び坂さかの裸なんか見てみろ。今度はダガーを突き付けられるだけじゃ済まないぞ。たぶんマジで刺される。

　シェリスとティーナは、優良物件に責任を取らせるチャンスとか言い出しかねないし。

　いや、まあ、見たいか見たくないかと訊きかれれば、そりゃあ見たいけどさ。三人ともタイプこそ違え美人だし、特に柚比坂に関しては、外見だけは俺の好みにどストライクだし。

　でもアレだよ、フィクションと現実をごっちゃにしてはいけない。お約束のお風呂覗きシーンは、主人公がヒロインたちに惚ほれられているから許されるのであって、俺が真ま似ねすればただの変質者で犯罪者だ。普通に人生が終わる。少なくとも、社会的には。

　というわけで、平常心平常心。あっはっは、ただ女の子たちが裸でお湯に浸かったり、髪や身体からだを洗っているだけじゃないか。

　……。

　心を落ち着けるべく何か飲もうと、俺は厨ちゆう房ぼうへ足を踏み入れた。

　そしてすぐに気付いてしまった。コンロに置かれた鍋なべの下で、チロチロと小さな火が揺れていることに。

　これは、わざとやっているのだろうか？　それとも、うっかり消し忘れたのだろうか？

　柚ゆ比び坂さかのことだから、うっかりの確率は低い気もするが、いかんせん火の始末のこととなれば、確認しておいた方がいい気がする。

　これはあくまで火災予防、安全上の措そ置ちであって、別に浴室に近づくための口実とか、そういうつもりはこれっぽっちもない。断じて、ない。

　俺おれは廊ろう下かを進み、脱衣所のドアの前で立ち止まった。

　ここで、脱衣所までなら入って大丈夫などと考えてはいけない。ゲームとかアニメの主人公は、ここで詰めを誤るからラッキーな……こほん、余計なトラブルに遭そう遇ぐうしてしまうのだ。そもそも、裸を見た見ない以前に、この状況で脱衣所に入った時点でアウトである。しかし、パブリックスペースである廊下にいる俺を咎とがめる法はない。ないはず。

　何やら賑にぎやかな女の子たちの声がここまで聞こえてくるのだから、ここから大声で呼べば用件は伝えられるだろう。

「おーい、柚比坂！　厨ちゆう房ぼうで火が──」

　言い終わる前に、勢いよくドアが開かれた。

　──え？

　目の前には、驚く柚比坂の顔。












　当の柚ゆ比び坂さかはしたたるお湯さえもそのままで、衣服どころか、その白い絹きぬのような眩まぶしい素肌を隠すものは何もない。

　いや、唯一、たわわすぎる胸を背後からガシッと摑つかんでいるティーナの手が、辛かろうじて柚比坂の胸の頂にあるはずのものを隠していた。

　そのティーナも、さらに柚比坂とティーナの後ろにいたシェリスも、やはり生まれたままの魅み惑わくのお姿であらせられた。

　一瞬、刻ときが止まった気がした。

　女の子たちは、予想だにしていなかった事故に驚いてしまったのだろう。

　俺おれはというと、驚いていたことは間違いないのだが、むしろ見とれてしまっていた、と言った方が正しかった。

　ああ──、柚比坂、どうしてお前は柚比坂なんだ。

　内面がもう少しだけ、あとほんのちょっとだけまともだったら、俺はまだ恋をしていられただろうに。

　そして、三人の悲鳴と同時に刻が動き出した。

　悲鳴を上げながら、柚比坂はティーナの手ごと自分の胸を両手で隠してしゃがみ込んだ。自然と、ティーナも柚比坂に引っ張られるように屈かがみ込こむことになる。

　そして。

「いやですわ──っ！」

　シェリスのトゲトゲ鉄球がうなりをあげて、柚比坂とティーナが屈んだことによって空いた空間から迫ってきた。

　なんで風呂にまでその鉄球を持ち込んでるんだよ、とか。

　そりゃ見てしまったことは悪いとは思うが、今のって俺のせいか？　とか。

　そんな釈しやく然ぜんとしないモノを感じながら、俺は一日の締めくくりに死亡カウントを一つ追加して、曾ひいお祖ば母あちゃんにこっぴどく怒られることになった。




　ティーナの魔法で生き返らせてもらった俺は、食堂のテーブルに座らされていた。

　向かい合うように、頰ほおを染めつつも膨ふくらませた柚比坂と、柚比坂より顔を真っ赤にしてモジモジしているシェリスと、ほんのり紅こう潮ちようしながらもいつもの冷静な表情を崩さないティーナが並んで座っていた。

　死ぬ前に見た魅惑の光景を思い出してしまって、みんなの顔を直視できない。

「志し度ど君がここまで愚かだとは思わなかったわ」

「いや、ちょ、確かに悪かったと思うから謝るが、俺は厨ちゆう房ぼうで火が点つきっぱなしだがいいのかと訊ききに行っただけで、脱衣所にすら入ってないだろ!?」

「い、い、言い訳なんて男らちくないですわっ！」

「言い訳じゃないよな!?　事実だよ！」

「確かに、脱衣所のドアを開けたのはアンナ殿どのだった」

「えっ？」

　柚ゆ比び坂さかが驚いた顔をした。

「自覚なかったのかよ」

「だ、だって、あのときはティーナさんがあんなところを揉もむから、必死で……」

　あんなところ。

　思わずその胸元に目が行ってしまい、柚比坂に睨にらまれて慌あわてて目を逸そらした。

「しかし、あんなものを見せられて触ってみないわけには」

「ティーナさん、その理屈はおかしいわ」

　気持ちはすげえよくわかるけどな。

「凄すごく美お味いしそうな見た目で、触り心地も美味しそうな柔らかさだった」

「ちょ、感想とかやめてちょうだい！　志し度ど君も、顔を赤らめないで！」

「無む茶ちや言うな！　目の前で女の子たちがおっぱいの話をしてたら、そりゃ照れるだろ！」

「触りたいのなら、私に言ってくれれば」

　なんですと？

「ティーナ！　しれっとなんてことを言ってますの!?」

「志度君も、露骨に反応しないの」

「いや、つい……。あ、もちろん本気にはしてないぞ!?」

「……やっぱりおっぱいですの？　おっぱいが女の価値を決めますの？」

「そんなわけないでしょう？　大きいなら大きいなりの苦労があるものよ」

「アンナ殿どのがそれを言っても、嫌いや味みにしか聞こえない」

「もー、おっぱいなんて嫌いですわ──っ！」

「すまん、もう全面的に俺おれが悪かったってことでいいから、土下座でもなんでもするから、終わりにしないか。この通り」

　嫌疑とは別の意味で居づらくなってきて、俺はそう言って頭を下げていた。
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『火の月四七日

　せっかくパーティを組んだのだから、今日から冒険の書に記録を残そうと思う。

　魔法というのは不ふ思し議ぎなもので、書こうとすると自動で日付が浮かび上がる。どうやらゲームガルドでは地の月、水の月、火の月、風の月、光の月、闇やみの月が各六〇日で一年になるらしい。こちらの世界では常識でも、俺にとっては暦こよみの違いだけでも驚きがある。

（中略）

　……というようなアクシデントだらけで、死んだり死にそうになったりはしているが、まだ冒険らしい冒険はしていない。帰るために急がなければならないとはいえ、危険な冒険はなるべく避けたい。そのことを柚比坂もわかってくれるといいのだが。』





第五章▼　異世界ケーキ




　翌朝。

　シェリスとティーナの引っ越しの手伝いやらお風呂での一件やらでクタクタだったせいかぐっすりと眠れて、爽そう快かいな気分で目覚めることができた。

　身み支じ度たくを整えて部屋を出て、何やら美お味いしそうな匂においにつられて、映画でしか見たことがないような大きなテーブルが鎮ちん座ざましました食堂に足を踏み入れる。

「あ、お早はようございますですわ」

「（もぐもぐ）」

　すでに食卓に着いていたシェリスが言い、ティーナがすでに口に詰め込んだものを嚙かみながら俺おれを見つめた。

「あ、うん。お早う……」

　テーブルの上には、色鮮やかな野菜が混ざり合ったサラダや、ベーコンのような燻くん製せい肉を炙あぶったもの、目玉焼き、インドのナンのように平べったいパンなどが並んでいた。

「あら、お早う」

　人数分のスープを載せたトレイを手に厨ちゆう房ぼうから出てきた柚ゆ比び坂さかが、それはもう爽さわやかに微笑ほほえみながら、ちょこっと首を傾かしげるようにして俺にあいさつをした。

　怖い。

　綺き麗れいな方の柚比坂の綺麗さがあまりに眩まぶしすぎて怖い。あと、落差も。

「お、おう……」

　うなずきながら、俺はしげしげとテーブルに並んでいる朝食を眺ながめた。

「シェリスのところのメイドさんは来てないんだよな」

「はい。そのうちお父様やお母様が寄よ越こすかもしれませんけれど、今はわたくちは身一つで来ておりますわ」

「だよな……。引っ越しを手伝った身としては、メイドさん来てるなら手を貸してくれよ、と思うし……。じゃあ、この朝食は柚比坂が作ったのか」

　口の中の物を吞のみ込んでティーナがうなずいた。

「私たちが起きてきたら、アンナ殿どのが作っていた」

　綺麗な自分を演出するためにここまでやる柚比坂の猫かぶりっぷりには頭が下がる。しかも見るからに美う味まそうという完かん璧ぺきぶり。恐るべし。

「こっちの食材や調味料を早く把は握あくしたかったの。いくつか試しに仕込んでみたものもあるから、徐じよ々じよにメニューのバリエーションも増やせると思うわ。あ、それより、早く食べないと遅刻するわよ」

「お、おう」

　席に着き、「いただきます」と手を合わせた。

　サラダを一口。シャキシャキの野菜に、塩ベースのシンプルな味付け。塩と、酸味のある果物と、ほんの少しの油で作ったドレッシングだろうか。この世界のスパイシーな料理が続いていた舌に、そんな単純な味付けが酷ひどく懐かしいものに感じられた。

「う、美う味まい……！　すげえな、お菓子だけじゃなくて料理全般が得意なのか」

　ガツガツと目の前の食べ物を口に入れながら感想を述べると、柚ゆ比び坂さかは少し頰ほおを染めて、

「そんな、大おお袈げ裟さよ。材料を切って簡単な味付けをしただけじゃない」

　頰に手を添えて照れて見せていた。鉄壁の綺き麗れいな自分像を崩す気はないらしい。

「いや、それを料理って言うんだろ。あ、でも、シェリスとティーナにはちょっと物足りないんじゃねえの？　なんていうか、スパイス感が」

「そんなことはありませんわ。あんまり食べたことのない味で、とても新鮮ですわよ。こういう味付けだと、素材の味がよくわかりますのね」

「美お味いしい」

　その言葉が社交辞令ではないことは、口に運ぶペースと表情からもありありと窺うかがえた。

「アンナ殿どの。タクシーに乗ったとき言っていた、アンナ殿たちの世界のお菓子をリクエストしてもいいだろうか」

「ええ、いいわよ。ここの厨ちゆう房ぼうはお店が開けそうなくらいしっかりした設備が整っているから、材料さえあれば色々作れると思うわ。さすがにバウムクーヘンは無理だけれど」

「すごく楽ちみですの！」

　いずれにしても、こちらの世界でも食生活には不自由せずに済みそうだ。まして、それが美少女の手料理となれば、文句など出るはずもなかった。

　……こじれて毒どくでも盛られない限りは。
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　俺おれたちが学ぶべきことは山ほどある。

　過密を極める授業の中、早くも俺は柚比坂の優等生ぶりに舌を巻くことになった。

　座学での飲み込みの早さ、理解の早さはもちろん、武器を握にぎっての実技訓くん練れんでも、信じられないほどの非凡な才能を見せたのだ。

「剣は専門ではないのでお手本としては今ひとつなのですが──、振り抜いた剣の切っ先が一定の速度を超えると、衝しよう撃げき波が発生するので間合いを伸ばせます。このように！」

　言いながら、学院長は剣を振るってそれを実演して見せた。踏み込み振り下ろした剣の軌跡から伸びるように、空気がびりびりと震えて、数歩先の丸太が真っ二つに割れた。

「うわあ！　超カッコいいけど、衝撃波とか、無理！　なんなのこの世界の人たち！」

　俺は反射で至極常識的なツッコミを口にしていた。

「ゲームガルドでは、このくらいは初歩のスキルですよ。では、やってみてください」

　できるかよ！　この世界、マジで凄すごいけどマジでおかしい。

　が、柚ゆ比び坂さかは、

「こうですか？」

　と、数歩分とまではいかないまでも、一歩分くらいの衝しよう撃げき波を振り下ろした剣先から生み出してしまった。最初の一回目で。

「ウソだろ……？」

　俺おれが開いた口が塞ふさがらなくなっている横で、学院長はパチパチと手を叩たたいて喜んだ。

「すごいですね！　アンナさん、今日初めて剣を手にしたとは思えませんよ！」

「なんでできるんだよ……」

　俺が何度か剣を振ってみても、衝撃波どころか、へっぴり腰で不格好なことになっているだろうな、という自覚しか生まれなかった。

「才能の差というよりは、基き礎そ体力の差じゃないかしら。ゲームばかりしていると健康にも良くないと思うわ」

「う……」

　綺き麗れいな方の柚比坂だからこんなやんわりとした言葉で済んでいるのだろうなあ、と思うとグサグサくる。体育さえも手を抜きまくっていた結果なので、完全に自業自得だけど。

「ま、まあ、最初はそんなものです。アンナさんが新人離れしていただけですよ」

　学院長のそんな慰めの言葉が、余計に俺の心を苛さいなんだ。
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「今日はこれから、お買い物に行くのがいいと思いますわ」

　学院の食堂で、みんなで昼食を取っているとき、シェリスが言った。

「そういえば、昨日は結局、鍵かぎも変えに行かなかったから水晶玉のまんまなんだよな。他にも色々必要なものはあるだろうし……。ああ、でも、まとまった金を持ち歩くなら、俺以外の誰かが管理してくれ」

「でも、ヨシュア様がもらった報ほう奨しよう金きんですわ」

「財布をよく落とすんだよ、俺は。運がアレだから」

「「「あー」」」

　三人が三人とも、納得顔でうなずいた。

「まあ、お金の話はともかく、鍵を何にするかはまだ結論出てないんだが」

「それについては、私の意見だけではなく、シェリスちゃんとティーナさんの希望も聞いた方がいいんじゃないかしら」

「それはそうだな。四人全員が持つべきだろうし」

「あ、わたくちは極端に不便なものでなければ、なんでも構いませんわ」

「そう？　ティーナさんは？」

「（もぐもぐ）」

　ティーナは口の中の物を急いで吞のみ込み、

「なんでもいい。それより、アンナ殿どのに作ってもらうお菓子の材料も買うべき」

　と意気込んで主張した。

　うーん、と考え込む。

「まあ、お菓子の材料はついでに買うとしても……、一番邪じや魔まにならないのは指輪とかかなあ。身につけていれば、落とすってこともあんまりないだろうし」

「指輪、ね」

　柚ゆ比び坂さかは手で口元を隠すようにして、くすくすと含み笑いをした。

「なんでわざわざ指輪を選ぶのかしらね。女の子に指輪を贈るとか、女の子と一緒に指輪を選ぶとか、意味をわかっててやってるの？」

「はあっ!?　ちょ、なんでわざわざそんなふうに曲きよつ解かいするんだよっ！」

「なんて言いながら、顔が赤くなってるわよ？」

「お前が混ぜっ返すからだろ！」

「……どういう意味ですの？」

　首を傾かしげるシェリスとティーナに、柚比坂は、

「私たちの住んでいた世界では、多くの場合、指輪って恋愛や結婚の象しよう徴ちようなのよ。結婚するときに、お互いに指輪を贈り合って愛を誓うの」

　その説明を聞いた途と端たん、シェリスとティーナの顔色が変わった。

「指輪がいいと思いますわ！」

　ピンク色に変わった顔で、シェリスが叫んだ。

「むしろ指輪で」

　ティーナまでが少し頰ほおを染めてそんなことを言う。

「お前ら、まだ結婚とか考えてんのかよ……」

「まだ、じゃない。今だからこそ」

「ティーナの言う通りですわ」

「だから、なんで二人とも顔を赤くしてそんなことを言い出すんだよ！」

　結婚でどうにかするより一緒にクエストを解くことを選んだんじゃねえのかお前らは。

「志し度ど君が指輪なんて言うからよ」

「煽あおったのはお前だろ！」

「あら、無難にブレスレットとでも言っておけばいいじゃない」

「そんなさらっとバリエーションが出てくるほどアクセサリー慣れしてないっての！」

「まあ、でも指輪でいいんじゃないかしら。指輪なら、指にはめてさえおけばわざわざ取り出す必要もないものね」

「いいや！　ブレスレットにする！　取り出す必要がないのは一緒だし、紛失した場合に大きい方が探しやすいし！」

　そう力説する俺おれを、柚比坂はまたクスクスと笑う。

「必死ね」

「うるせーな！」

　結婚云うん々ぬん、恋愛云々の話に顔を赤くして、俺おれは拗すねたように唇くちびるを尖とがらせるのだった。
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　エルフの魔法商店街の層は、街の年ねん輪りんのほぼ中間に位置している。

　湖の横に位置する農耕区画とは別の意味で木々が多く、バウムクーヘンの年輪では一番緑色に見える層である。商店街と言いながら、街路樹と呼ぶには多すぎる立木が、まるで森か林の中の遊歩道を思わせる。その立木の合間に、あるいは大ぶりな枝の上に、木材をふんだんに使ったログハウスのような家や店舗が軒を連ねていた。

　往来では、大道芸人らしきエルフが手も触れずに何体もの小さな木の人形を操って寸すん劇げきを演じたりしている。そんなだから、商店街というよりは森林公園のような趣おもむきだった。

「あれって、どうやって人形を動かしてるんだ？」

「魔法ですわ。木や粘土、金属でゴーレムを作って操作する土の元素の魔法ですわね」

「へえ、そんなこともできるのか」

「でも、戦闘向きじゃない。普通は戦士に戦ってもらった方が強いし、魔法使いは直接攻撃魔法を撃った方が強い」

　ティーナがナッツ入りのクッキーを食べながら、そう説明してくれた。

「そりゃそうか」

「それにしても、上から層になって見えるくらいだから、実際に歩いてみたらずいぶん違うかも、とは思っていたけれど、想像以上ね」

　誰にともなく呟つぶやいた柚ゆ比び坂さかの言葉に、俺は「だな」とうなずいた。

　報ほう奨しようでもらった屋敷から学院まで、通学でメインストリートを行き来するだけでは、各層の特色は実感としてはわからない。

「魔法商店街っていうくらいだから、やっぱ魔法関連のお店が多いのか？」

　クッキー食べる手を止めることなく、ティーナがうなずいた。

「魔法に使う杖つえや触しよく媒ばい、お守りタリスマン……回復魔法などを封じ込めて、素そ養ようのない者でも使えるようにした使い切りの道具も、ほとんどはこの商店街で扱あつかっている」

「あとは、典化製品も買うならこの商店街で探すのが一番ですわ」

「防具は？　この世界の防具はほとんどマジックアイテムなんだろ？」

「エルフだけが魔法使いじゃありませんのよ。武器や防具に関しては、魔法の処理も含めて、全工程をドワーフの地下工房街でやっているはずですわ」

「なるほど」

「鍵かぎを扱っているお店はたくさんあると思いますけど、アクセサリー造りで評判のお店ってどこがいいんですの？　ティーナ」

　ティーナが「こっち」と先頭に立って歩き始めた。

　やがて到着した店は、枝の上にある小さなお店だった。大きな木の幹にぐるりと巻きつくように設置された螺ら旋せん階段を上って入る造りになっている。

　落ちたら痛そうだな、とかまず考えてしまうのは、もはやリアルラックが低い者の宿命である。まあ、タクシーのときの上空数十メートルよりは遥はるかにマシだけど。

「ようこそ、マジカルウッド装そう飾しよく店へ！」

　尖とがった耳のエルフの店員さんがとびきりの業務用スマイルで出迎えてくれたお店の中には、木製の小物やアクセサリーがたくさん陳列されていた。

「魔ま導どう樹は、オリハルコンのような金属の魔法素材に比べれば材料費も加工賃も安いし、できあがるのも早い。鍵かぎ用のブレスレットなら木で作った方がいい」

「ティーナ、でも、指輪にするなら金属の方がいいと思いますの」

「大丈夫、魔導樹製の指輪も売っている」

「ブレスレットにするけどな」

　そう断言されて、シェリスは不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。ティーナは無表情でクッキーを食べ続けるのみなので、いまいち何を思っているのかわからない。

「鍵のご用命ですか？　でしたら、意い匠しようや形状をどうするのか決めて頂きませんと」

　エルフの店員のお姉さんに言われて、俺おれは固まってしまった。

　ブレスレットにする、ということ以外、何も考えてなかったのだ。

「あ、ええと……」

　そもそも、アクセサリーとして映えるデザインや意匠など、さっぱり思いつかない。

「鳥の翼や羽はどうかしら？　あの塔まで飛ぶように早くたどり着けるように」

「あー、いいんじゃないか」

　柚ゆ比び坂さかの提案に俺がうなずくと、店員のお姉さんは、

「では、こんな感じのデザインでいかがでしょう？」

　と、紙と万年筆のようなペンを取り出して、小さな木の板に鳥の風切り羽を彫ちよう刻こくし、それを編んだ革かわ紐ひもに取り付けてブレスレットにした図をささっと描いて見せた。

　他の面々の顔を見ても特に異論はなさそうだったので、

「じゃあ、それで。鍵用に四つ、あと対応した錠じようを一つ作ってほしいんですけど」

　と商談をまとめに入った。これから制作に入って、明日には鍵として機能させるために錠を扉に取り付ける工事も行う、とのことだった。

　そして店を出てすぐに、シェリスが「はいっ」と手を挙げた。

「ついでにドワーフの地下工房街にも寄っておくべきですわ。ヨシュア様とアンナ様の武器防具も必要ですもの」

「確かにそうね」

「なるほど」

　今日の授業での醜しゆう態たいを思い返せばまだ早い気もする。しかしまあ、どうせいずれ必要になるものだし、柚ゆ比び坂さかは俺おれより先に必要になるだろうから、と俺もその提案に従った。




　ドワーフの地下工房街はその名の通り地下街だが、地表に何もないというわけではない。日々労働に精を出すドワーフたちの胃袋を当て込んだ食事処どころや酒場が並んでいるのだ。

　美う味まくて安くて量が多い店が大多数なので、働くドワーフのみならず、日々の冒険や訓くん練れんで腹を空すかせている学院の生徒たちにもかなりの人気があるのだという。

　肝心の地下はといえば、壁はきちんと塗り固められ、照明も明るく、洞どう窟くつのような光景を想像していた俺にとってはちょっと拍ひよう子し抜ぬけだった。

　地下に入ればまず崩ほう落らくを心配してしまうのは以下略。まあ、さすがにこれだけキッチリ整備されているなら、心配はないと思う。……ないよな？　うん。

　ともかく、ドワーフの地下工房街にはいくつもの工房兼店舗が並んでいるが、エルフたちの店に比べると工房──作る方に比重が偏っており、いかにも無ぶ骨こつという店構えばかりが目立っていた。

　シェリスはそんな地下街を迷いなく進み、大きな工房兼店舗へと俺たちを案内した。

「ようこそ、ドワーヴンケイヴ第三武器工房へ」

　エルフのお店に比べると、ぶっきらぼうというか、職人気質かたぎっぽい店内だった。飾り気がなく、ただずらっと武器だけが大量に並べられている。

「おお、すげえ。武器ってこうして本物を手に取ると、心躍るものがあるよな」

　片手用の剣でも、持てば手の中でずしりとした存在感がある。今日、学院で借りた訓練用のシンプルな剣と比べれば、さすがに商品として並んでいるものは造りや細工も凝ったものが多かった。

「工房によって得意な看板武器があったりしますけれど、ここなら一通りの武器は揃そろっていますわ。それで、ヨシュア様とアンナ様は何をお使いになりますの？」

　シェリスの質問に、俺は手に取ってみた剣を棚に戻しながら肩をすくめた。

「俺は何を使うとか選べる段階にねえよ。今日初めて振ってみたところだからな。ぶっちゃけ、何を持ったって役になんか立つもんか。今のところはこのダガーで充分」

「そうなんですの？　では、アンナ様は？　剣、槍やり、斧おの、メイス……、ここなら一通りなんでも見られると思いますわ」

「そうね、やっぱり剣かしら。今日の訓練で槍やメイスも使ってみたけれど、剣が一番使いやすそうだったわ。片手用の剣なら左手で魔法に必要な杖つえも持てるし」

　言いながら、柚比坂はすでに剣を物色し始めている。

「アンナ様は武器も魔法も使える魔法戦士ですの？　でしたら、多少値は張りますけど、魔法の発現を補助する機能も兼ね備えた魔法戦士用の剣がいいかもしれませんわ。それなら杖を持たずに魔法も使えて、左手は盾に回せますもの」

「そんなものがあるの？　助かるわ。確かに、左手で杖を扱あつかうのって不便そうだものね」

　もはや俺には縁のなさそうな会話である。剣も魔法も初日から才能を見せている柚比坂にくらべて、どっちも冴さえない俺おれはまったくもって立場がない。

「あれ、あっちにも剣が並んでるぜ？　なんで槍やりのコーナーの向こうにもあるんだ？　こっちにまとめておけばいいのに」

「あっちは両手剣のコーナー。こっちは片手剣」

　俺の疑問に、ティーナが答えた。

「斧おのも、こっちに片手用の斧のコーナー、向こう側に両手用の戦せん斧ぷのコーナーがある」

「あ、ホントだ。その辺、分類が違うのか」

「分類というか、使い方が全然違いますわ。片手が空くかどうかだけでも大きく違いますもの、形は似ていても使う側からすれば全然別の武器ですわ」

「なるほどなあ」

　確かに、ゲームでも片手剣を使うキャラは速さや器用さが主体で、重い両手剣を装備できなかったりすることは多い。

　スタンダードなバランス型、もしくはスピード型な片手剣に比べて、両手剣はパワーファイターな印象だもんなあ。客の目線からすれば、一緒に並べられても困るのか。

　表示されるリストから選ぶだけの買い物では味わえない、ファンタジー世界のリアルがここにあった。

「それはそうと、わたくちのお薦すすめはなんと言っても分ふん銅どう鎖さですわ！　間合いが長いし破壊力も抜群ですの！」

「待て。シェリスのそれは分銅鎖なのか？　っていうか、それ、売ってるのか？」

「分類としては分銅鎖ですわ。でも、わたくちのはもちろん特注品ですわ」

「だよな……。シェリスのそれ、もはや分銅じゃないもんな。鉄球鎖っていうか。並みの戦士じゃ持ち上げるだけで大変だろ」

「褒め言葉とちて受け取っておきますわ」

　俺たちがそんな無駄話をしている中、吟味を重ねて、柚ゆ比び坂さかは一振りの剣を選び出した。

「これがいいわ」

　やや細身のその剣は、鍔つばの部分に大輪の花が彫り込んであった。お値段からして、さっき話題に出た魔法使いの杖つえも兼ねた品なのだろう。

「あとは、せっかく左手が空くのだから、盾が欲しいわね」

「では、次は防具ですわね。防具なら近くにいいお店がありますわ」

　会計を済ませ、ついでに聖なるダガーの鞘さやを作ってくれるよう注文して、シェリスの案内で防具店に移動する。

　俺は「防具店へようこそ」の声を聞いてから五分で買うべき防具を決めた。

　厚手の黒いコットンのような肌触りの上下、それとセットで売られていた、シンプルな金属製の胸当てである。言うまでもなく、魔法素材は胸当てだけというコストパフォーマンス追求品だ。それと、魔法素材ではない革製の手袋とブーツ、やはり革製のウエストバッグも一緒に購入を決めた。少しかさばるが、このバッグなら冒険の書を納めても少し余裕がある。金属製の胸当てもツヤ消し加工が施ほどこしてあるようで、全体的に地味な出で立ちになった。

「なんか盗とう賊ぞくっぽいけど、まあ戦士とか勇者とかってガラでもないし、いいか」

　これで注文してきた聖なるダガーの鞘さやをベルトにくくったらますます盗賊になってしまいそうだ。とにかく、試着してみて、脱ぐことなく盗賊スタイルのままで支払いを済ませるつもりで、俺おれは仲間たちの元へ戻った。

「お似合いですけど……少ち地味じゃありません？」

　シェリスに言われてしまって、苦笑い。

「お前が華やかすぎるんだと思うぜ。まあ、似合ってると思うが」

「い、いやですわ！　似合っているだなんて……！」

　シェリスの顔が真っ赤に染まる。

「あ、いや、ちょっと待っ……」

　止める暇ひまもなく、トゲトゲ鉄球が飛んでくる。なんとか逃げようとして、手に持っていた今まで着ていた服の裾すそを踏みつけた。

「うわっ！　って、ごはあッ！」

　やっぱりそうなるのか！　くそう、今日はここまで平へい穏おん無事だったのに！

　つんのめって、また鉄球に当たりに行く格好で、俺は背中に思いっきりクリティカル・ヒットを食らって絶命した。

　曾ひいお祖ば母あちゃんに「何回来る気だいこのバカタレ」と蹴けり飛ばされて──言うまでもなく、ティーナの魔法によって蘇そ生せいした俺は、

「ごめんなさいごめんなさい！」

　と半泣きで繰り返すシェリスをなだめながら、

「すみません、予備として同じ服を五、六着買いたいんですけど、在庫あります？」

　と、早くもトゲにやられて穴が空いてしまった服を見やりながら、店内で一時的にとはいえ死者が出たことに顔を引きつらせる店員に尋ねたのだった。

　そして、柚ゆ比び坂さかはというと。

「お客様のサイズですと、当店ではこれしかないんですが」

　申し訳なさそうな顔をした女ドワーフの店員に言われていた。

　示された品を見つめて、柚比坂は口元を引きつらせていた。

　そうだった。柚比坂の胸は、その……すごいのだった。このゲームガルドにおいても、たぶん規格外なほどに。

「ねえ。報ほう奨しよう金きん、結構もらえたのよね？」

　預けておいた財布──という名の金貨を詰め込んできた拳こぶし大の麻あさ袋ぶくろ──を覗のぞき込んだ柚比坂にそう訊きかれて、俺は「おう」と答えた。

「じゃあ、シェリスさんみたいにオーダーメイドって選択はダメかしら……？」

「そう言いたくなる気持ちはわかるけどな」

　柚ゆ比び坂さかが見つめている防具は、俺おれが知っているビキニの水着よりも胸や腰を覆おおう面積が少ないように思えた。そのくせ、肩の部分やら膝ひざ下したのブーツに相当する部分には凝った装そう甲こうを配している。

「でも、オーダーメイドにするとなると、お値段も桁けたが二つは増えますわよ？」

　シェリスにそう言われて、俺は暗算を始めた。

「だいたい銀貨一枚で昼飯はお釣りが来るから、銀貨一枚一〇〇〇円くらいだよな。ってことは金貨一枚が一万円で、桁がって……おいおい、オーダーメイドにしたら数百万とかかよ！　どんだけだよオーダーメイド！」

「オーダーメイドは、材料費だけでなく、腕の立つ職人が何日もかかりきりになってしまう関係で、かなり割高になってちまうのですわ」

「報ほう奨しよう金きんがほとんど吹っ飛ぶわね……」

「そんな額をぽんともらってたってことにも驚きだがな。しかし、今後の生活もあるし、無駄遣いはできないぞ。冒険に出るなら、回復アイテム……タリスマンだっけ？　そういうのも買い込む必要があるし、そもそも今日持ってきた枚数じゃ全然足りないし」

「そうね……」

　沈んだ面持ちで、柚比坂がうなずいた。

「えーと、この際、流行とか無視して上か下に服を着るってのはどうだ？」

　俺の提案に、シェリスとティーナが「それはありえない」とでも言いたげな、ものすごい残念なものを見るような顔をした。

「そういう目をこの世界の女の子全員から向けられると思うと、首を吊つりたくなるわ」

　その辺は、やはり柚比坂も女の子だということか。

「だとしたら、アレだ。野の良ら犬に嚙かまれたと思って」

「もう少し言い方ってあるんじゃない!?」

「じゃあ、海にでも来たと思って。ゲームガルドには湖しかないけど」

「毎日が海水浴だなんて、嬉うれしくて泣けてくるわ……」

　完全に覇は気きを失った声で呟つぶやいて、それでも柚比坂は唯一サイズが合う商品を手に、トボトボと試着室へと向かった。

　待つことしばし。

　試着室から出てきた柚比坂の姿に、俺だけじゃなくシェリスとティーナも度ど肝ぎもを抜かれて目を奪われた。

「アンナ様、凄すごすぎですわ……！」

「……！」

　絶句したシェリスとティーナの目が、あらわになった迫力満点の谷間に向けられていたのは言うまでもない。

　そして俺はといえば、急に心臓の鼓こ動どうが早くなり、顔が熱くなるのを自覚していた。

　昨日のお風呂事件で見た裸が思い出されるというのもあるが、そういういやらしい気持ちより、純粋に美しいものに目を奪われたといった方が正確だったと思う。

　流れる黒髪と白い肌のコントラスト。無ぶ骨こつな装そう甲こう部分と柔らかそうな肌の対比。

　胸当てからこぼれんばかりの双丘のみならず、可愛かわいらしいおへそとその周辺のくびれたライン、腰から下の鎧よろいと太ももが織おりなす陰影。スカートという身体からだのラインを隠すものがなくなったことによって、すらりとした脚の長さまでが際きわ立だって見えた。

　何この芸術品みたいな造形美。

　中身は残念なのに。

　二重人格みたいな猫っかぶりなのに。

　なのに、心までが奪われてしまったかのように、目が離せない。

　そんな俺おれの視線に気づいてか、頰ほおを赤く染めた柚ゆ比び坂さかが手で胸元を隠しながら睨にらんできた。俺は慌あわてて目を背そむけて、

「に、似合ってるじゃん。目の遣やり場ばには困るけど」

　と苦し紛れに言った。

　目を背けていた俺には、柚比坂がどんな反応を示したのか、見ることはできなかった。




　最後にティーナがリクエストしたケーキの材料を買い出しに向かう。屋敷のほど近くの商店街に寄って、柚比坂主導で足りない食材を探していった。

「卵と薄はく力りき粉こ、牛乳、バターは厨ちゆう房ぼうにあったけれど……ベーキングパウダーはさすがに手に入らないかしら。バニラオイルは風味が近いものがあれば……」












　ブツブツ呟つぶやきながら色々な品を見て回る柚ゆ比び坂さかの後をついて歩くが、もはや言っていることはさっぱりわからない。

「やっぱり問題は砂さ糖とうね」

　色々な砂糖が並んでいる売り場の前で、いくつか味見させてもらった柚比坂はため息をついて言った。

「いや、ウチの砂糖はどれも最上級品だぜ？」

　店の主あるじがムッとした顔をする。

「あ、いえ、品質の問題ではなくて、私たちの世界の砂糖とは少し風味が違うもので」

「へっ？　あ、じゃああんたら、異世界から来たっていう……？」

　店の主は目を丸くして、恐縮しながら対応に困ったように黙ってしまった。

「そんなに違うのか？」

「ええ。少しクセがあるわ。普通のお料理に使うなら気にはならないと思うけれど、甘さが主役のケーキとなると影響があると思うわ」

「何かで代用するのは？　果物を使うとか。ショートケーキっぽくないかな？」

「そうね、クリームは水っぽくなってしまうと台無しだし、いきなり冒険するのも考えものだわ。別のケーキを考えるべきかもしれないわね。どちらにせよ、果物は必要だけれど」

「あー、お客さん、今、果物はどこも品薄だぜ？　壁が動いたお祝いにってかなり売れてるみたいだからなあ、果物」

「なんでそれで果物が売れるんだ？」

「お祝い事があると、どの家もたくさんジャムを使ったお菓子を作るから」

　そんな風習があることをティーナが教えてくれた。

「取りに行ったらどうだい？　農耕区画から出荷されてくるのは品薄だけど、ダンジョンに行けば手に入るだろう」

　店主が気軽にそう勧めてくれた。

　結局のところ、現在流通している果物も、元々はダンジョンや危険な区域で発見されたものを品種改良して畑で育てているのだそうだ。つまり、発見されたダンジョンには、そうした果物の原種が今なお自生しているのだという。

「行きましょう？　せっかく武器も防具も買ったのだもの」

　にっこりと、柚比坂は笑って言った。

　俺おれは準備も心構えもないからと反対したが、三対一の多数決により否決された。食べ物への執着は、特に甘い物への熱意は女の子を積極的にするらしい。

「慎重と臆おく病びようは違うわよ。実地での経験だって、積極的に積んでおくべきだわ」

　つまり、俺の反対は柚比坂に怖い目で睨にらまれるという効果しか生まなかったわけだ。





　　　　＊






「あまねく火の元素よ、我が手に集つどいて、駆けよ、迸ほとばしり迸れ！」

　柚ゆ比び坂さかの剣から放たれた火の玉が、蜘く蛛もと蠍さそりを掛け合わせたようなモンスターを焼き払った。ほ乳類に見えるモンスターはさすがに殺すのは抵抗があるようで追い払うように戦っていたが、グロテスクな虫が相手となると良心の呵か責しやくはあまりないらしい。

　ちなみに、『駆ける』は射程の要素、『迸る』は威い力りよく強化の要素を示す文言、つまり『火』『射程』『威力強化』『威力強化』の四つの要素で構成された、火系統の魔法だ。

　近づけば鋭い剣の一撃が、少し離れたら衝しよう撃げき波が、遠くに間合いを取っても魔法が襲ってくるという、敵に回せばこの上なくやっかいなオールラウンダーとして、柚比坂はメキメキと頭角を現していた。

「なんでそんなにあっさり実戦レベルで魔法を使えてるんだよ……」

「あら、魔法理論の組み立てって、パズルみたいで面白いでしょう？　要はパーツの組み合わせだもの。地水火風光闇やみの属性に射程を足せば一般的な単体攻撃魔法、さらに範囲拡大を足せば複数を巻き込める魔法に、射程の代わりに時間延長や固定化を足せば武器に各属性の攻撃力を上乗せできる。攻撃ではなく補助的に使うなら、地は肉体や精神を頑がん健けんに、水は鎮ちん静せいと癒いやし、火は高こう揚ようさせて攻撃力アップ、風は思考速度や肉体の速度、正確さをアップ。光は視覚を惑わせたり、闇は恐怖や怯おびえを付与する。組み合わせる要素が多いほど複雑化して消しよう耗もうも激しくなる。単純な話よ。あとは使える要素のレパートリーと組み合わせの構築パターンを覚えるだけだもの。逆にどうしてできないのかが謎なぞすぎるわ」

「そりゃあ今日授業で習ったし理屈はわかるが、感覚的にどうやればいいのかさっぱりわからねえよ。学院長も驚いてたじゃねえか。初日から戦士並みにスキル身につけて、魔法使い並みに魔法を覚えてるって。クラスの概がい念ねんとか成長速度とか全部無視かよ」

「……もしかしたら、それが私が選ばれた理由かもしれないわね」

「選ばれた理由？」

「だって、ゲームに詳しくてクエストを解くのに向いた人間が、まるっきり戦いに向いていないんだもの」

　柚比坂は俺おれを指差しながら、言った。

「いやいや、習い始めたの、今日だぜ……？」

　柚比坂は俺の弱々しい呟つぶやきを聞き流しつつ、剣を鞘さやに納めて、

「やっぱりティーナさんみたいに詠唱を短縮化するのは難しいわね。どうしてあんなに高度な蘇そ生せいや回復の魔法をたったの一言で発現できるの？」

　などと、向上心剝むき出しの恐ろしい発言をし始めた。おかしい。それ、初心者が初日から言う言葉じゃない。

「慣れの問題。覚えたての今は、しっかり声に出して詠唱して、確実に発現の感覚を身体からだに憶おぼえさせた方がいい」

「基き礎そをしっかりやれ、というのはわかるけれど……。ちなみに、ティーナさんの魔法はいくつくらい要素を組み合わせているのかしら？」

　ティーナは指を折りながら少し考えて、

「七〇くらい」

　と答えて柚ゆ比び坂さかを愕がく然ぜんとさせた。

「私は二〇も組めれば一流だって教わったわよ……？」

「まあ、ティーナの場合は、五〇個くらいは望まずに組み込まれてしまう威い力りよく強化と範囲拡大ですわ」

「だとしても、七〇個級の魔法を一言でなんて……」

　柚比坂は他の面でハンディを背負った超特化型までライバルとして視野に入れているらしい。なんなんだ、その青天井な上昇志向。

　しかし、実際問題、現状で戦力になっているのは柚比坂一人というのが実情だった。

　桃のような果実を目当てにやって来たこのダンジョン『夏の洞どう窟くつ』は初心者向けとして知られ、初等部の実習授業などにも使われているそうなのだが、そんなダンジョンの敵に対してもシェリスの鉄球は一発も当たらない。ティーナにはそもそも攻撃魔法は使わないでくれとお願いしてあって完全に回復要員で、俺おれはといえば敵の的まとになって柚比坂に攻撃が集中しすぎないようにする程度の役割しか果たせていない有り様だった。

　それでもやはり初心者向けのダンジョンで、この洞窟に生息するモンスターの攻撃は防具がかすり傷程度にまで軽減してくれる。例えるなら、レベル一で最初に訪れるダンジョンに、レベル二〇とかで手に入れる防具を身に着けて赴くようなものだ。

　おかげで、まともに機能していないへっぽこパーティでも、どうにか一番奥までたどり着くことができたというわけだ。

　一番奥のやや開けた部屋では、天井に空いた小さな穴から差し込む陽ひの光に照らされて、桃の大樹が空間一杯に枝を伸ばし、たくさんの実をつけていた。

　手分けして食べ頃の実をたくさんもいで、今回の冒険の目的は無事に達成された。あとは帰って柚比坂にケーキを作ってもらうだけだ。

「ヨシュア様、こんなにあるんですから、お一ついかがですか？」

　そう言って、シェリスがもぎたての桃を一つ、俺に差し出した。

「ありがとう」

　受け取って見やれば、柚比坂もティーナもさっそく桃を囓かじっていた。柚比坂はこれから料理に使う材料の味を見ているのだろうが、ティーナは食欲の赴くままに行動しているだけだと思う。

「持って帰る桃は、ティーナには持たせない方がよさそうだな……」

「同感ですわ」

　シェリスは露骨な苦笑いでうなずいた。

「それにしても、シェリスは気が利くな。いいお嫁さんになるんじゃないか」

「え」

　湯気が出そうなほど真っ赤に染まったシェリスの顔を見て、しまった、と思った。

　ジャラッと鉄球の鎖くさりが音を立てる。

　慌あわてて逃げようとして、ティーナが捨てた桃の皮を踏んでずるりと滑った。このときほど、ゴミはゴミ箱へ、という社会常識が大切だと思ったことはない。

　そして案の定、

「いやですわ────っ！」

　シェリスのトゲトゲ鉄球は俺おれを直撃し、あまつさえ俺の身体からだごとダンジョンの壁をも強打して、苦しむ間もなく俺をあの世へと送ってくださった。

　ごめん、曾ひいお祖ば母あちゃん、また来ちゃった。




　ティーナに魔法で生き返らせてもらった俺を見て、柚ゆ比び坂さかはしゃがみ込んで、わざわざ言こと霊だまの首くび飾かざりを外して地面に置き、天使のような笑顔のままで、

「自分からあんなこと言うなんて、馬鹿じゃないの？　学習能力がないの？」

　と横になった俺の顔を覗のぞき込みながら冷たく言った。

　わかってるよ、自分でもそう思ってるよ！　っつーか、わざわざ二人にわからないように首飾りを外してまで言わなくてもいいじゃねえか。

　ちなみにシェリスは相変わらずひたすら謝っており、ティーナは桃を食べている。

　とにもかくにも起き上がろうと床に手をついて、手の感触に違和感を憶おぼえた。

　天然の洞どう窟くつのようなダンジョンを進んできたはずなのに、完全に加工された石の手触りだったから。よく見れば、床だけではなく、壁にも天井にも、びっしりと片手剣のレリーフが施ほどこされた広い空間だった。そんなところに、俺は倒れていたのだ。

「なんだよ、ここ……？」

　そう呟つぶやいた俺に、ティーナが壁の一画を指さした。

　その指の先では、壁に大穴が空いていて、その向こうには見覚えのある夏の洞窟の桃の木が見えていた。立ち上がり、その大穴まで歩み寄って、まじまじと観かん察さつする。

　厚さが二メートル以上ありそうな岩の壁に、屋敷の玄関のドアより大きな、俺が身をかがめることなく通れるほどの大穴が空いている。

「これを、シェリスがやったのか？　さっきの一撃で、俺ごとこの岩壁を？」

　柚比坂とティーナがうなずき、シェリスはまた涙目で「ごめんなさい」を繰り返した。

　なんて威い力りよくだ。そりゃあ俺なんか簡単に死ぬはずだ。

　驚いた。そして、確信する。

「やっぱり、俺は間違ってなかったな……。シェリスは落ちこぼれなんかじゃねえよ。一流……いや、超一流だ。もちろん、ティーナもな」

　ぽかん、とした顔でシェリスとティーナが俺を見つめていた。

「なあ、ティーナ。シェリスの命中を補正できるような魔法は覚えてないのか？」

　ティーナは首を横に振った。

「考えたこともない。それに、攻撃魔法を使った方が……」

「魔法使いは砲台じゃないんだぜ。むしろ、全体に効果を及ぼすのが大前提なら、攻撃魔法より支援魔法をメインに覚えるべきだ。何しろ一流の三倍以上の出力で魔法を使えるんだ、敵より味方が受ける恩おん恵けいが多くなるように状況をコントロールできれば、ティーナは戦局をひっくり返す切り札にだってなり得る」

「でも、支援役ではいつまで経たっても功こう績せきは……」

　渋るティーナに歩み寄って、俺おれはガッチリと両肩を摑つかみ、真まっ直すぐに目を見た。

　ティーナの手から、ぽろりと桃が落ちてレリーフの床を転がった。

「頼む。騙だまされたと思って、覚えてみてくれ。っていうか、覚えなきゃダメだ！　ボス戦なんて、いかに味方を強化するかが勝負だろ!?　相手が強ければ強いほど、補助魔法が鍵かぎを握にぎるんだ！　超凄すごい攻撃魔法しか使えない魔法使いと、攻撃はそこそこでも、ちゃんと補助魔法が使える魔法使いなら、俺はそこそこを選ぶぜ。でもな、ティーナは超凄い補助魔法の使い手にだってなれるんだよ！　他の魔法使いじゃシェリスの命中率を底上げしきれないかもしれない。でも、ティーナの強力な魔法ならきっとそれができる！　ティーナになら、ティーナにだけは、あの壁をぶち破るシェリスの攻撃力を活いかせるんだよ！　ああ、ナイス俺！　ティーナを選んで良かった……！」

「よ、ヨシュア殿どのがそこまで言うのなら……」

　珍しくティーナが顔を真っ赤にしてうつむき、消え入りそうな声で言った。

「わかってくれたか！　いや、すげえ助かる！」

　と、その瞬間、

「ヨシュア様っ、ティーナと、ち、ちち近すぎですわっ！　離れてくださいですのっ！」

　そう叫んだシェリスにどん、と突き飛ばされた。

　小柄ながら、シェリスはあの鉄球を軽々と振り回す怪力娘なわけで。そして当然、突き飛ばす力も相当なわけで。

「うわっ」

「きゃっ」

　俺はあっさりと吹っ飛ばされて、柚ゆ比び坂さかにぶつかった。

　より正確には、俺の顔が、柚比坂のビキニアーマー着用によって露あらわになった絹きぬのようななめらかな肌と、大ボリュームの双丘が織おりなす超絶景な谷間に、すっぽりと収まった。

　そのままゴロゴロと二人もつれて転がったけれど、あまりにフィットしすぎた俺の頭は柚比坂の胸の谷間から一ミリたりともズレることはなかった。

　ひゃっほう、二回目ですこの柔らかさ。しかも、今回は素肌的な割合が大幅アップで、何このしっとりすべすべなむにむに感。

　だが、俺はその桃とう源げん郷きようから桃源郷自身の手によって引き剝はがされ、亜光速の体さばきでマウントポジションを取られていた。

「し、志し度ど君、いくらなんでも今のはないと思うわ」

　綺き麗れいな方の天使の笑顔から、恐るべき怒りのオーラが立ち上っている気がした。

「いや、ちょ、確かにすまないと思うが、事故だろ!?　今のは！　っていうか、その格好でこのアングルは色々まずい！」

　下から見上げる柚ゆ比び坂さかの身体からだ──特に胸──は、なんというか、ゴージャスすぎて、見ているだけで顔が熱くなりそうだった。

「なっ……」

　一瞬、柚比坂の顔が真っ赤に染まった。が、顔の赤さはともかく、すぐに鉄壁の天使の笑顔に戻って、

「せめて、もう少し殊勝な発言をするべきではないかしら」

　と腰の剣に手をかけた。

　ああ、また死ぬかも。午前中平へい穏おんだった分、午後に運の悪さが集中しているのか。

　覚悟を決めて、天井を見やる。天井にもやはり様々な片手剣のレリーフが並んでいた。スタンダードなブロードソードやサーベル、片刃のシミターやカットラス、独特の形状のショーテルやフランベルジュ、グラディウスやククリのような変わり種まである。

　そんなレリーフ群を眺ながめながら、断罪のときを待っていたのだが──、

　多人数の足音が聞こえてきて、そちらに目を向けると、二〇人を超える冒険者のご一行様が通路からやって来たところだった。

「おや、救世主殿どの。こんなところで何をしている」

　その一団の先頭にいたのは、大きな盾を持ったドリル髪の委員長だった。

「処刑のときを待ってる、かな」

　俺おれの返答に委員長が首を傾かしげた。

　柚比坂はそそくさと俺の上から退き、あまつさえ俺の手を取って助け起こしながら、

「ちょっと戦い方についての議論が白熱してしまっただけよ。そうよね、志し度ど君？」

　と微笑ほほえんだ。

「あ、ああ、そういうことらしいぜ」

「なるほど。熱心なのはいいが、こんな危険な場所で迂う闊かつなことはしない方がいい」

「危険？　そういえば、なんで委員長たちがこんなとこにいるんだ？　ここ、初心者レベルの夏の洞どう窟くつだろ？」

「何を言っている。ここは未み踏とう破はのダンジョンだぞ。この場所は『剣の広間』、この奥には『槍やりの広間』があることまで確認してきた。おそらく、さらに奥に『斧おのの広間』がある」

「え、それって……」

「ああ。ここで剣を持った守護者を倒したし、槍の広間にも槍を持ったモンスターがちらりと見えた。クエストにある、斧の守護者がいるところだと我々は目星をつけている。ちなみに、ここの守護者が持っていた剣は我々が回収した。かなりの逸品だと思う」

「それはよかったな。しかし、なんでそんなところにつながってるんだよ、初心者ダンジョンが……」

　委員長はシェリスの空けた穴から夏の洞どう窟くつ側を覗のぞき込み、

「ふむ、確かにこれは予想外だ。いいショートカットルートができたが、迷い込んだり、こっちのモンスターが夏の洞窟に入り込む危険性もあるな。ちょうど帰るところだ、出たら早々に報告しよう」

「え、帰るのか？　ダメージとか全然なさそうなのに」

「ああ。我々も未み踏とう破はのダンジョンを探索するのは初めての経験だからな。慎重にもなるさ。だからこそ、こうしていくつものパーティと連合を組んでいるのだしな」

　なるほど、二〇人を超える大おお所じよ帯たいは複数のパーティで協力しているからか。

「しかし、さすがは救世主殿どの、見直した」

「は？」

　ここまでの流れのどこに見直す要素があったんだ？

「救世主とあれだけ持ち上げられれば、見み栄えも張りたくなるものだ。しかし、救世主殿はつまらぬ去勢を張ることなく、夏の洞窟で堅実に基き礎そから身に着けようとしている。名を捨てて実を取る、簡単なように見えてなかなかできるものではない」

「いや、お菓子の材料に使う桃を採りにきただけなんだが」

「ははは、そういうことにしておこう。だが、救世主殿たちも我々と帰った方がいい。最前線のダンジョンとつながってしまったとなれば、夏の洞窟も初心者用とは言えなくなってしまった」

「確かにそうだな」

　まあ、目的の桃はもう確保したのだから、さっさと帰るべきだろう。
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　屋敷に戻るなり、柚ゆ比び坂さかはエプロンを着けて厨ちゆう房ぼうに入った。手伝いは無用だと言うので、見学という名目で俺おれたちも厨房に入ったのだが……なんというか、例のビキニアーマーの上にエプロンというのは、微妙に裸エプロンっぽく見えてしまって、それはそれで目の遣やり場ばに困るのだった。

　そして、そのちょっとエロく見える気がする格好だけではなく、どうにも手際よく料理をする女の子の姿というのは、男の心を直撃して止やまない。なぜだろう。やはり、家庭的な面が見られるとか、もっと言えば新婚とかを連想させるからなのだろうか。

　ううっ、そんなことを考えていたらますますドキドキしてきた。

　妙な気分になっている俺のことなどお構いなしに、柚比坂はカットした桃と砂さ糖とうを鍋なべにかけジャムを作りながら、同時進行でボウルに薄はく力りき粉こと砂糖、すり下ろした桃を入れ、ホイッパーで混ぜ始めた。そこに溶き卵を一度に加え、ゆっくり混ぜ、さらに牛乳を少しずつ加えながら混ぜていく。ボウルの中身がなめらかになってきたところで、溶かしたバターやら何やらを加え、また混ぜて、今度はこし器でこしていく。

「それが生き地じか？　ええと、ケーキってことはオーブンで焼くんだよな？」

「違うわよ」

　こした生地をボウルごと冷蔵庫に入れながら、柚ゆ比び坂さかはあっさりと否定した。

「あれ……？」

　首を傾かしげた俺おれに、柚比坂は笑いながら、

「ショートケーキを作ろうとは思っていたのだけれど、生クリームの固さが読めないから予定を変更したの。果汁やピューレを砂さ糖とうの代わりに使うと、少し緩くなってしまいそうだもの。クリームの甘さと固さのバランスが読めない以上、デコレーションが不安すぎて試作なしでは怖くて作れないわよ」

「そういうもんか」

「ええ。だから、別のケーキを作るわ。生地は少し冷蔵庫で寝かせるわね」

　そして、生地を寝かせている間に柚比坂はジャムを丁てい寧ねいに仕上げた。その後、冷蔵庫から生地を取り出してフライパンを火にかけバターを投入する。

　そのフライパンの上にお玉で生地をひとすくい分入れて、薄く均一に伸ばして焼いていく。フライパンの中で、生地はすぐに丸く薄く固まった。甘い生地とバターが焼けるいい匂においが厨ちゆう房ぼう内に満ちていく。

　柚比坂は焼けた生地をすぐに皿に移し、また同じように薄く生地を焼き始めた。

　ああ、なんとなくだけど、柚比坂が作ろうとしているものがわかった気がする。

　柚比坂は何度も薄い生地を焼く作業を繰り返し、ボウルの中身がなくなるまでで約二〇枚ほどができあがった。

「じゃあ、次は生クリームね。今回作ってみて、手て応ごたえ次第でショートケーキにもチャレンジするわ」

　柚比坂は大小二つのボウルを取り出し、大きい方に氷と水を入れ、小さい方にクリームと砂糖と桃の果汁を加えて、氷水を入れた大きいボウルに重ねて冷やしながらクリームを混ぜていく。

　しかしまあ、なんと手慣れたことか。柚比坂の動きには一切の迷いがない。

　柚比坂は薄く焼いた生地を一枚大皿の上に乗せて、その上にクリームを薄く塗り、さらにその上にジャムを塗った。ジャムの上に生地を、その生地の上にクリームを……と、ひたすらにその作業を繰り返していく。すべてを重ね終えて、見事にホールのミルクレープができあがった。その上に洗ったボウルを被かぶせて、柚比坂は冷蔵庫に入れた。

「しばらく冷やせば完成よ」

　そうして待つ間に、柚比坂は冷蔵庫から何やら容器を取り出し、

「これは色々使えると思って昨日蜂はち蜜みつに漬けておいたレモンの輪切りよ。本当はもう二、三日漬けておきたいのだけど」

　と説明しながら、そこから蜂蜜を少量取り出し小こ鍋なべに入れた。さらにその小鍋に、真新しいレモンを一つ持ってきて真っ二つに切り、果汁を搾ってそれも小鍋に投入、混ぜながら弱火で煮詰め始めた。

　そして片付けも一段落して、柚ゆ比び坂さかは冷蔵庫から取り出したミルクレープに温めた包丁を入れ、八等分にした。切り口は測ったように均一な美しい層になっている。

　それを皿にとりわけ、ちょこんと桃のジャムを載せて、最後に蜂はち蜜みつとレモンで作ったソースを皿に模も様ようを描くようにかけて、柚比坂は微笑ほほえんだ。

「桃のミルクレープ、完成よ」




　食堂へと移動して、夕方のお茶会となった。

　それぞれの目の前には、温かいお茶と、二きれのミルクレープ。白い皿の上、ミルクレープを囲むように描かれた蜂蜜レモンのソースの幾き何か学がく模様が美しい。

　すでにティーナはよだれを零こぼさんばかりで、シェリスもキラキラした目で見つめていた。

「ヨシュア様とアンナ様の世界の食べ物って、なんていうか、その、可愛かわいくてオシャレですのね。こんなふうにソースで模様を描くなんて、考えもちませんでしたわ」

「ケーキなんかは特にそう見えるかもしれないわね。こっちのお料理は、豪ごう快かいというか、さすが冒険者の世界という感じだものね」

　確かに、これまで食べてきたものを思い返すと、ボリューム重視というか、いかにもパワーがつきそう、という料理が多かった気はする。デザートやお菓子も、もちろん生クリームなどを使っているものもあるのだが、綺き麗れいに飾っているというより添えてあるという感じだった。

「まあ、俺おれらの世界にも、豪快だったり荒っぽかったりする料理はたくさんあるけどな」

「なんだかわたくちたちの世界にはないのにそっちにはあるって、ずるいですわ」

「俺らの世界には壁がないからなあ。国や地域によって料理にも特色が出るんだよ」

「ふええ、想像もできませんわ……。ところでヨシュア様、『くに』ってなんですの？」

「え？　なんで『国』が翻ほん訳やくされないんだ？」

「もしかして、こっちには国の概がい念ねんがないんじゃないかしら」

「あ、そうか！　なるほど、街イコール世界だもんな……！」

　他の国がなければ、区別する必要がないのだから、国という概念は必要ない。もしかしたら、この世界を指しての『街』という表現でさえも、俺や柚比坂の認識とシェリスやティーナの認識との間には微妙なズレがあるのかもしれない。

「そんなことより、この美お味いしそうなものを早く食べるべき」

　思わず苦笑した。ティーナの食欲にかかれば、どんな話題も「そんなこと」で済まされてしまうに違いない。

「そうね。せっかくだから、続きは食べながらにしましょう？」

　いただきます、と全員で言って、まず俺と柚比坂がフォークでミルクレープの尖とがった先せん端たん部分を一口分切り崩して、蜂蜜レモンソースをつけて口に運んだ。シェリスが俺たちの食べ方を見て、少しぎこちなく真ま似ねして一口。真似したところまでは同様だったティーナは、一口で一きれの半分以上を口の中に押し込んでいた。

「お、美う味まい」

　生き地じは薄いのにふんわりとした食感があって、なめらかな生クリームの控えめな甘さと、強めの桃の甘さと香りを、ソースの爽さわやかな酸味が上手に引き締めている。

「やっぱり桃の味が強くなるわね」

　そりゃあ、生地もクリームも桃が入っている上に、ジャムまで使ってるんだから、そうならない方がどうかしている。というか、こんだけ美お味いしくて出来に満足してないのか。

　一方、シェリスは、

「美味しーですわ───────っ！」

　と立ち上がりながら叫び、ティーナはもぐもぐしながら何度も激しくうなずいていた。

「ありがとう、そう言ってもらえると嬉うれしいわ」

「こ、こんなに可愛かわいくて美味しいなんて……わたくちたちの世界は、完全にヨシュア様とアンナ様の世界に敗北を喫きつしまちたわ……」

「いや、そんな大おお袈げ裟さな」

「そうよ。単に方向性が違うだけだもの」

「だって、こっちのお菓子は固くて地味な焼き菓子が大半なんですもの……」

「そういやそうかもな。ナッツ系を使ってるのが多いって印象かなあ。少なくとも、ティーナがこれまで食べてたものを見る限りでは」

「そうね。きっと、それも冒険主体の工く夫ふうなのよ。クッキーやビスケットのような焼き菓子は持ち運びが楽だし、ナッツを使うのも手軽にカロリーを摂取できるように考えてあるんじゃないかしら」

　なるほど。ソースやクリームを多用したお菓子では、冒険中にグチャグチャになってしまいそうだ。お菓子にまで冒険が密着しているとは、恐るべしゲームガルド。

「やっぱり、ゲームガルドには改革が必要ですわ……！　そう、女の子の、女の子による、女の子のためのスイーツ革命が！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて、一六歳の少女が改革の野望に燃えていた。

「そしたら、お姉様と一緒に美味しいケーキを食べることができますわ！　えへへ」

　訂正、萌もえていた。

「応援する」

　そう言ってシェリスの肩を叩たたいたティーナは、すでに綺き麗れいにミルクレープを平らげてしまっていた。
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『火の月四八日

　武器防具を買ったり、ダンジョンに桃を採りに行くなど、今日は初めて冒険者っぽいことをした。

（中略）

　シェリスとティーナは、夕食後、ずいぶん遅くまで話し合っていたようだ。もしかしたら、夏の洞どう窟くつで話した、魔法で命中を強化するコンビネーションについて相談してくれていたのかもしれない。

　だんだんパーティらしくなってきたが、そのコンビネーションが成立したら一番役に立たないのは俺おれだな。……それはそれで情けない話だ。』
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　夜中、ふとトイレに起きて、窓の外に人影を見つけた。

　誰だ……？

　目を凝らすと、それは買ったばかりの剣を庭で振るっている柚ゆ比び坂さかだった。ひたすらに、授業で学院長から教わった基本の型を繰り返している。

　俺が窓を開けても、それにすら気付かない打ち込みようだった。

　これが優等生の正体か。

　きっと、こちらの世界に来る前からそうだったのだろう。言っていたじゃないか、優等生をやっているのだ、と。












　そのために、誰にも見えないところで、こうやって人知れず勉強なり練習なりを繰り返してきたのだ。俺おれがゲームをやっている間も、ずっと。

　今日のケーキ作りだって、センスもあるのだろうが、明らかに繰り返し繰り返し作業をこなしてきた者の動きだったように思える。

　だとしたら、ゲーマーなんて、と言われてしまうのも仕方がないように思えた。

「瑠る加か……」

　肩で息をしながら、ふと手を止めた柚ゆ比び坂さかが呟つぶやいた。

「必ず帰るからね、瑠加」

　その呟きは、決意と言うより、泣き声のような悲ひ愴そう感をもって俺の耳に届いた。

　瑠加、というのは確か妹の名前だ。

　真ま理り亜あ──。

　柚比坂の声に触発されて、俺の脳のう裏りにも妹の顔が浮かぶ。

　いきなりゲーム中に消失したのだ。心配しているだろうし、もしかしたら怯おびえているかもしれない。

　帰らなければ。そう、強く思った。

　帰らなければならないのだ。俺も、柚比坂も。

　そう決意して、俺は柚比坂の特訓の邪じや魔まをしないよう、そっと窓を閉めた。





第六章▼　クエスト攻略の鍵




　それから数日経たった日の午後、俺は三回死んだ。

　重傷を負うこと一二回、軽傷はおそらく五〇を超えている。

「保健室に行けば魔法で治してもらえるっていっても、もう少し加減ってもんがあるんじゃねえのかなあ」

「うるさいわね。こっちにだって上手に手加減できるほどの腕前はないのよ」

「まあ、俺が弱いのが悪いんだけどさ、お前、ちょっと俺の死に慣れすぎじゃねえ？」

　武器防具を買って以降、俺と柚比坂は午後は自主訓くん練れんに充あてている。初心者同士、早く腕を上げようという目もく論ろ見みだが、日を追うごとに俺と柚比坂の実力差は開く一方だった。

　しかも、二人きりの特訓で綺き麗れいな方の柚比坂がなりを潜めれば、この女は一切の容よう赦しやがない。

「じゃあ死なないようにすればいいじゃない」

「ただでさえそっちの剣より俺の短剣の方が間合いが短いのに、衝しよう撃げき波や魔法まで駆く使しされたんじゃ近づくこともままならねえよ。いったいどうなってるんだ、お前の能力値は」

「危機感が足りないわね。本気で帰りたいと思ってる、なんて、口先だけなの？」

「んなわけねえだろ」

「だったら、少しは悔しいとくらい思いなさいよ！　上達どころか、スキルの一つ、魔法の一つも覚えられないなんて！」

　ブチン、と柚ゆ比び坂さかの堪かん忍にん袋ぶくろの緒お的な何かが切れる音を聞いた気がした。それはたぶん、俺おれに腹を立てたのは間違いないのだろうが、ずっと溜ため込んできたモノが溢あふれ出した、という感じだった。

「わかってるよ、自分が情けないことくらい。そりゃあ、お前が努力の人なのは認めるよ。でもな、お前は同時に天才でもあるんだよ。いや、恐ろしく器用、とでも言った方が正確かもしれないけどな。そんなお前を基き準じゆんにされたら、凡人はたまったもんじゃねえよ」

「わかってないわ。私が言っているのは、上達したかしないかじゃないの。上達しようという意志が見られない、って言っているのよ。私より劣っていることを知りながら、授業以外で武器の素振りの一回でもしたの？　してないわよね。桃を採りに行ったときもそうよ。慎重論と言えば聞こえはいいけれど、臆おく病びよう風に吹かれているようにしか見えないわ。そもそも冒険なんだから、多少のリスクはあって当たり前でしょう？　それがない環境でぬくぬく練習ばかりやっていたって、成長なんかできるはずがないのよ」

「……」

　言い返すことができなかった。

　柚比坂が俺より努力しているのは間違いない。

　夜中、一人で黙々と剣を振る姿を見てしまったのだから、疑う余地はない。

　失望させてしまったのだろう、と思うと凹へこむが、しかし、柚比坂の言うように、ゲームガルドに来てまだ一週間弱なのだ。たったそれだけの期間で武器の扱あつかいや魔法を習得しろとか、凡人にはハードルが高すぎる。

　……それもまあ、言い訳かもな。

　そう思って、俺は大きなため息をついた。

　柚比坂が何かを言いかける。

　が、柚比坂が言葉を発するより先に、保健室で勤きん務むしている魔法使いたちが大おお慌あわてで通りかかった。

　そのあまりの慌てぶりに、

「何かあったんですか？」

　と柚比坂が尋ねる。言うまでもなく、俺を罵ば倒とうしていた綺き麗れいじゃない方の顔とは一八〇度違う優等生の顔で。

「救急要よう請せいですよ！　聖なる盾隊を始め、いくつものパーティが連合して『斧おのの広間の守護者』に挑んで、返り討うちに遭って逃げてきたんです！」

「え──？」

「医療機関のスタッフだけじゃ手が回らないからって、私たちにも声がかかったの」

「急いでますので、失礼！　保健室を空けますから、今日はもうこれ以上死んだり怪け我がをしたりしないでくださいねっ！」

　そのまま、保健室の魔法使いたちは廊ろう下かを走って行ってしまった。

　委員長たちが──最強の連合パーティが、負けた……？

　それは、俺おれたちに衝しよう撃げきを与えるのに充分な言葉だった。

「おい。これはまずいかもしれないな」

「……」

　柚ゆ比び坂さかは何も言わずに、唇くちびるを嚙かんでいた。

　最強が敗れた、という事実はすぐに街中に伝わり、挑戦への躊ちゆう躇ちよをもたらすだろう。

　クエストを解くことに挑戦する冒険者が減れば、当然、やってくるのは停滞だ。

　そして停滞が意味するのは、塔への到達──俺たちが帰るまでの期間が無期限に延長される、という絶望的な事実だ。あの委員長が簡単にあきらめるとも思えないが、挑む者が減れば減っただけ、ボス攻略に欠かせない情報が集まるスピードは落ちていく。

　では、どうするか。

　そもそも、俺たちにどうにかできるのだろうか。

「……大一番に、安あん易いに寄せ集めの連合なんて組むからそうなるのよ……！」

　柚比坂は吐き捨てるように言って、ただ保健室の魔法使いたちが走り去っていった方を睨にらんでいた。

　どういう意味だろう？

　気にはなったが、とにかく、すぐにでも動いた方がいい。俺たち自身が倒すことはできなかったとしても、情報の収集や分析くらいならやれるはずだ。

「特訓はもう終わりね。今日はもう死ねないそうだし。……それ以前に、やる気のない人とやっても意味なんかないことがよくわかったわ」

　冷淡に言って、柚比坂は剣を鞘さやに納めると足早に去って行った。

　残された俺はため息をつきつつも、俺なりに打てる手を打とうとその場を後にした。
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　人に尋ねながら、聖なる盾隊が運び込まれたという医療機関へとやってきた。途中でお決まりの運の悪さで三回転んで二回頭を打ち、やはり二回側そつ溝こうに踏み込んだが、この際それは置いておく。

　そこは個人開業の医院とは違い、街が直接運営している冒険者を最優先で治療する施し設せつなのだという。いうまでもなく、この世界においては最も優秀なスタッフと、最先せん端たんの器具が揃そろう最強の総合病院だ。

　その医療機関へと足を踏み入れると、入ってすぐの広い待合室で見知った顔を見つけた。

「委員長！」

　駆け寄ってみると、いつもの大盾はどこにも見当たらず、腕や脚など何カ所かには痛々しく包帯が巻いてあった。

「大丈夫なのか!?」

「ああ、救世主殿どのか。見ての通り、コテンパンにやられたが無事だ。幸い、誰も死んではいない。かなり酷ひどい傷を負った者もいたが、そういう連中から優先で回復魔法をかけているだろうし、蘇そ生せいに支障を来すこともないだろう。私も魔法は使い果たしてしまったが、このくらいの傷なら明日には自分で治癒できる」

「そうか、それを聞いてホッとした」

「それで？　単にお見舞いに来てくれたわけではないのだろう？」

「お見通しか」

　なんとなくバツが悪くなって、俺おれは目を逸そらして頭を搔かいた。しかし、きちんと委員長に向き直り、真まっ直すぐに目を見て、

「いや、こんなタイミングで申し訳ないんだが、『斧おのの守護者』との戦いがどんなだったか、教えてほしいんだ。『斧の守護者』がどんな攻撃をしてくるのか、どんなスキルや魔法を使うのか、どんな特徴があるのか、なるべく詳しく教えてほしい」

　と俺は頭を下げた。

　委員長は大声で笑い出して、

「わかった、しかしここではなんだから、場所を変えよう」

　と歩き出した。

　近くの飲食店に入り、向かい合うように席に着いて、適当に飲みものを頼んだ。

「それにしても、なんで笑い出したんだ？　俺は真面目まじめに頼んでただけなのに」

「だからさ。自分で言うのもなんだが、私たちの『聖なる盾隊』を始め、今回挑んだのはトップクラスのパーティによる連合だった。それが大敗北を喫きつしたとなれば、怖おじ気けづくのが普通だ。なのに、救世主殿は微み塵じんも怯おびえた様子がない。それどころか、やる気に満ちた目で情報を寄よ越こせという。まったく、さすがとしか言いようがないじゃないか」

「いや、自分で行く気は今のところ全然ないんだが」

「ふふ、謙けん遜そんか。まあ、そういうことにしておこう。だが、手て強ごわいぞ。正直、一緒に挑んだ面々はしばらく冒険には出られないだろう。怪け我がの問題じゃなく、心の問題で」

「そんなにヤバい相手だったのか……？」

　委員長は真面目な顔で深くうなずいた。

「まず戦せん斧ぷの攻撃力が恐ろしく高い。私の自じ慢まんの盾もベコベコにされてしまったよ。戻ってすぐになじみの鍛か冶じ屋やに修理に出したが、直るまで数日かかると言われてしまった」

「うへえ、そりゃ怖い。防ぼう御ぎよのエキスパートが言うんだから相当なんだろうな」

「攻撃のパターン自体は単調なのだがな。広間から出てしまえば追っても来ないし、動くことさえやめてしまう。だから、逃げること自体は難しくない。しかし、やっかいなのは、一切の攻撃が効いているように思えなかったことだ」

「え？　一切……？」

「ああ。さすがに未知の相手だ、どんな攻撃が有効かわからない以上、攻撃の手段は多彩な方がいい。そういう思おも惑わくもあって、大おお所じよ帯たいで連合を組んだのさ」

「なるほど、色々試すなら人手は多い方がいいか。理に適かなってる」

「だが、物理攻撃は剣や斧おのの斬ざん撃げき、槍やりの刺し突とつ、メイスやハンマーの打撃、魔法は六系統すべてを試してみたが、ヤツはたじろぎさえしなかった。弱体化や精神作用系の魔法もな」

「おいおい、それ、無敵って言わねえか……？」

「だから困り果てているのさ」

　うーん。

「たじろぎすらしない、ってことは、軽減とかじゃなくてダメージを与えられてないのかな。無効化されてるとか……。あ、回復魔法は？　試してみたのか？」

「ああ、もちろんだ。だが、目に見えて効果があったわけではないな。もしかしたら回復はしていたのかもしれないが」

「そもそもダメージが入っていない、か」

「そういうことだ」

　どういうことだろうか。確かに、属性に対する相性が極端な敵、というのはゲームではよくあるパターンだ。しかし、そういうモンスターは、普通は対になる弱点も設定されているものだ。火属性の攻撃は効かないどころか回復してしまうが、水属性には弱くてダメージ倍増、とか。少なくとも、全属性が無効なんて反則だ。くそ、こんなに攻略サイトや攻略本があれば、と強く思ったことはない。

　考え込んでしまった俺おれに、委員長は、

「これも持っていくといい」

　と、折りたたまれた紙を差し出した。

　受け取ってみると、それは方眼紙のようなマス目つきの紙に手書きで作成されたダンジョンのマップだった。

「これって……斧の守護者がいるダンジョンのマップじゃねえか！」

　事細かに、出没するモンスターの傾向、対策などまでが書き込まれている。

「剣の広間と槍の広間にいた守護者のようなモンスターはすでに討とう伐ばつ済ずみだ。斧の広間はそのさらに奥にある。見ての通り一本道だから、偶然の遭遇エンカウントにさえ気をつければ斧の広間まではさほど苦労なくたどり着けるはずだ」

　俺たちのレベルでは、最前線の雑ざ魚ことの遭そう遇ぐうってだけで荷が重い気がするけどな。

「行かねえってば。とりあえず、情報を分析したいだけだよ」

「ならば、その地図も情報の一つとして持っていけばいい」

「……わかった、借りていく。ありがとう」

　なんだかこれ以上はさらなる期待をかけられそうで、二人分の飲みもの代を支払って、俺はそそくさと席を辞すことにしたのだった。





　　　　＊






　委員長と別れて帰途につく頃には、すっかり日も暮れかけていた。

　聖なる盾隊を中心としたトップクラスパーティ連合が破れたというニュースを伝える号外の新聞などをもらいつつ、俺おれが屋敷に戻りブレスレットの鍵かぎで玄関を開けると、待ちかねていたかのようにシェリスとティーナが駆け寄ってきた。

「ヨシュア様！　大変ですの！　これをご覧になってくださいませ！」

　シェリスが俺に見せたのは、俺自身も今持っている号外だった。こちらの世界にも写真の技術はあるようで、号外には大きく『斧おのの守護者』の凶悪な姿が載っていた。

　身の丈三メートルはありそうな、大きな両手持ちの戦せん斧ぷを構えた金色の騎き士しが。全身を覆おおう鎧よろいは、こちらの世界では全然見かけなかったフルプレート・アーマーだ。完全に顔を覆った兜かぶとのスリットから、爛らん々らんと赤く光る眼がん光こうだけが漏れている。

　見た目の印象からして、生きているという感じがしなかった。機械のような、粛しゆく々しゆくと役割をこなす冷徹な感じ。

　委員長に聞いた話を総合すると、さしずめ、生ける鎧リビングアーマーか金属製ゴーレムってところか。

「ああ、俺ももらってきた。委員長にも会ってきたぜ」

　俺の言葉にティーナは激しく食いついて、俺の腕をガシッと摑つかみ、

「ヨシュア殿どの、リムルは無事なのだろうか」

　と心配そうな顔で訊きいた。

「ああ。少し怪け我がはしていたようだが、明日になれば自分の魔法で直せるってさ」

　ティーナがホッとした表情に変わる。何やらあって微妙な仲になってはいても、やはり心配なのだろう。

「柚ゆ比び坂さかは？」

「それが、わたくちたちが帰ってきたときから、ずっと厨ちゆう房ぼうにこもってお料理に打ち込んでいて……」

　困こん惑わくしたように、シェリスが言う。

　なんかやな予感がするな。シェリスの戸と惑まどい具合から察するに、いつもとちょっと感じが違うってことだろ？　それって、機嫌の悪さを料理にぶつけてるとか、そんなパターンじゃねえか……？

　やっぱり、俺のやる気が見えないってキレてたアレが原因か……。

「わかった。とりあえず、様子を見てくるから、二人は……まあ、風呂の準備か何か適当にやっててくれ」

　二人が俺の方を気にしつつも、気を遣ってくれたのか、厨房とは違う方へ姿を消した。

　俺は俺で、

「おーい、柚比坂」

　と厨房へ足を踏み入れる。

　すでに厨房には、仔こ羊ひつじ肉のつくねの串くし焼やきや肉団子の煮込み、ナスとトマトのピラフ、魚の切り身がたっぷり入ったスープなど、ゲームガルドでは定番の料理ができあがって所狭しと並んでおり、まだまだオーブンやコンロの上の鍋なべは何かを美お味いしくするために絶賛稼働中だった。

「あら、志し度ど君、ご飯ならもう少し待って」

　ざくざくと野菜を刻みながら、俺おれに背を向けたまま、柚ゆ比び坂さかは言った。

「いやいや、どんだけ作る気だよ」

「こっちの料理も覚えようと思って練習中なの。大丈夫よ、多少作りすぎてもティーナさんが平らげてくれるわ」

　いやいやいや。多少じゃねえだろ、この量は。

「ってか、シェリスもティーナもいないぜ。本音で話せよ。なんなら首くび飾かざりも外すか？」

「なんの話？」

　野菜を刻む手を止めて、柚比坂は振り返った。綺き麗れいな柚比坂のままで。

　優しげな微笑ほほえみで。

　しかし、違う。

　これは──きっと、いや、間違いなく拒きよ絶ぜつだ。

　もう本音で話すにも値しないってか。

　話すことなんか何もない、と言わんばかりに、柚比坂は俺などいないかのように、また料理に没頭し始めた。

「おい……」

「あとにしてもらえるかしら」

　声は優しいが、振り返りさえしない。

　あー、こりゃあダメだ。少なくとも今は。

　まあ、いい。少なくとも、しばらくは罵ば倒とうされたりダガーを突き付けられたりすることもなく平和に過ごせるだろう。どのみち、ゲームガルドに来なければ、この距離感が本来のあるべき姿だった。柚比坂の本性など、知ることはなかったはずなのだ。

　そう自分に言い聞かせても、心はじわじわと痛みながら沈んでいく気がした。
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　あまりに品数が多い夕食の席で、俺は委員長から聞いてきた敗北のいきさつと、斧おのの守護者のチート気味な無敵ぶりについて三人に話した。

「……というわけで、まあ借りてきた攻略メモ付きの地図なんかもあるんだが、まあそれは置いておくとして、だ。さすがにこのボスの無敵ぶりはヤバい。惜せき敗はいならきっと再チャレンジした誰かが倒すだろうが、糸口さえ摑つかめないとなると、また停滞しそうだ」

「つまり、ヨシュア様はそれを防ぐために挑むおつもりですの？」

「いや、さすがに無策で挑んで勝てる相手じゃないし、策があったって委員長の盾を修理コース送りにするヤツ相手に仕掛けるのは危険すぎる」

　俺おれの言葉に、柚ゆ比び坂さかが小さく、とても小さくため息をついた。シェリスとティーナは気付いていないようだったので、俺も気付かないふりをして話を進める。

「だが、打開策を考えることは無意味じゃない。何か良いアイデアが出たなら委員長や他のパーティと情報を共有するべきだ。俺たちが実力をつけて挑めるようになるまでに委員長たちが決着をつけるなら、それはそれで時間の短縮になる」

「確かに、私たちの手で倒せないのは悔しい。けど、リムルたちが手も足も出なかったのなら、私たちじゃ無理。ヨシュア殿どのの判断は妥だ当とうだと思う」

　ティーナがピラフを搔かき込む手を止めて、ほっぺたにご飯粒をつけたまま言った。

「そうですわね……」

「それで、攻撃が効かないというのはどういうことなのかしら？」

　柚比坂が微笑ほほえみのポーカーフェイスで俺に訊きいた。

「うーん、実際に見たわけじゃないから、推測しか言えないが……少しもダメージが通っていないっぽいから、攻撃力が足りてないってのは考えにくい。そのケースなら、ダメージがちょびっとしか通ってなくて効果的じゃない、って手て応ごたえになるはず。だとすると、魔法かスキルか、なんらかの手段で攻撃を無効化してるって線が濃のう厚こうだと思う」

「どんな魔法で強化しているのかを見み破やぶる魔法も、どんなスキルを使っているのか見破るスキルも存在する。リムルたちがそれを使わなかったとは思えない」

　俺は腕を組んで考え込んだ。

　もっともな話だ。

　委員長も色々試したと言っていたのだし、魔法やスキルで防いでいたのであれば気がついただろう。少なくとも、その可能性を疑い、調べたはずだ。

　その上で『固い』を通り越して『効かない』ほどパラメータに差があるとなると、ゲームとして考えた場合、バランスが悪すぎる。

「だとしたら、パターン的には問題なのは戦力差じゃないな……」

　負け確定のイベント戦闘とか。しかし、それなら、このあと何か倒すための糸口が提示されるとかがあって然しかるべきだが……、そういう何かがあったという話もない。

　停滞させてはいけない。

　しかし、事態は確実にそちらに向かっているように思える。

　帰りたいのに。

　真ま理り亜あも、柚比坂の妹も、待っているはずなのに。

「志し度ど君、こういう場合、ゲームでは他にどういう解決法が考えられるの？」

　考え込んでいるところで、柚比坂に訊かれた。

「え？」

「さっきの口ぶりからすれば、ゲームではこういう展開、わりとあるんでしょう？　魔法やスキルで無効化されているのでないとしたら、どういう可能性があるのかしら」

「そうだな。戦闘力や戦略に不足がないなら、シナリオで一度負けることが確定している場合がある。一度手も足も出ずにやられて、情報を得て無敵状態をどうにかするために色々やるわけだ。特別な武器を手に入れるとか、ボスの力の源を潰つぶしていくとかな。でも、そのヒントがないとなると──いや、もしかしたら」

　特別な武器。

　そっと、腰に吊つったダガーに手をやった。

　そんな俺おれの様子を目にしたシェリスが、

「確かに、聖なるダガーは特別な武器ですわ！」

　と叫んだ。

　全員の目が、俺に──というか、俺の腰のダガーに集まる。

「まあ、可能性はあるけどな」

　イベントで手に入れたアイテムを次のイベントで使う、という流れはお約束だ。というより、普通は必要なものだから入手させるのだ。

　手に入れろ、と言っておいて、いざ入手したアイテムを使わない、というのは考えにくい。それでも、何かしらヒントがあるのが普通ではあるが。

「しかし、微妙だな。今のところは消去法でこれくらいしか可能性が思い当たらない、って感じだが……でも、ヒントが何もない以上、このダガーが斧おのの守護者に効くかどうか、試してみる価値はあるか」

　根こん拠きよはない。勘かんだ。が、現状では勘に頼らざるを得ない。

「どうしますの？」

　真まっ直すぐに俺の目を見て、シェリスが言った。

　言うまでもなく、「どうする？」とは、今後俺たちのパーティがどう行動するか、という意味の問いだろう。

　停滞へ向かう流れは阻そ止ししたい。

　しかし、今の戦力で斧の守護者に挑むのは──というより、ダンジョンに向かうこと自体、慎重派の俺としてはありえない選択だった。

「俺たちがそれを試せるレベルになるには時間がかかりすぎるな……。委員長たちに頼もう。効かなかったとしても、このダガーは何かしらの役割があるはずだ。きちんと持ち帰ってくれるパーティに託たくすべきだ」

「確実性も保証できない思いつきのために、他人を危険な敵のところへ行かせるの？」

　優しい口調のままで、しかしハッキリと柚ゆ比び坂さかが言った。

「しかも、委員長さんの盾は修理中なのでしょう？　修理待ちの日数を無む為いに過ごすくらいなら、私たちの手で検証するべきだと思うわ」

「だめだ。どう考えても、今の俺たちじゃ危険すぎる。俺たちのレベルアップの方が、盾の修理より時間がかかるだろ」

　ノータイムで、俺は首を横に振った。

「何も討とう伐ばつしようとは言っていないわ。効果を試す検証をしようと言っているのよ」

「それすら危険だって言ってるんだよ。焦あせる気持ちはわかるが、命をチップに一か八かの賭かけに出るなんてありえねえよ」

「……」

　穏おだやかな顔のまま、しかし、柚ゆ比び坂さかは髪の毛を指でくるくるやりながら、俺おれを冷たい視線で睨にらんできた。笑顔の下の不ふ機き嫌げんさが透けて見えて、とても気まずい。

　可能性があるなら試してみる、がゲーム攻略としては正しい姿勢だ。そういう意味では、柚比坂はとても正しい。

　ＲＰＧの中には、最近はめっきり減ったが、『初しよ見けんのボスは死んで当然』と言われるくらい難なん易い度どの高いものも存在する。全滅を前提で戦いを挑み、ボスの弱点や行動パターンなどを探り、何度も全滅と試し行こう錯さく誤ごを重ねて攻略していくのだ。

　しかし、セーブポイントもリセットもない現実では、試すのだって簡単ではない。ゲームオーバーになってしまったら、全滅して蘇そ生せい不可能になってしまったら、コンティニューどころかニューゲームさえも選べないのだから。

　可能な限り安全策をとる。その俺の攻略のやり方は、間違っていないはずだ。

「柚比坂には悪いが、ここは聖なるダガーの所有者として強権を発動させてもらう。こいつの使い途みちは俺が決める。明日、委員長に事情を話して預けてくるつもりだ」

　強引に、俺はそう言って話を終わらせた。柚比坂に変な気を起こさせないためにも、それがベストの選択だと思ったから。
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『火の月五三日

　今日も特訓で何度も死んだ。まったく成長のない俺はなんとかならんのか。おかげで柚比坂ともギクシャクするし、いいところまったくなしだ。

（中略）

　今日最大のニュースと言えば委員長たちの大敗北だ。

　ある意味、委員長たちのパーティを選ばなかったのは正解だったかもしれない。

　おそらく、死者が出なかったのは委員長が盾をベコベコにされてまで味方の撤てつ退たいを支えたからだろう。そんなギリギリの戦いに俺たちのような初心者がいて、守ってもらわなければならなかったとしたら、きっと事態は変わっていたはずだ。もちろん、悪い方へ。

　もし、の話をしても仕方がないが、その場で死んで回収できない者も出たかもしれない。それが俺か柚比坂だったかもしれないのだ。

　いずれにしても、明日は委員長にダガーを預けに行こう。このダガーが読み通りに効果を発揮してくれるといいのだが。』





第七章▼　ゲーマーが皆を集めて「さて」と言う




「お早はよう、志し度ど君」

　朝だ。

　柚ゆ比び坂さかの手によってカーテンが開けられた窓から、眩まぶしい朝日が我が物顔で入り込んできて部屋中を照らし出す。

「……どういう風の吹き回しだ？」

　寝ねぼけ眼まなこをこすりながらベッドの上で上体を起こし、俺おれは訊きいた。

「休日だからって寝坊させないために起こしにきたのよ。特に志度君は、日本では不規則な生活をしていたのでしょう？」

　大きなお世話だ。っつーか、鉄壁の綺き麗れいな方を維持したまま、腹を立てているであろう俺を起こしにくることまでやるんだから、この女の猫かぶりには恐れ入る。

「いい加減、機嫌を直してくんないか？」

「あら、私の機嫌、悪いように見える？　そうそう、朝ご飯、できているわよ」

　にっこりと微笑ほほえみながらそう言い残して、柚比坂は俺の部屋から出て行った。

　機嫌が悪いように見えないから問題なんだ。っていうか、なんだこの針のむしろ感。

　こっちの柚比坂こそ、俺の理想なはずなのに。罵ば倒とうされることも、刃物を突き付けられることも、きつい正論で糾きゆう弾だんされることもなく、いつも笑顔でいつも優しい、そっちの方がいいに決まっているのに。

　なのに。

　この上うわ辺べだけの優しさがもたらす距離感が、なんだか辛つらい。

　くそ、ツンとデレが真逆とか、なんなんだよお前は。
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　朝食後、ティーナに委員長の家──より正確には、聖なる盾隊の拠きよ点てん──への行き方を訊き、さっそく屋敷を出た。出た後しばらくして「借りた地図も持ってくれば返せたのに」と気がついたが、まあ、急ぐわけでもないし、とそのまま委員長の家に向かう。いずれ、学院で返せばいいだろう。

　委員長の家のドアを叩たたくと、他の仲間の目もあるから、と近くの店へと案内された。

「とにかく、何か食べながらにしよう。ここは肉料理が美う味まい」

　委員長は店員を呼び、手早く何品かの料理を注文した。

「勝手に頼んでしまったが、よかっただろうか」

「おう、問題ない。俺は朝飯は食ってきたが、委員長はまだだったのか」

「いや、食べてきたが」

「はあ？　え、でも、今、かなりガッツリ系の注文をしなかったか……？」

「まあ、細かいことは気にするな」

　さすがはティーナの元親友ということか。

「それより本題なんだが、俺おれの頼みを聞いてくれないか」

　単刀直入に頼むと、委員長は不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「それは内容にもよるが」

「図ずう々ずうしいことは百も承知なんだが、まあ、聞いてくれ」

　俺は包み隠さずに、聖なるダガーならば効くかもしれない、という推すい論ろんの話をした。

「なるほど。私には救世主殿どのの考えをすべては理解できないが、有効な手段を探すために色々試してみる必要がある、という点では同意する」

「だろ」

「だが、救世主殿のパーティでやる、という選択肢もあるだろう」

「いや、ないな。今、シェリスとティーナには魔法で命中精度を高めた鉄球攻撃のコンビネーションを練習してもらっているが、それが形になったとしても分が悪すぎる」

「ほう、あの二人の長所を最大限活いかす良い作戦だな。しかし、その作戦、ティーナは同意したのか？」

「ん？　ああ。ま、補助系魔法を覚えるところからだから、時間はかかるだろうけどな」

「そうか……」

　委員長は、なんだか嬉うれしそうに小さく笑った。

「なんだよ、ティーナが渋りそうなところでもあったか？」

「ああ。あまり込み入ったことまで言うつもりはないが、ティーナの父親は大変に不名誉なことをしたと噂うわさされている。そのせいでティーナ自身もよく言われていなかった。その悪評を払ふつ拭しよくしようと、昔からティーナは功こう績せきを立てることに人一倍執着があったのだ」

「あー、そういや委員長に勧かん誘ゆうされたときも親の話が出かかってたな」

「うむ。冒険での一番の功績はクエストを解くことだが、次は強いモンスターを狩ることだ。私は必ずしも敵を倒すだけが偉いとは思わないが、一番目立つし周囲にもわかりやすい。だから、ティーナは自分の魔法で敵を倒すことにこだわりすぎていた」

　なるほど、ティーナの砲台っぽい主張はそのせいか。

「それが元で、私も含めて仲間が何度も酷ひどい目に遭った。ふふふ、実はな、これまでで私に一番の深手を与えたのは、どのモンスターでもなくティーナなのだ」

「笑いごとじゃねえだろ」

「私にとっては笑いごとさ。だが、リーダーとして仲間たちの手前もある。私だけではなく、毎回仲間たちも巻き込まれていたからな」

　マジか。そりゃあ仲間たちは怒るわな……。

「委員長とティーナが不仲……っていうか、距離を置いてるのはそれが原因か」

「ああ、さすがにパーティから外れてもらうしかなかった。まあそんなわけだから、そのティーナが支援魔法を求められて、それを新たに覚えることまで素直に承しよう諾だくしたと聞いて驚いた。正直、信じられない。救世主殿どののパーティに誘ってもらえたことが、よほど嬉うれしかったのだと見える」

「え、そんなたいしたことじゃないだろ？」

「たいしたことなのだよ、ティーナやシェリスにとっては。自分に対する悪評が吹き荒れている中で、大きなデメリットも顧みずに、あらゆる有利な条件を断って自分たちを選んでくれたのだ。長いこと誰ともパーティを組んでもらえなかった彼女たちにとって、まさしく救世主、颯さつ爽そうと現れたヒーローであっただろうよ」

「そういうもんかねえ」

　よくわからず、俺おれはポリポリと頭を搔かいた。

「そういうものだ。私からも礼を言う。これからもティーナのことをよろしく頼む」

「何をどうするのがよろしくなのかわからんが、まあ、仲間だしな」

「ああ。よし、救世主殿には私も可能な限り協力しよう。仲間たちの手前、同行することはできないが」

「ありがたい！　俺がお願いしたいのは、さっき話した検証だ。盾が修理から戻ってきてからでいいから、こいつで斧おのの守護者を攻撃してみてくれ」

　そう言って、俺は腰に吊つっていた聖なるダガーを鞘さやごと外し、委員長に差し出した。

「ふむ。聖なるダガーといっても、どこにでもありそうな品なのだな」

　委員長はダガーを受け取って、鞘から抜いてしげしげと眺ながめた。

「……！」

　俺は委員長が抜いたダガーを見て、思わず椅い子すをガタッと鳴らして立ち上がっていた。

「違う……」

　委員長が抜いたダガーは、ありふれた両刃の直刀だった。刀身が波打っていない。

　つまり、今日俺が腰に吊っていたのは、聖なるダガーではなかったのだ。

「それは聖なるダガーじゃねえ！　くそ、どういうことだ……？」

　すり替えられていたということは、誰かが意い図としてやったということ。

　昨日、柚ゆ比び坂さかとの特訓で使ったときには確かに本物だったわけだが、その後は帰るまでずっと腰から吊っていたのだ、そうそうすり替えなんてマネができたとは思えない。

　というか、今、聖なるダガーを持って行きたがる人間となると──

「柚比坂しかいねえじゃねえか……！」

　おそらくは今朝。起こしに来たなんておかしいと思ったんだ！　いや待て、柚比坂が聖なるダガーを持って行ったということは、その目的は……！

「悪い、委員長、状況が変わった」

　俺は腰のポーチから金貨を一枚取りだし、テーブルに置く。

「これでここの支払いは足りるよな？」

「むしろ多すぎるくらいだが」

「じゃあ、残りは迷惑料だと思って取っておいてくれ！」

　返事も待たず、俺おれは委員長の手からダガーを奪い取るように返してもらい、店を飛び出していた。最悪の展開になっていないことだけを、ただひたすらに祈りながら。
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　服が街路樹の枝に引っかかったり、石や段差につまずいて何度か盛大に転んだり、二階から落ちてきた鉢植えが背中に直撃したりしながら屋敷に駆け戻り、息が上がったままで、お茶を飲んでいたシェリスとティーナに、

「ゆ、柚ゆ比び坂さかは!?」

　と訊きいた。

「ヨシュア様がお出かけになったすぐ後に、買い物に行くと出かけられまちたわ」

　キョトンとした顔で、シェリスが答えた。

「やっぱりか……！」

　自分の部屋に駆け込んで確認すると、やはり委員長から借りた例の地図も見当たらない。

　確定だ。

「何があった？」

　俺の焦あせり方に驚いたのか、シェリスと一緒に追いかけてきたティーナが訊いた。

「あのバカ、一人で斧おのの守護者のところに行きやがった……！　俺の聖なるダガーをすり替えて！」

　俺の言葉に、シェリスの顔が青ざめた。

「あうう、ごめんなさいごめんなさい！　昨日の夜、アンナ様にコレクションを見せてほちいと頼まれて……他の武器もちょっと試したいから、って言われて、いくつかお貸しちましたの……」

「貸した中にこのダガーも？」

　シェリスは首を縦に振った。

　確定か。

　朝、俺の部屋に入り、ダガーをすり替えて、委員長の地図をくすね、その後に何食わぬ顔で俺を起こしたのだ。

　くそ、やはり地図を返す方向で考えるべきだった。そうすれば、もっと早く地図がないことに気づいて、結果、柚比坂を止めることもできたかもしれない。

　最悪の展開が脳のう裏りをよぎる。柚比坂が死ぬかもしれない。殺されるかもしれない。そう考えただけで、血の気が引いていく。

　走り出していた。

　危険だとか、安全策とか、もうそんなことを言っている余裕はなかった。

　とにかく、柚比坂を助けなければ。最悪でも、蘇そ生せい可能な状態で回収しなければ。

　ただ、それしか考えられなかった。

「ヨシュア様！　待ってくださいですの！」

「ヨシュア殿どの」

　シェリスとティーナも、追ってくる。

　だが、振り返り声をかけるゆとりなどない。

　ひたすらに、俺おれの脚は『斧おのの守護者』がいるダンジョンへとつながった『夏の洞どう窟くつ』へ向かって駆け続けた。




　桃の木が生えている例の場所までやってきて、俺はようやく立ち止まった。ここまでのモンスターは全無視である。ＲＰＧで敵が出る度に「逃げる」を選ぶパターンだ。

　心臓が張り裂けそうなほどで、とっくに息も上がっていたが、それよりここにも柚ゆ比び坂さかの姿がないことの方が心臓を締め付けている気がした。

　……くそ！

　シェリスが空けた大穴から、剣の広間のレリーフが見える。

　……危険でもなんでも、行くしかない。

　心を決めて一歩を踏み出したその瞬間、

「ヨシュア様！」

　その大穴を指さして、シェリスが叫んだ。

　その指が指し示す先には、全身傷だらけになって、手で押さえた脇腹から血を流しながら、足を引きずるようにしてこちらへと歩いてくる柚比坂の姿があった。

「柚比坂っ！」

　思わず駆け寄ると、ほぼ同時に柚比坂が崩れ落ちた。慌あわてて、その身体からだを抱き止める。

「ティーナ！　回復を頼む！」

　うなずいて、ティーナは「水よ」と唱となえながら杖つえを掲げた。

　俺たち全員の身体が淡い光に包まれて、瞬またたく間まに柚比坂の傷口がふさがっていく。苦しそうだった柚比坂の表情が和らいでいった。

「アンナ様ぁ！」

　シェリスが柚比坂に抱きついて泣き始めた。そのツインテールの頭を、柚比坂が優しく撫なでる。

　ああ──、よかった。

　心底そう思った。が、ホッとした途と端たんに腹が立ってきた。

「馬鹿か、お前はッ！」

　傷が癒いえた柚比坂から手を離し、思わず怒鳴っていた。柚比坂が男だったら殴っていたかもしれない。いや、もちろん避けられて、あまつさえカウンターを叩たたき込まれることになる気はするが。

　が、そんな俺の肩をティーナがぽんと叩いて、

「無事で何よりだった」

　と優しく言った。

　そうだけど！　そりゃそうだけど！

　なんだか色々モヤモヤしたものを全部吞のみ込みつつ、声のトーンを落として、

「まあ、確かにな」

　俺おれはぶっきらぼうに言った。

　柚ゆ比び坂さかが、きまり悪そうに顔を背そむける。

「でもな、これだけは言わせてもらう。なあ、柚比坂、もしお前が死んだら、俺は日本に帰ったとき、お前の妹になんて説明すればいいんだ？　どう謝ればいいんだ？」

　顔を背けたまま、柚比坂はうつむいて唇くちびるを嚙かんだ。

「……ごめんなさい」

　この超好みの綺き麗れいな顔でしおらしくされると、怒りも何もかもどうでもよくなりそうになるから困る。

「別に謝らなくてもいいけど、こんな暴走はこれっきりにしてくれよな」

「ヨシュア殿どの、アンナ殿は謝ったのだから終わりにするべき。アンナ殿も、リーダーの決断に不服があるのなら、きちんと口に出して言うべき。勝手な行動はよくない」

　ティーナが静かに言った。

「私は、それで一度失敗している。リムルの顔を潰つぶして、それでも庇かばってもらって、一緒に居られなくなった。アンナ殿のそういう行動は、いずれパーティをバラバラにする」

　実感がこもった言葉は、重い。

　そして、その言葉の裏に感じられる、このパーティをそうしたくはない、という強い意志がなお重い。

　やれやれ、と俺は苦笑して、

「とにかく、ティーナの言う通りだな。無事でよかった。さ、帰ろうぜ。そろそろ昼だし、串くし焼やきか何か買って帰って飯にしよう」

　そう提案した。

「それなら、『夏の洞どう窟くつ』を出てすぐのところに、美お味いしい肉詰め料理を売っているお総そう菜ざい屋さんがある。あの店のピーマンの肉詰めと茄な子すの肉詰めは絶品」

　キラリと目を光らせて、ティーナがメニューに関する意見を述べた。

「そうね」

　と柚比坂もシェリスに抱きつかれたまま微笑ほほえんで、俺に、

「これを」

　と、聖なるダガーを差し出した。

「検証はちゃんとやってきたわ。そのダガーも、斧おのの守護者にはあっさり弾はじかれてしまったわ」
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　どういうことだろうか。

　帰り道でも、昼食を物色したり買ったりしている最中も、ずっと考え続けていた。

　柚ゆ比び坂さかが噓うそをつく理由はない。帰りたいという柚比坂の執しゆう念ねんは本物だ。つまり、このダガーで攻撃する、というアイデアは正解ではなかったということだ。

　では、何が正解なんだ？　まだ未発見の要素があるとでもいうのか？　しかし、出回っている地図や委員長のダンジョンマップを見る限り、もう未み踏とう破はのエリアは残っていない。自分で回ったわけではないが、少なくとも俺おれより冒険に慣れた連中がローラー作戦的に調べて回った結果なのだから、それなりに信頼できるはずなのだ。

　何かがあるはず。見落としている何かが。

　それに、このダガーは？　まさか使わないというのか？　俺の勘かんは間違っていた？

　シェリスやティーナに総そう菜ざい屋で「お昼は何を食べたいか」とか、そんな質問をされても気付かないくらい、俺はずっと考え続けていた。

　そして屋敷に戻ってきて、鍵かぎを開けようとして、気付く。

「あれ？　ブレスレットが……」

　なくなっていた。

「どこかで落とした？」

　すでに鶏の串くし焼やきを歩きながら食べていたティーナが首を傾かしげた。

「本当に志し度ど君はついていないのね」

「仕方ありませんわ。アンナ様の身を案じて、全速力で走りっぱなしでしたもの」

　シェリスの言葉に、柚比坂は少し照れたりしていたようだったが、俺は彼女たちに気を回している余裕はなかった。

　今、何かが閃ひらめいた気がしたから。

　頭の中で、何かがつながった気がしたから。

　俺は腰のポーチから冒険の書を取り出し、ページをめくるのももどかしく自分で書いた文字を追い始めた。

「志度君……？」

「ああ、すまん、悪いけど、誰か鍵を開けてくれ」

　訝いぶかしげな顔をする三人に、俺は冒険の書から顔さえ上げずに言った。




　部屋にこもって考えをまとめていたところを、ドアをコンコンとノックされた。

「空いてるよ」

　静かにドアを開けて、柚比坂が入ってきた。そして、ためらいがちに、

「ねえ、一つ訊きいていいかしら？」

　と言った。

「ん？」

「もし、私が戻ってくるのがもう少し遅かったらどうするつもりだったの？　剣の広間の先に踏み込んでいた？」

「行くつもりでいたよ。かなりビビってはいたけどな」

「どうして？　危険なのに。もう私のことを好きなわけでもないんでしょう？」

「そんなの関係あるかよ。仲間が死ぬかもしれないってのに放ほうっておけるか」

「そう……」

　なんだか照れ臭そうに、そして少し嬉うれしそうに、柚ゆ比び坂さかは長い黒髪を揺らしてうつむき、呟つぶやいた。

「ごめんなさい」

「もういいって」

「いいえ、今の謝罪は一人で斧おのの守護者に挑んだことではなくて、志し度ど君を臆おく病びよう呼ばわりしたことに対してよ。志度君の……いいえ、あんたの言う通りだったわ。私が逃げ出せたのも運が良かっただけ。悔しいけど、あんたの判断は的確だった」

　柚比坂の肩が震えているように見えた。目は今にも涙がこぼれ落ちそうなほど潤んでいる。いつも自信に満ちている柚比坂がこんなことを言うのだから、本当にギリギリの恐ろしい目に遭ってきたのだろう。

「いや、俺おれが慎重すぎるってのも確かだと思う。そういう意味では、俺たちは足して二で割るくらいでちょうどいいのかもな。だから、今後はちゃんと話し合って妥協するラインを決めようぜ」

　柚比坂はホッとしたように小さく微笑ほほえんで、しかし、

「……今回判断が正しかったからって、調子に乗るんじゃないわよ」

　と顔を赤くしながら、目を逸そらしつつ言った。

「凹へこんでるかと思えば、これだもんなあ」

　やれやれ、と肩をすくめる。しかし、強がりが出るなら大丈夫だろう。機嫌も直して、また俺を『あんた』と呼んだり、本音を出すようになってくれたようだし。

　柚比坂はふわりと髪を舞わせてくるりと背を向け、ドアに手をかけた。

「あ、そうそう、ご飯の用意、もうできてるわよ」

「わかった、すぐに行くよ」

　そして、柚比坂は本当に小さな声で、

「…………ありがとう、助けにきてくれて」

　そう言い残して、俺の部屋から出て行った。
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　女性陣が昼食の準備を整えてくれた食堂のテーブルに、俺は冒険の書と昨日の号外を持ち込んだ。

　すでに全員が席について、俺おれを待っていたらしい。

「食いながらでいいんだが、確認したいことがいくつかあるんだ。柚ゆ比び坂さか、委員長の地図は持ってるよな？」

「ええ。勝手に持って行ったことは謝るわ」

　そう言いながら、柚比坂は地図をテーブルの上に置いた。

「別に、今さらそんなことを責める気はねえよ」

　その地図を広げて、ダンジョンの構造を確認する。

「なあ、柚比坂は『急きゆう造ぞうの連合なんてよくない』みたいなことを言ってたよな？」

「え？」

　唐突に訊きかれて、少し驚いたように柚比坂は首を傾かしげた。

「ほら、委員長たちが負けたって保健室の魔法使いたちが駆り出されたときだよ」

　言いながら、冒険の書をめくって確認する。日記のように冒険の書をつけていたことがここで活いきてくるとは思わなかった。その言葉自体は書き留めてなくても、記憶をたぐり寄せる助けにはなってくれる。

「ああ、あれは単純に、他のパーティを出し抜こう、って考える人が出るということよ。一つのパーティなら利害は一致しているけれど、連合を組んだ他のパーティよりもより大きな手柄を立てたい、と考える人が一人でも出れば、チームワークはガタガタになるわ。スタンドプレイに走った私が言うのもなんだけれど」

「まあ、勝手に突っ走った件はもういいって。でも、だよな。俺もチームワークに関してはそう思う。というか、そう考えると仮説が成り立つっていうか」

「仮説？」

　オウム返しに訊いた柚比坂を、俺は手で制した。

「もう少し確認させてくれ。シェリス、あれだけ武器をコレクションしてるんだし、戦士クラスなんだし、武器やスキルについては詳しいよな？」

「ふええ!?　そ、そんなふうに言われると、自信はありませんわ……。専門家というわけでもありませんもの」

「別に高度な専門知識は求めないって。ええと、俺が訊きたいのは、ダガーの分類だ」

「分類……ですの？　それは、物によりますわ。ちょうどショートソードとナイフの中間に位置するような武器ですもの。分類の仕方にもよると思いますわ」

「微妙だな。うーん、一番わかりやすい判別方法としては……ダガーで片手剣のスキルは発動できるのか、ってことかなあ」

　ゲーム的に考えれば、武器系のスキルは対応した武器を装備していなければ発動できないもの、と相そう場ばが決まっている。

「それはたぶん可能ですわ。要は、『使い方』の問題ですもの。構造自体は刀身の長さやサイズが違うだけで同じですから、使用者がそういう使い方をする気があるかどうかの問題ですわ」

「実際、私は今日、そのダガーで片手剣のスキルを使ってきたわよ」

「ＯＫ。まあ、名前も短剣だしな。じゃあ、ティーナ。ティーナは七〇前後の要素を組み合わせて魔法を発現させられるんだよな？　実戦で使い物になるかどうかはさておき、要素を組み合わせられる上限ってどのくらいだ？」

　ティーナは少し考え込んで、

「集中しやすい環境で、時間を無制限に使っていいのなら、私は二〇〇そこそこ。でも、そこまで増えると魔力や頭の処理能力が保もたないかもしれない」

「そんなに行くのか。じゃあ、仮に時間も魔力も使い放題だとして、魔法ってどのくらいまで組み合わせられるんだ？」

「理論的には上限は存在しない。でも、普通は時間をかけるといっても食事や睡すい眠みんは必要だし、限界はある。あと、その規模になると脳内だけでは処理しきれないから、理論構築の処理能力を補うために儀ぎ式しきが必要になってくる」

「なるほど……。もう一つ。これはたぶんそうだろうと思っていて、賭かけてもいいくらい確信に近いんだが、魔法で強化されているかどうかを調べるのと、それ自体が魔法かどうかを調べるのは全然別のことだよな？」

　ティーナはうなずいて、

「どうしてそんなことを？」

　と首を傾かしげた。

「そりゃあ、仮説を裏付けるためさ」

　俺おれはニヤリと笑って、こう言った。




「さて、じゃあ、今回のクエストを──ゲームガルドを攻略しようか」




　三人が息を吞のむ。

「まず、委員長たちをボロ負けさせた、この厳いかついチート金ピカ野郎だが」

　言いながら、俺は新聞の号外を地図の上に広げた。

「こいつは委員長の盾をボコボコにするくらい攻撃力が高い上に、武器も魔法も効かないという頭のおかしい性能なわけだ。無敵すぎてイヤになってくるな」

「そして、聖なるダガーもまったく効果がなかったわ」

「そこで、結論だが、こいつはおそらく倒せない」

　三人が俺の言葉に、意味がわからない、という顔をした。

「それではクエストが解けない」

「ヨシュア様、斧おのの守護者の倒し方がわかったのではありませんの!?」

「つまり、ギブアップということかしら？」

　あ、柚ゆ比び坂さかの微笑ほほえみの下から黒いオーラが立ち上り始めた。この感じ、なんか久しぶりな気がしてしまう。

「慌あわてるなって。俺おれは、この金ピカは倒せないと言ったが、斧おのの守護者は倒せないなんて一言も言ってねえよ」

　また、三人が啞あ然ぜんとする。

「……どういうことですの？」

「かなりメタ思考が入ってる気はするんだが、クリアできないクエストってのがありえない。神様だかなんだか知らねえが、わざわざ解かせるためにクエストなんかを出してくださる以上はな。倒せない敵を倒せ、なんて不可能なクエストは、この世界の存在意義そのものをぶち壊すことになる。だろ？　じゃあなんでクエストなんか出すんだって話だ。だが、目下倒す方法は見当もつかず、そのヒントすらない。だとすれば、きっと俺たちは、すでにまんまと騙だまされてるのさ」

「でも、どう騙されているのかわからなければ意味がありませんわ」

「もちろん、それがわかったから志し度ど君は自信満々なのよね？」

「そのつもりだ。当たってるといいけどな。で、俺は思うんだが」

　俺は号外をずらして、地図の『斧の広間』だと思っていたエリアを指さした。

「この広間が『斧の広間』だって、確証はあるのか？」

　たとえばゲームなら、ものによっては全エリアに名前がついていて、足を踏み入れた瞬間にエリア名が画面に表示されたりする。しかし、ゲームガルドはそんな親切設計にはなっていない。

「クエストに『斧の広間』ってワードを入れておいて、これ見よがしに『剣の広間』『槍やりの広間』と名付けたくなるエリアを並べておく。ご丁てい寧ねいに中ボスの守護者まで配置してな。そこを通ってきてこの広間を見たら、そりゃあ条件反射で『斧の広間』だって思うよな。そう思いたくなるよな」

「それが、私たちをまんまと騙したミスリード、ということかしら？」

　俺は「そうだ」とうなずいて、シェリスの方へと顔を向けた。

「シェリス、この金ピカが持ってる武器はなんだ？」

「戦せん斧ぷですわ」

「武器を買いに行ったとき、言ってたよな？　片手用の斧と両手持ちの戦斧は、使う側からしたら別物だって」

「あ！　じゃあ、ヨシュア様は、ここは『戦斧の広間』で、斧の広間は別にあるって仰おつしやいますの!?」

「結論から言うと、そう考えてる。おそらく、この広間のレリーフは、ちゃんと調べれば両手持ちの戦斧ばっかりだろうぜ。まあ、そもそも『斧の広間』以外は委員長たち連合パーティの誰かが勝手につけた名前だろうし、レリーフの規則性なんか適当でも文句は言えねえけどな」

「フェイクの斧の広間に、フェイクの守護者を置いて、本物の斧の広間から目を逸そらさせていた、ということなのね」

「ああ、だと思う。なあ、ティーナ、お前、言ってたよな？　装備を買いに行ったとき、エルフの魔法商店街で、大道芸を見てさ。ゴーレムを造り出す魔法がある、って。お前なら、この金ピカくらいの反則性能のゴーレム、どのくらいの要素を組み合わせればできるか見当つけられるか？」

　ティーナは指を折りながらしばらく考えて、

「たぶん、三五〇……あ、リムルの盾をダメにするくらい攻撃力もあるから、戦せん斧ぷのスキルとかまで使わせようとしたら、四五〇とか、もしかしたら五〇〇、それ以上かも」

「五〇〇……。ごめんなさい、もうどんな組み立て方をするのか、想像もつかないわ。魔力が保もつかどうか以前に、理論を組み立てるだけで脳が焼き切れるんじゃないかしら」

　呆あきれ気味に、柚ゆ比び坂さかが言った。

「だろうな。二〇で一流の世界だから、普通はそんなゴーレムを造れるなんて発想からして出ないだろ。普段、制御できないとはいえ膨大な要素を組み合わせて魔法を発現させてるティーナじゃなきゃ目算もつかないかもしれないな」

「じゃあ、この偽物の斧おのの守護者は、本物の斧の広間にいる本物の斧の守護者が魔法で作り上げて操っている、ってヨシュア様はお考えですのね」

「問題は、本当の斧の広間がどこにあるのかわからないこと」

「あら、それについても志し度ど君は見当がついているのでしょう？　攻略しようか、なんて大おお見み得えを切る以上は」

「まあな。俺おれが思うに、委員長たちが何かを見落としているとしたらこのダンジョンだ。本当の斧の広間は間違いなくこのダンジョンにある。まずは委員長たちがどんな行軍をしたのか確認しようか」

　言いながら、俺は号外を退のけて地図を指さした。

「このダンジョンは一本道だ。連合パーティがどう攻略していったのか、予想するのは簡単だよな」

「それはそうですわ。分かれ道がなければ真まっ直すぐ進むだけですもの」

「そうだ。入り口から入って、長い通路を進み、剣の広間で中ボスを撃破して、槍やりの広間を確認して一度帰還。その途中で、桃の実を採りに行ったときにシェリスが夏の洞どう窟くつで壁に穴を開けたことで俺たちと合流した。今後はここがショートカットルートになる」

「連合パーティが大敗走したのは、その何日か後だったわよね」

　記憶をたぐるように、考え込みながら柚比坂が言った。

「ああ。その数日の間で、休息を取って、同じように槍の広間で守護者を倒して、その先の斧の広間を確認して帰還、態勢を万全に整えて金ピカにアタックしたんだろう。慎重に探索を進めるなら、そのくらいの日数はかかっても不ふ思し議ぎじゃない」

「そして、リムルたちは偽の斧の守護者に負けた」

「そういうことになるな」

「志し度ど君、今の話から、本当の斧おのの広間の場所がどう読み取れるというの？」

「本題はここからだよ。まあ、ここからは全部推すい論ろんだけどな。まず、いかにトップクラスのパーティとはいえども、未み踏とう破はのダンジョンの探索は初めての経験だった」

「それはそうですわ、ヨシュア様が聖なるダガーを発見するまで、一〇〇年間も新ちいダンジョンが出てくることはなかったんですもの」

「ああ。そして、もう一つ。最初に柚ゆ比び坂さかにも同意してもらった、急きゆう造ぞう連合の欠点。さらに、このダンジョンの構造だ。剣の広間や槍やりの広間を見れば、クエストに『斧の広間』なんて言葉が出てきた以上、普通はこの先に目的の場所があるんじゃないか、と考える。そして迷う余地のない一本道。先へ先へと進みたくなる構造だと思わないか？」

　探索の基本は、丹念に調べながら進むことだ。各部屋、通路の壁、床、天井。罠わなはもちろん、隠し扉にも細心の注意を払う。罠が危険なのは言うに及ばず、隠し扉も、万が一その向こうに敵が潜んでいた場合、発見できなければ背後から襲われるリスクを負うことになるからだ。

　それは冒険の基き礎そ中の基礎として、まず最初に習う鉄則だった。もちろん、俺おれたちも初日の救世主組の授業で学院長から教わり、何度も何度も念を押された。

「それぞれの広間の守護者を倒せたのも大きい。きっと、連合パーティの人たちはこの調子で斧の守護者も倒せる、と思ったはず」

「ティーナの言う通りだな」

「つまり志度君は、熟練のパーティといえども見落としがあるはずだ、と言いたいのね」

「ああ。というか、もしあるならこのダンジョンが一番怪しいよな、って話だ。で、俺が出した結論は──ここだ」

　そして、俺は地図上の剣の広間を指さした。

「剣の広間……ですの？」

「でも、どうして」

　首を傾かしげるシェリスとティーナに、俺は苦笑した。

「ほら、桃の実を採りに行って、シェリスが空けた大穴から剣の広間に入り込んだとき、俺、アレな目に遭っただろ？　具体的には柚比坂にマウントポジション取られて処刑されそうになったわけだが」

　途と端たんに柚比坂が顔を真っ赤にする。まあ、俺としても、今もガン見したい衝動に駆られそうになってしまう超高校生級の谷間に顔を埋うずめたなんて、思い出すだけで顔から火が吹き出そうだけど。

「ちょ……！　あ、あれは、志度君が悪いのよ！」

「俺の意志じゃねえよ。不可抗力っていうか、事故だろ。でもな、あれは俺にしては珍しくラッキーだった」

「志度君。いくらなんでも、怒るわよ」

　いつものように黒髪を指でくるくるやりながら、柚比坂が俺を睨にらんだ。

　あ、ヤバい。目がマジで怒ってる。

「いや、エロい意味じゃねえよ。あのとき、あのドタバタがなかったら天井なんか見ることはなかったってことだ」

「天井……？」

　三人とも、揃そろって首を傾かしげた。

　それはそうだ、きっと俺おれしか見ていないのだから。

「俺たちの世界では、木を隠すなら森の中、なんて言い方をする。隠したい物があるなら、それと同じ物、似た物が大量にある場所がいい、ってな」

　俺は、テーブルの上に聖なるダガーを置いた。

「こいつは絶対に必要になるはずだと思ってた。まあ、おかげで回り道もしたし、柚ゆ比び坂さかに危ない橋を渡らせたりしちまったけど」

「どういうことですの？」

「俺があのとき天井に見つけたのは、このダガーそっくりな、フランベルジュのような刀身が波打つ剣のレリーフさ」

　三人とも、なんのことかわからない、という顔をしていた。

「わからないか？　この世界では、鍵かぎには好きなものを設定できるんだろ。鍵に設定した物と、それに対応する錠じよう。そして、それらは同じ形状さえ象かたどっていれば、彫ちよう刻こくや絵だって代用できる。だよな？　だったら、浮き彫りレリーフだって錠になるだろ」

　そこまで言って、ようやく柚比坂は「あ！」と声を上げ、シェリスはポンと手を叩たたき、ティーナは表情をあまり変えずにうなずいた。

「そう、こいつはまさしく『鍵』だったってことだ」





　　　　＊






　ティーナお勧めの肉詰め料理やその他たくさんのお総そう菜ざいで昼食を終えて、各々の準備を済ませて屋敷の前に集合した仲間たちに、

「じゃ、行くか」

　と俺は言った。

　本来なら、委員長たちにでも任せてしまいたいのが本音だ。

　しかし、委員長たちはすぐには冒険に出られないし、また柚比坂に暴走されても困る。

　せめて、今回の推すい論ろんの検証だけでも、真の斧おのの間が俺の推論通りの場所にあるかどうかの確認だけでも俺たちの手でやる。

　それが、俺と柚比坂がお互いに譲歩し合った末に出した結論だった。

　ブレスレットを玄関のドアにかざして鍵をかけ、その右手で腰に吊つった剣の柄つかに触れ、左手の盾の感触を確認しながら、柚比坂が微笑ほほえんだ。

「ええ──、異世界ゲームガルドを攻略しましょう」





エピローグ




「それにしても、まさか天井から隠し階段が降りてくるとは思いませんでちたわ」

　委員長たちを散々苦しめた偽の『斧おのの守護者』の巨大な戦せん斧ぷを背負い直して、上機嫌でシェリスが言った。

　剣の広間から夏の洞どう窟くつへとショートカットした帰り道である。

「そうね。でも、それより、その金色の戦斧の化け物に比べて、本物が呆あつ気けなさ過ぎたことの方が驚きだったわ」

「鉄球の一撃で瞬殺だった」

　持参した果物を囓かじりながら、ティーナが柚ゆ比び坂さかの言葉にうなずいた。

「超気持ちよかったですわ！　ばちーん！　って、鉄球が綺き麗れいに当たりましたの！」

「そうね。私や志し度ど君は出る幕もなかったものね」

「本当の斧の広間にいたのは、明らかに魔法使いタイプのモンスターだったからな。そんなに打たれ強くはないだろ。しかもシェリスさあ、ただでさえ破壊力抜群なのに、命中を犠ぎ牲せいにして威い力りよく上げるスキル使ってたよな？　まあ、ティーナの補助魔法でどこまでカバーされるか、ちゃんと試してはいたんだろうけどさ」

　あのトゲトゲ鉄球の威力がさらに上昇とか、本物の斧の守護者には同情を禁じ得ない。

「えへへ、特訓の成果がバッチリでしたわ！」

「初めて努力が報われた」

「まあ、ヤツの魔法で生み出された金ぴかが異常な強さだったし、そのくらいでバランスが取れてるってことかもしれないな。敵さんは儀ぎ式しきの真っ最中で先手も取れたし」

　俺おれは肩をすくめて言った。

　正直、それで済んで良かった。魔法を使うタイプとの戦いは、どんな魔法を使ってくるかわからない分、長引くと面倒なことが多いのだ。

　俺としては未み踏とう破はの隠し通路があると確認できれば、そこで撤てつ退たいするつもりでいた。それは柚比坂も納得していたプランだった。しかし、隠し階段が降りてきて推すい論ろんが正しかったことにテンションが上がったこの二人が、進むことを強く提案したのだ。

　ずっと練習していたコンビネーションを試させてほしい、と。

　もちろん、俺は反対だった。モンスター除よけのタリスマンや回復用のタリスマンなどは大量に買ってきていたが、ボスに挑むには不安が大きすぎたから。

　しかも、魔法使いタイプが予想できる以上、さらに気乗りしなかった。相手が使ってくる魔法によって、対処法も大きく変わってくる。ハッキリ言って、戦ってみるまで使ってくる戦法が読めないなんて、博ばく打ち過ぎる。

　しかし、二人の熱意に負けた。

　ずっと特訓していたコンビネーションで、初めて役に立てるかもしれない、という想おもいがあることはわかっていたから。

　さらに、二人に柚ゆ比び坂さかが賛同し、さすがに抗あらがいきれなくなってしまったというわけだ。

　結果として簡単に決着がついたからよかったものの、『斧おのの広間』で杖つえとローブの敵の姿を見たときはかなりビビったものだった。

　そしてそんな結果オーライな感じで真の斧の広間の守護者を倒してみたら、戦せん斧ぷの広間にはバカでっかい戦斧だけが残されていた。

　ただし、この戦斧、三メートル級の金ピカゴーレムが使っていた両手持ちの代しろ物ものなので、たぶんシェリス以外は持ち上げることすらできないんじゃなかろうか。

「まあ、経験者として言わせてもらうと、あの鉄球を食らったら普通は死ぬ」

「あーん、ごめんなさいごめんなさい！　ヨシュア様、もうそのことは言わないでくださいませ……！」

「あ、いや、別に責めてるわけでも嫌いや味みでもねえよ。純粋に威い力りよくの話をしてるだけで」

　ともかく、クエストもクリアよりも、ティーナの魔法とシェリスの鉄球のコンボがちゃんと成果を上げられたのが何よりの収穫だったかもしれない。

　シェリスのずっとはしゃぎっぱなしのテンションを見れば、クエストを解くことができたことよりもそっちの方が嬉うれしい気がした。

　いつも無表情なティーナも、ときおりシェリスと一緒に口元を綻ほころばせている。

　この二人は、もうあぶれ者の役立たずなんかじゃないのだ。

「これからどうする？」

　俺おれは、その二人に訊きいた。俺の問いに、三人は不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「どうって、何がですの？　今夜、クエストが解かれたことでまたお祭り騒ぎになる街に繰り出すお話ですの？　それとも晩ご飯のメニューのことですの？」

「いや、そうじゃなくて。ぶっちゃけ、シェリスとティーナが組めば、まあ一日四回のボス戦限定みたいな感じだけど、充分戦力になることがわかっただろ。今回の件でクエストを解いたって実績もできたわけだし、今ならあぶれたりしない。他の連中とパーティを組むっていう選択肢もあるはずだ」

「それは、やはりヨシュア殿どのは私たちでは不満ということか」

　嬉しそうだったところから一転、無表情な中にも陰りを見せて、ティーナが呟つぶやいた。

「そんな……」

　シェリスはすでに泣きそうな顔で涙を堪こらえている。

「志し度ど君、さすがにこのタイミングでそれはないんじゃないかしら。確かにこの二人には色々残念な部分もあるけど、一緒に苦労した仲間じゃない」

「いや、違う違う！　そういう意味じゃねえし、柚比坂の方が酷ひどいこと言ってるだろ！」

　というか一番残念なのはお前だよ、柚比坂。

「そうじゃなくて、特にティーナは、実力を示して見せた今なら、委員長のところに戻れるんじゃねえかって言ってるんだよ！」

　と、俺おれは慌あわてて発言の意い図とを説明した。

「そりゃあ、俺だって二人にはこれからも一緒にいてほしいが、やっぱり親友とはちゃんとした方がいいだろ？」

　一転、目元に溜たまった涙もそのままに、シェリスの顔がパッと華やいだ。

　ティーナの表情も、心なしかホッとしたように見える。

「ヨシュア殿どのは何もわかっていない。今、リムルにそんなことを言ったら、たぶん私はぶん殴られる」

「なんでだよ」

　仲間の手前があるからこそつれない態度を取っているが、委員長はずっとティーナのことを案じていたのだ。それがわからないティーナではないはず。

「自分勝手な都合でパーティを乗り換えるような不義理は、リムルは一番嫌いだから」

「都合も何も、ずっとそうしたかったんじゃねえのか？　それに、俺は全然不義理だなんて思わねえし」

「ヨシュア様が思わなくても、周囲からそう見えてしまうことはありますわ」

「ヨシュア殿は何もわかっていない」

「なんでもう一回言ったんだよ」

「一緒にいてほしいと言われたからには、一生添い遂げる覚悟はできた」

　言いながら、ティーナは俺の腕に自分の腕を絡めてきた。

「やっぱり結婚して」

「はあ!?」

「あっ！　もう、いつもいつもティーナはどうして……！　ずるいですわ……！」

　シェリスまでが、もう一方の腕に抱きついてくる。

「シェリスはいい友達だし、今後も相棒としてやっていかなきゃいけないけど、こればっかりは譲れない」

　ああっ、ティーナ、やめて！　そんなことを言いながら胸をぐいぐいと押しつけてくるのはやめて！

「いや、だから、俺は元の世界に帰るから！　っていうか、もうお前らもクエストを解いたパーティの一員なんだから優良物件の仲間入りだろ！」

「ヨシュア殿は何もわかっていない」

「三回目言われた!?」

「あ、アンナ様ほどとまではいかなくても、わたくちの胸もきっと育ちますから！　お姉様みたいに！」

「ちょっと、シェリスちゃん、どうしてここで私のことが出てくるの!?」

「だって、ヨシュア様はアンナ様の胸に顔を突っ込んだことがラッキーだったって言ってましたし……！」

「人聞きの悪いこと言うな────っ！　あれは天井を見る機会ができてラッキーって意味だし、そもそもそうなったのは誰のせいだよっ！」

「志し度ど君、それはそれで失礼な発言だと思わない？　事故とはいえあんなことをしておいて、まるでイヤだったみたいに」

　じゃあどうしろっていうんだ!?　超柔らかくて最高でした、とかって言ってもお前は激怒するだろ!?　っつーかそれじゃ俺おれが最低の人みたいだし！

「大きければいいというわけじゃない」

　ああっ、また胸を押しつけて……！　ティーナのも充分大きい部類です！

　今のティーナの言葉を境に、柚ゆ比び坂さかから立ち上るオーラが変わった。ああ、綺き麗れいじゃない方が綺麗な微笑ほほえみの裏側に顕現しておられる……。

　柚比坂は笑顔のまま、

「とりあえず、二人とも志度君から離れなさいね？」

　と言って身構えた。

　薄情にも、そそくさとシェリスとティーナが俺の腕から離れていく。

「待て。いや、待ってください。今の流れで俺にロックオンしたままってちょっと理り不ふ尽じんだと思うんですけど！」

「志度君は何もわかっていないのね」

「また言われた!?」

　ホントにわかんねえよ！

「大丈夫、今日はまだティーナさんは二回しか魔法を使っていないわ。あと二回は生き返れるでしょ？」

「それ全然大丈夫じゃないッ！」

　柚比坂は一度何かを決意するように目を閉じて大きく息を吸い込み、シェリスとティーナが聞いていることもお構いなしに、

「デレデレ鼻の下伸ばしてるんじゃないわよ、この変へん態たい野郎──っ！」

　と叫んだ。

　超恐ろしい、怒りのこもった声で。

　綺麗じゃない方の凄すごみ全開で。

「っていうか、なんでお前がそれで切れてるんだよ！」

　言い終わる前に、柚比坂が踏み込んできた。

　抜きざまに居合のような一撃が来る……！　そう思って身構えたが、視界から柚比坂が消え、次の瞬間には天地がひっくり返って背中をしたたかに打っていた。

　え──？

　そして、見上げればいつかのように柚比坂にマウントポジションを取られていた。両りよう膝ひざでキッチリと俺の両腕から自由を奪ってくださっている。

　フェイント……剣さえ抜いてない……。斬きると見せかけての足払い……!?

　胸の辺りに柚比坂のお尻の重みが、顔の超至近距離に真っ白い太ももがある。そして見上げれば大ボリュームの胸が。なんだろう、見える光景は全方位天国っぽいのに、地獄しか待っていないこと確定のこの状況。

「ええと、話せばわかる」

「そういえば剣の広間での件は冒険中だからって保留されていたわね？」

「え、あれはもう終わったものだと……」

「は？　何言ってるの？　あのときは委員長さんたちの登場でうやむやになっただけよ。ああ、思い出したらまた腹が立ってきたわ。この際、身の程知らずのクズにはキッチリまとめて制裁を加えておくべきよね」

　やめて。虫けらを見るような目で怖いこと言うのはやめて。

　そんなやりとりを、シェリスとティーナが呆あつ気けにとられた顔で見つめていた。

「わたくち、夢でも見ていますの……？　あのおしとやかで優しいアンナ様が……」

「アンナ殿どのがご乱心」

「いや、こいつは猫っかぶりが異様に上う手まいだけで、前からこんなんだぞ」

　柚ゆ比び坂さかの下から驚いている二人に事実を告げるが、それでもまだ信じることができずにいるようだった。無理もない、俺おれも最初はそうだった。

「大きなお世話よ」

「しかしまあ、よくシェリスとティーナの前で綺き麗れいじゃない方を見せる気になったな」

　この女のことだから、うっかりということはないだろう。












　それに、本性をさらす前に一拍、何かを決意するような間があった気もする。

「それってアレか、この二人のことも仲間として認めて、心を許したってことか」

「だ、黙りなさい！」

　あ、顔が赤くなった。ふふん、図星か。

　まあ、一人で偽斧おのの守護者に挑んだ際には、シェリスは柚ゆ比び坂さかの無事に安心して泣き出してしまったし。ティーナも駆けつけて回復してくれたり、その後揉もめないように取りなしてくれたりしたのだし。何より、一緒にクエストを解いた仲間なのだし。

　やっぱり、なんだかんだいって、柚比坂も悪いヤツではないのだ、と改めて思う。養父母の期待に応こたえようと必死に頑張りすぎて、抑圧されていたものが心の奥底にたっぷり溜たまっていたというだけなのだ。……たぶん。希望的観測込みで。

　そういう意味では、本心をさらけ出せるゲームガルドの環境は、柚比坂にとっては悪くないのかもしれない。

　まあ、そんなことより何より、なんだか久しぶりに綺き麗れいじゃない方の、荒ぶる柚比坂を見て、俺おれは少しホッとしていた。

　そりゃあ、綺麗な方だけしか見せない柚比坂なら、こんなふうにとっちめられることも罵ば倒とうされることもないのかもしれない。だが、両方を知ってしまった以上、やはり綺麗じゃない方がなりを潜めてしまったのでは気持ちが悪い。仲直りと言うには状況がアレ過ぎるが、少なくとも、壁は取り払ってくれたのだろう、と思えた。

　たぶん、俺たちはパーティとして少しだけ、絆きずなを深めることができたのだろう。

「何をニヤニヤしているのよ。まさか、虐いじめられることが大好きな変へん態たいなの？」

「そんなんじゃねえよ。何はともあれ、こうしてまた本音を見せてくれるようになってよかったって思っただけだ」

　柚比坂は虚きよを突かれたように少し頰ほおを染めたが、しかし、

「……やっぱり、虐められるのが好きなのね。この変態」

　と冷たい目で言った。

「どうしてそうなるんだよ。むしろお前がドＳなだけじゃねえのか」

「この際それでもかまわないわ。さあ、覚悟はいいかしら？」

　柚比坂が俺の頭上で凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

　ああ──、パーティとしては一歩も二歩も前進した気がするが、今俺がさらされている危機からの脱出はさっぱり捗はかどりそうにない。っていうか無理ゲーじゃねえか、これ。





　　　　＊






「ふう、ようやく出口だ」

　散々柚比坂に許しを請うた後、少し歩くと、夏の洞どう窟くつの出口から強化された柵さくや詰め所など、外の景色が見え始めた。

　そして、その詰め所の周りには、学院の生徒や街の人々が大勢駆けつけていた。

　その人々が俺おれたちを見つけて、大歓声を上げる。

「見ろ、だから言っただろう。クエストを解いたのは救世主殿どのたちに違いない、と」

　人々の先頭にいた委員長が、まるで自分のことのように胸を張って周囲に言った。

　どうやら、すでにクエストクリアの報は知れ渡ってしまっているらしい。クリアの瞬間には壁が派手に動いただろうから、当たり前か。

「マジかよ……。あのあぶれ者二人組と組んでどうやって……」

「っていうか、あらゆる攻撃が効かない敵じゃなかったのか……？」

「やっぱ救世主様は特別な魔法かスキルを習得してるんだよ。それでこう、ドカーンと！」

「すみません、冒険者日報の者なんですけど、一言いいですか！」

　歓声と、ざわめきと、根も葉もない憶測と、そんなものが混じり合いながら、しかし、喜びのムードがすべての人々を吞のみ込んでいた。

　街が広がり利用できる土地が増え、新たな動植物、鉱物、その他諸もろ々もろの資源が手に入り、それにより新たな技術が開発される。それらがもたらす豊かさは、誰もが歓迎するところなのだろう。俺たちを包む歓声に、それがまざまざと感じられた。

　見れば、詰め所から顔を出した騎き士したちや、ドラゴンに乗って空を舞っている騎士までもが、浮かれたように手を振り喜びの声を上げている。

　そして、そんな人々を搔かき分けるようにして飛び出してきた学院長がシェリスに駆け寄り、その小さな身体からだをしっかりと抱きしめた。

「ああ、シェリス……！　怪け我がはない？　壁が動くのを見て、リムルさんから貴女あなたたちかもしれないと聞いて心配していたのよ……！　本当に、本当に、無事でよかったわ」

　学院長の目には、涙が浮かんでいた。

「えへへ、心配しすぎですわ、お姉様」

　そう言いながらも、シェリスは背負っていた戦せん斧ぷからもトゲトゲ鉄球からも手を放して、姉の背中に手を回してその胸に顔を埋うずめた。

「それから、おめでとう、シェリス。貴女はその歳としで、もうわたくしを追い越してしまったのね。さすがわたくしの妹だわ」

　学院長がただの姉に戻って、大手柄を上げた妹を誇らしげに強く抱きしめる。

　そんな微笑ほほえましい光景に、思わず口元が綻ほころんでしまった。

　ふととなりを見やれば、柚ゆ比び坂さかも俺と同様に優しげな笑みを浮かべていた。

　そんな中、委員長はティーナを一いち瞥べつし、しかし声をかけるでもなくその横を通り過ぎて俺の前へとやって来た。

「お見事」

「俺よりティーナに言ってやってくれよ」

「その言い方だと、ティーナも少しは役に立ったようだな」

「大活躍だ。斧おのの守護者を倒したのは、シェリスとティーナだよ」

　二人の名誉のために、あえてそういう言い方をした。周りにも聞こえるように。多少なり誤解を招く言い方かもしれないが、噓うそはついていないし、まあいいだろ。

　案の定、聞こえていたのであろう野や次じ馬うまたちからは驚きの声が上がる。

「だが、そう導いたのは救世主殿どのだろう」

　たいして驚きもせずに、委員長はニヤリと笑った。

「買いかぶりだ。っていうか、そんな言い方でシェリスとティーナの努力を霞かすませるのはやめてくれ。俺おれも柚ゆ比び坂さかも自分にできることをやっただけだし、シェリスやティーナも最大限に努力してくれた。それがパーティのあるべき姿だろ？　だったら、功こう績せきなんてものはパーティ全体で等分するべきだ。誰がファインプレーをして誰がミスったなんて話は、パーティの内部の反省会だけで充分。違うか？」

「ふむ、確かに。さすがに救世主殿は言うことが違う。そういう救世主殿の下だからこそ、ティーナたちも力を発揮できたのだろう」

「だーかーらー、そういう大おお袈げ裟さな持ち上げ方はやめてくれって。だいたい、俺たちが上う手まくやれたのは、委員長たちが情報を持ち帰ってくれたからだ。集められるだけ情報を集めて、それでなんとか作戦を立てられた。横からかっ攫さらうような、あんまりフェアじゃないやり方だよ」

　俺は謙けん遜そんというより自じ嘲ちよう気味に言ったが、委員長は首を横に振った。

「それは違う。我々が負けて帰った後、誰一人として斧おのの守護者にアタックしようとする者はいなかった。私自身、正直に言えば、盾を修理に出さざるを得なくなったことにホッとしている一面もあった。連合のパーティも半数以上が戦意を失っていただろう。だが、救世主殿は違った。しかも、あのとき救世主殿は、その情報から導き出した推すい論ろんを惜しげもなく私に教えてくれたではないか。検証を重ねて、情報を集めて、いずれ誰かが倒せればいいのだ、と。これがフェアでなくてなんだというのだ？」

　参ったな、と頭を搔かいた。全部思おも惑わくがあってのことで、委員長が思うほど俺はできた人間ではないというのに。過剰に期待されるのは、ズシッと重すぎて困る。

「だが、次のクエストは私たちが解いてみせるぞ」

「そうしてくれ。俺たちは少し休みたいから、その間にガンガンあの塔に近づいておいてくれると助かる」

「ふふふ、そう言いながら、自分で解く気満々という目に見えるがな」

　不敵に笑いながら、委員長はくるりとティーナの方を向き、ティーナが手にしていた食べかけの果物を奪い取った。

「美う味まそうなものを食べているな。一つもらうぞ」

　ぶっきらぼうに、ティーナの目も見ずに委員長が言った。

　何を言うでもなく、ティーナがうなずく。

　それっきりで、ティーナも委員長も何も言わない。しかし、いつも無表情のティーナが、このときばかりは微笑ほほえんでいるように見えた。

　やれやれ、素直じゃないんだから。

　と、そんなところへ、

「姐ねえさん、リムル姐さん！　ああもう、通してっ！」

　人混みを搔かき分けるようにして、二人の女の子が息を切らせてやってきた。

　委員長を姐さんと呼んでいたのは、赤いショートの髪が外側にツンツンと跳ねた、元気そうな女の子だった。小柄な身体からだで、耳が長いところを見るとエルフなのだろう。背負った弓を引くのに大変適していそうな胸の慎つつましさだ。

　もう一人は対照的に大人しそうな、長い青い髪の女の子だった。何羽かのウサギを引き連れて、エルフの女の子を必死で追いかけている。

　二人とも、聖なる盾隊のメンバーなのだろうか。

　あ、青い髪の子が転んだ。

「おいおい、だから走るときは気をつけろといつも……。それより、どうした？」

　ティーナから奪った果物を食べながら、委員長は訊きいた。青い髪の子が転ぶのはどうやらいつものことらしい。

「その、姐さんの指示通り、啓けい示じ板ばんで次のクエストを見てきたんだけど、その、ちょっと大変なことが書いてあって……」

　青い髪の子を助け起こしながら、赤い髪のエルフが言った。

　ああ、そうか。クエストが解かれて壁が動いたのだから、啓示板のクエストだって更新されているはずなのだ。

「ほう。それで、その内容は？」

　エルフの女の子は俺おれたちの方をちらりと盗み見て、




「……救世主を殺せ、って……」




　言いづらそうに、そう言った。

　あれだけ騒がしかった出迎えに来てくれた人たちが、ピタリと静かになる。

　視線が俺に集中しているのがわかった。

　仲間たちの表情が凍りつくのもわかった。

「ええと……」

　やっぱり、その救世主って俺のことか……？

　ってゆーか酷ひどくねえ？　そのクエスト。

　まったく、俺ってヤツはどこまで運が悪いのだろうか。何もそんな白羽の矢にまで当たらなくてもいいじゃないか。

　ああ──、と天を仰ぐ。

　壁に囲まれた広いようで狭い空は、こちらの都合などお構いなしに、憎たらしいほど晴れ渡っていた。
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